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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「そもそもなんであんたみたいな人間的にヒョロいのがわたしに話しかけて良いわけよ誰だれが許きよ可か出したのもしかしてあんた自身ちょっと冗じよう談だんは笑える程度にしておいてよね勘かん違ちがいもここまでくると犯はん罪ざいよなんか劣れつ化かウラン的なものでしこたま撃うたれても死にそーにないわよその図ずう々ずうしさにしても生きてたって仕方ないでしょ本当になんか未み練れんあんのあんたなんてこのまま生きてたってパンツ盗ぬすむくらいしかできそうにないじゃん親しん戚せき中じゆうにパンツ配って盗とう撮さつでもして台所の隅すみで野菜屑くずでも齧かじりながらひそひそこそこそと……ってあんたのこと言ってるのに決まってるでしょ図々しい！　いーい？　今ここで犯罪といったらあんた！　ヒョロ人間といったらあんた！　臭くさいうざいうっさいムサいダルいチョロいトンチキぽんつくボンクラといったらあんた！　略してクサウザッサイムサダルチョロチキポンクラといったらあんた！　この青く美しいかけがえのないみんなの宇宙船地球号の清せい浄じような大気をブタ息いきで汚お染せんしてるのはあんた！　これだけ言ったらそろそろちょっとは理解できた？　あんたは屑！　あんたは糞くそ！　あんたは泥どろ！　あんたはカス！　あんたは……」

「う……う……うわぁぁぁぁん！」

　市立第四中学校。

　その屋上。放課後。もちろん生徒は立入禁止だが、何な故ぜだか鍵かぎがかかっていない。

　なので健全な交際を望む生徒らがこのような告白に使用することもある。

　そして二年二組、王おう子じ悟さとるは……

　こういう結果になって、泣きながら走り去っていった。

　実は、それ自体は大したことではなかったのかもしれないが。

　間違いなく、すべてはここから始まったのだった。
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　１．多分こっちもプロローグ




「言い過すぎちゃったかなぁ」

　昼休み、ひとつの机にふたつの椅い子すで向かい合って座っているのは、二年二組の女子ふたり。

　教室にはほかにもたくさん生徒がいる。ようやく終わった四時限目に一息つきながら、大おお騒さわぎで弁当をかき込んでいる者、既すでに食べ終わって雑談している者、いろいろいる。

　とりあえずこの女子ふたりは教室の真ん中あたりの机で、しばらく普通に昼ご飯を食べていた。

　小さな弁当箱に詰まったサンドイッチを取り出してはあまり食欲なく弄もてあそんでいたのは、今さっきぽつりと発言した彼女である。校則違い反はんぎりぎりまで長く伸ばしたストレートヘアに、飛んだパン屑がついてしまっていたりする。あまり背丈はないが、姿勢が良いせいかそれなりの体格にも見えた。当たり前だが二年生である。落ち込んでいるらしい。

　向き合って座っている女子は、しばらくぽかんとしていたようだった。こちらはもう少しショートで、運動も得意そうで手足もしっかりしている。

　彼女は袋から取り出しかけて止まっていたはんぺんを改めて取り出し、短く、本当に短く聞き返した。

「なにが」

　見方によっては仏ぶつ頂ちよう面づらともとれなくはない彼女の眼まな差ざしに気づいているのかいないのか、ストレートの彼女はフゥとため息をついて言い直す。

「だから、昨日の。悟くんの」

「……言い過ぎた？」

　はんぺんを手に目を閉とじ、なにか深く深く考え込むようにしてから、

「昨日って、昨日のこと？」

　それが動どう揺ようを誘さそい、ストレートの彼女はサンドイッチを取り落としてばたばたと手を振った。

「うん。ほら、だって突然だったんだもん。教きよう子こだって見てたし。だからわたし、慌あわてちゃって、つい……」

　口を尖とがらせ、一心に言い訳する相手を見ながら、教子と呼ばれた彼女はようやく無表情にはんぺんを食べ始めた。ぼそりとつぶやく声は低い。

「いや、そーゆう次元だったかな、あれは」
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　だが相手は聞く耳なく、またひとりため息をついて思い悩んでいる。

「悟くん、わたしのこと嫌いになっちゃったかな」

「それはある意味、興味深い疑問かもね」

「せっかく悟くんが言ってくれたのに、わたし……」

　黙もく々もくとはんぺんを食べながら級友の言葉を聞いて、教子はしばし天てん井じようを見上げた。どう答えれば良いのか分からない風ではある。

　そうしているうちにも繰くり言はいつまでも繰り返される。

「悟くん、なんだか今日学校休んじゃってるし。もしかしたら、わたしの言ったこと気にしてるのかも」

「まあ確実に気にしてると思うけど」

「ええー⁉」

「驚おどろく余よ地ちあるんだ」

「ど、ど、どうしたらいいかな」

「さあ」

　とにかくどうしようもなく、ただそれだけをつぶやく。

　教子が視し線せんをもどすと、彼女は半泣きの眼差しでサンドイッチを握にぎりつぶしていた。まず教子は自分のこめかみに指を当て、考え込んだ。

　この彼女の名前は都つ合ごう涼りよう香か。涼香は決して扱あつかい難にくい友人というわけではない。むしろ分かりやすいとすら言える。

「まあ、なんだよね」

　教子は、可能な限りの助じよ言げんを口にした。

「なるようになるでしょ」

「…………」

　沈ちん黙もくの後。

　肩を落としたままの涼香が、ふと気づいたように声をあげた。

「ねぇ教子、なんで今日はんぺんなの？」

「いや、理由ないけど」

「ないんだ」

　理由のないことなど、この世にはいくらでもあるのだった。







　２．誕生エスパーマン




　問題は、どうしてこんなことになってしまったのか。それに尽つきた。

　王子悟は自分の部屋で、ただぼんやりと座っていた。パイプベッドの上に正座する形で、もう何時間もずっと同じ体勢である。

　昨日、逃げるように家に駆かけもどってから泣き明かしたために枕まくらはいまだ涙で湿しめっている。記き憶おくにはなかったが、多分床ゆかに転ころがって暴あばれたりもしたのだろう。棚たなの上から本や模も型けいが落ちて散乱していた。

　だがこの際、そんなことはどうでも良いのだった。

「…………」

　悟はなにも言えず、それを見つめていた。昨日帰ってから着替えていないので制服のままである。ちょうど親が旅行に出かけていたのは幸いだった。そう思う。

　彼が見つめる先には、リトルリーグを卒業して以来触さわってもいなかった軟なん球きゆうが宙に浮うかんでいた。

　吊つり糸もトリックもなく、ただふわふわと浮かんでいる。

「どうなってんだ、これ……」

　としか言い様がない。

　自然と浮かんでいるのではない。悟が眉み間けんに手を当て念じると、ボールはぽてんと床に落ちた。かわりに今度は携けい帯たい電でん話わが浮ふ揚ようする。かぱかぱと液えき晶しようを何度か開いたり閉じたりを繰り返してから、その携帯は今度はゆっくりと下降した。急に向きを変え、もう一度浮かび上がってから離はなれた場所にある充じゆう電でん器きの上に着地する。

「これは……」

　悟の脳のう裏りにあるひとつの答えがよぎるのだがそれを肯こう定ていすることは理性が邪じや魔まをする。

　まさにその時だった。

「おめでとう！　我が同志よ！」

　ずばん！

　悟の家、つまり王子家はそれほど小さなものではないが、大きなものでもない。鉄てつ筋きん二階建ての家屋が揺ゆれるほどに激はげしく、悟の部屋の窓が開いた。

　窓の外はベランダになっている。半分物置となったその場所に、腕組みをした人物がひとり、高笑いをあげていた。

「ついに発見した！　君こそが、我がエスパー戦隊の精せい鋭えい、哀かなしみのエスパーマン！」

「…………」

　無言で悟が手を突き出すと、その人影は見えない力に突き押されて高笑いポーズのままベランダから転落した。さらにその手を横に動かすと、それにあわせて窓も閉じた。ついでにがちゃりと鍵もかかる。

「あああああ」

　そのまま悟が頭を抱かかえてうめいていると、いきなり顔のすぐ横から声がした。

「素す晴ばらしい力だ、哀しみのエスパーマン」

「うわぁ！」

　驚いて、思わず仰のけ反ぞる。

「ど、どどどこから入ってきたんですか⁉」

　慌てて訊くが、そこにいた男はすっくと立って悠ゆう然ぜんと質問を無視した。部屋を見て回り、満足そうにうなずいている。

　とりあえず、相手が部屋を見ている間に悟もまた侵しん入にゆう者しやを観察できた。男とはいっても、実は悟と大して変わらないだろう。というのも、侵入者もまた同じ第四中学、つまり四中の制服を着ていた。同学年ではない。恐らく三年生だろう。背が高く、体格ががっしりしていて、小柄な悟とは対照的である。顔つきは……正しよう直じき、おっさんだった。うっすらと髭ひげの剃そり跡すらある。顔は濃こい。ひたすらに濃い。なんとなく豚ぶたの角かく煮にを連想させる脂あぶらぎった四角顔である。
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　てかてかと光る四角い頰ほおをこちらに向けて、その侵入者はおもむろに喜き色しよくを表した。

「まずは自己紹介しよう。わたしの名は金こん郷ごう地ち小こ五ご郎ろう」

「はぁ」

　としか言えず、生なま返へん事じする。

　だが！

「しかぁし！　わたしはわたしのことを喜びのエスパーマンと呼ぶ！」

「じ、自称ですか？」

「人に呼ばれるわけにはいかん。我々は機き密みつ厳げん守しゆをモットーとする秘密エスパー戦隊なのだから！」

「我々？　たくさんいるんですか？」

「君とわたしだ」

「ふたりですか⁉　ていうかぼくもう入ってんですか⁉」

　ひとしきり問答してから、悟はベッドの上をのたうち回った。転がりながら叫さけび続ける。

「あとエスパー戦隊ってなんなんですか！　あーもーどっから訊けばいいかさっぱり分からない！」

「訊きたまえ訊きたまえ若人わこうどよ。どのような疑問にも光を投げかけよう」

　うれし涙のようなものを流しつつ、うんうんと何度もうなずきながら、その金郷地なる者は言う。

　そもそもどうして泣いているのかが謎なぞではあったが。

　悟はゆっくりと起き上がり、多少抵てい抗こう感かんなども覚えながら、

「同じ中学？」

　自分の制服と相手のとを交こう互ごに指さして比べながら。

　金郷地は自信たっぷりな様子でうなずいてみせた。

「うむ！　三年一組の金郷地だ」

「老ふけてません？」

「そんなことはない。十五歳だ。免許証を見せよう」

「確実に間ま違ちがってんじゃないですか！　ってそれよりどうやって入ってきたんですか？」

　一度は無視された質問を繰り返すのは馬ば鹿か馬鹿しい気もしたが、悟はこだわった。

　だが金郷地はビシビシとわざわざポーズを変えながら、今度は誇ほこらしげに宣せん言げんするのだった。

「それは！　つまりわたしが喜びのエスパーマンだからだ！」

「なんですかそれ」

　疑わしさに身を引きながら、悟。金郷地はまたもや笑顔で涙を流し、

「人はまだその精神に解放されない領域を残している」

「はぁ。まあ、そんなのよく聞きますけど」

「それが解放される時とは！　感情によって心が揺ゆさぶられた時に他ほかならない！」

　熱弁し、拳こぶしを握にぎって金郷地が叫ぶ。

「哀しみのエスパーマン！　君こそは、深い哀しみを胸に刻きざむことにより覚かく醒せいしたエスパーマンなのだ！」

「えーと……」

　悟はなんとか説明を吞のみ込んで、どうにかこうにか理解できた部分を口にした。

「つ……つまりそれは、ぼくはフラれたショックで超能力に目覚めたってことですか？」

「うむ。魂たましいを砕くだくほどの精神の慟どう哭こく。それが力を呼び起こしたのだ」

「理由、ちっちゃくありません？」

「そんなことはないぞ。わたしは去年コタツで猫撫なでて『あ、猫の肉球にも模も様ようがあるんだなー』と思っていたらおもむろに目覚めた。心の目覚めに理由の大小はないのだ」

「ううう。骨ほねの髄ずいまで老けてる」

　納なつ得とくできたわけではない。納得できたわけではなかったが。

　容よう赦しやなく、金郷地は念を押しまくる。

「つまり君は哀しみのエスパーマンなのだ。哀しみによって力を発はつ揮きする。さあ哀しめ」

「いやそんなこと言われても」

　頭の中をぐるぐると、妙に歯は切ぎれの良いナレーションが駆け回る。

『中学生、王子悟はエスパーマンである。強く激はげしい哀しみによりエスパーとして目覚めた彼は、この世に涙をもたらす悪と戦い続けている。コンビニを襲しゆう撃げきしたふたり組の男は現金六万円を奪うばって逃走。拳けん銃じゆうのようなものを振り回しながら五十メートルほど逃げたところで付近を警けい邏らしていた警察官に逮たい捕ほされました。さて次は明るい話題です……』

　途中からニュース報道になってしまったようだが、多分番組を見始めたところでチャンネルを変えられてしまったのだろう。仕方がない。競争は厳きびしい。たかだか[image: 0.1]パーセントの視聴率に文字通り命をかける男たちの……なんだっけ。

　妄もう想そうを脇わきに追いやって、悟はなんとか意い識しきを目の前の問題に集中させた。

「それで敵てきっているんですか？」

「いるぞ。いくらでもいる」

「それはまず根本的な生き方から変えていきましょうよ」

「馬鹿を言うな。わたし個人の敵ではないぞ。社会の敵だ。つまり悪」

　暑苦しい金郷地の顔がますます鬱うつ陶とうしく温度を上げる。

　背後に夕日でも見えそうな格好で、金郷地は拳を固めて断言した。

「人知れずその悪と戦うため能力を開花させた我々エスパー戦隊。まずはあれだ。どこぞの紛ふん争そうあたりから手をつけよう」

「一番重いとこじゃないですか！」

　とりあえず悟が言うが、金郷地はあっさりとそれを否定した。

「なにを言うか。地球を統一した後、次は木星、火星と続くぞ」

「なんで遠くから近くに……」

「最終的な敵はあれだ。異い次じ元げん帝てい国こくからの侵しん略りやく者しや。来るぞー。きっと来る。目が百個くらいあるのが来る。うねうねと来る。でも日本語で分かりやすくしゃべる」

「その信念もどうかと思うんですけど」

「もしくは人類の進歩を恐れる大宇宙意志」

「大宇宙のわりにちっちゃい意志ですね」

「根こん元げん的てき破は滅めつ招しよう来らい……なんたら」

「そういう漢字の多い敵は、視聴者には理解しにくいのではないかと」

「君はもしかして特撮ヒーロー番組かなにかとごっちゃにしていないか？　これは現実。紛まぎれもない現実だぞ」

「うわぁ。とことん自覚のないこと言われてるし……」

　頭を抱える。確かに先ほどのナレーションから、頭の中がＴＶ属ぞく性せいに傾かたむいたのは間ま違ちがいないようではあった。

　現実。改あらためて突つきつけられ、あっさりと心が折れるのを感じる。これが現実であるという現実こそが、なによりも過か酷こくだった。

　とにかく、問題は。

「なんでこんなことになったんだ……」

　それに尽きた。







　３．エスパーマンの日々、始まる




　学校も、そうそう休んでいられるものではない。

　両親はまだ帰ってきていなかったものの、欠席が三日目になると担たん任にんから電話がかかってくるようになり、おまけに家に来ようかなどと言い出す。仮け病びようもそんなに続けることはできないし、ともあれ悟は四日目の朝、登校を決意した。というより、思い悩むのにも疲れてきていた頃ころ合あいでもあった。毎日のように部屋にやってきてはエスパー戦隊の活動がどうのと金郷地に語られ、悩むのが馬鹿馬鹿しくなったとも言えるのだが。

（エスパーかぁ）

　がっくりと肩を落とし通学路を歩きながら、ため息をつく。

　王子家から学校までは歩いて二十分ほどの距離だが、生徒の姿が目につくようになってくるのはかなり学校に近づいてからのことである。

（エスパー戦隊とか言われてもなぁ。そもそもなにと戦うんだろう）

「あのーう」

　背後から声をかけられているのだが、王子悟はまったく気づかずに物思いを続けている。

（だいたいこういうものは普通、既すでに悪の組そ織しきがあるから対抗組織ができるわけで、順番おかしいよね。警察が手を出せない悪を叩たたくとかよく言うけど、それは法律で手が出せないから叩けないわけで、つまりそれを叩いたら犯罪なわけで……）

「あのー、えーと、悟くーん。わたしね、今日お弁当作りすぎちゃって……」

　呼びかけは耳に入らないまま、悟は黙もく々もくと歩き続けていた。

　と、はたと気づく。

（いや待て。なにを冷静に考えてるんだ。そもそもエスパーだかなんだか知らないけどぼくが悪と戦う理由なんかないじゃないか）

「さっとっるっくーん」

（あの金郷地とかいう先せん輩ぱいがいけないんだな。とりあえずこれからは無視しよう。断だん固ことして。超ちよう能のう力りよくについては落ち着いてからなんとかするとして……）

「…………」

　そのまま。

　悟は校門をくぐっていった。なにかを無視していることには気づかないまま。

　途と端たん、悲ひ鳴めいが聞こえた。

　校庭の真ん中あたりだった。やはり登校中の女生徒が発した声。

　悟が見ると、彼女（多分三年生だ）はなにかを見て驚いたように硬こう直ちよくしている。視線を追うと。

　どこかからものすごい勢いで飛んできたバスケットボールが女生徒の顔面に炸さく裂れつした。大きくボールを跳はねさせて、彼女が倒れる。

　ざわっ……と中ちゆう途と半はん端ぱな騒ぎが起こる中。

　呆ぼう然ぜんと悟はそれを見ていたが。

　突とつ如じよ。

「馬鹿者ぉぉぉぉぉぉっ！」

　なにかに首を摑つかまれた。そのまま引きずられるようにして、およそ信じがたい速度で校舎裏まで連れて行かれる。なにかを叫ぶ隙すきもない。

「情けないっ！　情けないぞ哀かなしみのエスパーマン！」

　と。ゴミのように地面に投げ出されるまでにはとうに気づいていたわけだが、金郷地だった。猛もう烈れつに涙を流しているが、不思議と涙というより油に見えてしまう。

「目の前のたったひとりを救えずして、地球が救えると思うのかっ！」

「救いませんし⁉」

　ようやく叫んで言い返す。

「なんなんですかいきなり！　いきなりあんなの、助けようがないでしょう」

「いやできるはずだ。まず空間をねじ曲げ周囲の安全を確保したところでマイクロブラックホールによるハメ技わざ。これは恐らく敵幹部クラスまでは効きくはず」

「ボールくらい受け止めればいいでしょ⁉　ていうかそんなことできるんですか⁉」

　悟が訊きくと、金郷地は真顔のままかぶりを振った。

「いや、まだ無理だがいずれ特とつ訓くんする」

　そして、

「だがひとつ分からないのだが、マイクロブラックホールのマイクロってなんだ。どんな小ささなのだ。測はかったのは誰だ」

「そんなことなら、超能力の超のほうがよっぽど曖あい昧まいだと思いますけど……」

　ごにょごにょ言ってから、はたと気づく。

「ちょっと待ってください。あのボールはどこから飛んできたんです？」

　答えは分かり切っていたが。

「それは永遠の謎なぞだ」

　金郷地が即答する。

　鞄かばんを投げ出し、悟は叫んだ。

「いや間違いなくあなたでしょっ⁉　自分で危き機きを作ってなにしたいんですか！」

「もちろん世界平和だ」

「うわ断だん言げんした。あんなことしておいて迷まよいなく断言した。とりあえずすげぇと言わせてください」

「ありがとう」

「皮ひ肉にくきかないし」

　ある意味で感かん服ぷくし、つまるところは呆あきれ果て、うめく。金郷地はまるで動じることもなく話題を変えた。

「しかし無敵のエスパーマンにも、早さつ速そくひとつ問題が生じたな」

「なんですか？　ていうかいつ無敵だったんですか？」

　後半の疑問は無視して、金郷地が答える。

「つまり君は哀しみのエスパーマンなのだ。哀しみの中でしか力を使えない」

「はぁ」

　生返事を返しながら、悟は自分の手のひらを見下ろした。言われてみれば、日を追うごとに力は弱まっているような気はしていた。そもそもあまり積極的に使おうともしないため、ピンとはこないが。

　うんうんとうなずきつつ、金郷地があとを続ける。

「わたしは喜びのエスパーマン。女生徒の顔面にボールをぶつけることは無上の喜び」

「こわっ」

　指摘にも怯ひるまず金郷地はさわやかに笑うと、無む駄だに白い歯を輝かせた。

「方向性が見えたな。哀しみのエスパーマンよ！」

　叫ぶなり、熱ねつ血けつ雄お叫たけびをあげながらもの凄すごい勢いで走り去っていく。

　ひとり取り残され、悟は悪お寒かんに身を震ふるわせた。なにやら自分がとてつもなくタチの悪いなにかに捕とらえられたらしいことは実感していた。







　４．戦いは常に哀しい




　午前中の授業が終われば、当然ながら昼休み。涼香はいつものように教子とふたりで向かい合って座ると、鞄から弁当箱をふたつ取り出した。黄色い布ふ巾きんでくるまれた、お揃そろいの弁当箱である。

　そして訊たずねる。

「あの、教子。お弁当食べる？」

「なんで」

　彼女が聞き返すと、涼香はふたつ並んだ弁当箱のひとつを指さして、

「作ってきたんだけど……悟くんに」

「ならわたしに勧すすめてどーすんの」

　当然の指摘といえば当然の指摘なのだが、涼香は狼狽うろたえた。

「で、でも、なんだか渡しそびれちゃって……黙だまって机の中にでも入れておこうかなって思ったんだけど、それもちょっと」

「まあ確かに差出人不明の弁当なんて不ぶ気き味みなもの、そうそう食べはしないと思うけど」

　あっさり言う級友に、涼香は声のトーンを上げて提案する。

「て、手紙添そえれば大丈夫かな」

　言いながら既に用意してあったのか、ささっとポケットから封ふう筒とうを取り出した。

　無論封筒など見ても内容は分からないが、教子はなんとなく予感するものがあって問いかける。

「どんな手紙？」

「あー、でもわたし、字が汚いから」

　もじもじと封筒をまた引っ込める涼香の手を差し止め、教子は続けた。

「それよりも内容が問題だと思う」

「内容？　でもそんな変なことは」

「その手紙の中で多用した文字か単語をひとつ言ってみて」

「豚ぶた」

　即答する涼香に、教子は目をそらすわけでもなかったが。だがそんな気持ちで、ただ淡たん々たんと答えた。

「まあ想像つかないけど、少なくとも適切ではないんじゃないかな」

「ええー」

　と。

　教子はふと、顔をしかめた。確たるなにかがあったわけではないが、視線だけであたりを見回し、囁ささやく。

「なんだろ。今、見られてたような」

「？」

　きょとんと涼香が、もっと大きく左右を見回した。教室には昼食中の生徒が大勢いるが、彼女らに格別の注ちゆう視しをしている者というのもいない。

「別に誰も聞いてないよ」

「分かってる。見られてないのに見られてる感じがしたから気にしてるの」

「ふうん？」

　特に追つい及きゆうしない涼香に、教子も以後はこだわらず話題をもどした。やはり当たり前といえば当たり前のことを助じよ言げんする。

「とにかくその手紙はやめて、直接渡したほうが良いんじゃない。この前の誤解も解きたいんでしょ？」

「うん！」

　もともと言われるのを待っていたのだろう。涼香は勢いよく席を立った。




　それを悟は聞いていた。

　屋おく上じようで、だが。

　なんとなく聞こえるかなーと思ったら、本当に聞こえてしまった。テレパシーというやつなのだろうが、この際、悟の動どう揺ようはそんなところにはなかった。

（い、今の会話は……）

　ガクガクと震ふるえながら、屋上の手すりを摑む。今は昼休みである。グラウンドに出る教師もいないわけではないので、屋上にいることを口うるさい担任などに見咎とがめられれば後でしつこく叱しかられるのかもしれないのだが、それも気にならないほど悟は焦あせっていた。

（ええと、間違いじゃないよな。都合さんだったよな。べ、弁当？　ぼくに作ってきてくれた？）

　とりあえず、腹に手を当てて空腹具合を確かめる。よし。問題ない。親がまだ旅行から帰ってきてないので昼食など用意してこなかった。おかげで激はげしく飢うえている。

　さらに頭を抱え、うろうろと左右に歩き回ってから、

（いや待て。ちょっと待て。なんかもうテレパシーとか使えるような気になってるけど、ただの思い込みかもしれないじゃないか）

　だが理性とは別に、動どう悸きはますます激しくなっていく。考えれば考えるほどその感かん触しよくは確かなものだと思えるようになっていった。彼を探して廊ろう下かをぱたぱた走っている彼女の足音も聞こえてくるような気がしてくる。豚というのが気になったが、まあなんか気にしても仕方なさそうなので置いとこう。

「待てよ」

　今度は声に出して、悟は動きを止めた。

「もし今のが思い込みでないのなら……」

　意識を集中する。

　動揺がコンセントレーションを搔かき乱すが、それを払いのけるようにイメージを重かさね、都合涼香の足音を追いかけていく。彼女の姿が見えた。弁当箱をふたつ抱え、人を探して歩いている。

〝王子悟は屋上にいる！〟

　その意識を注そそぎ込む。

　と。

　涼香の足が止まったように感じた。不思議そうにきょとんとしている。だが理解したのか、自然とその足を階段のほうに向けた。

「うまくいった！」

　思わず歓かん声せいをあげる。もっとも、これらがすべて妄もう想そうなら、どれだけ待っても彼女は現れないことになるが。

「そうか。こんなふうに役立てることもできるんじゃないか」

　自然とほころんでいく笑みをなんとか嚙かみ殺し、待つ。

「あー、でもこれが哀しみから出てきた力なら、もう消えちゃうんじゃないかな。だって今、幸せだし……」

　そんなことを言っているうちにも、身体の中に超能力とはまったく違った疼うずきのようなものが溢あふれてくるのを感じる。浮き立つ感情を止められず、悟はその場で屈くつ伸しん運うん動どうを始めた。身体を動かしていないと収おさまらない。

　そしてついに、屋上の出入り口に、階段を駆け上ってくる足音が聞こえてきた。

　はっとして振り返る。意識せずに両手を差し出し、まるでもう天から降りてくる天使を待ち受けるように。

　扉が開いた。

　そこに、女生徒がひとり姿を現す。

　人違いなどということはない。夢にまで見た可か憐れんな姿。階段を駆け上ってきたせいか頰ほおに赤味が差し、息を喘あえがせている。それでもその瞳ひとみは、こちらを見つけて輝くように微笑ほほえんだ。ほんの一瞬だけ。

　瞬まばたきをひとつ。その一回で、涼香の顔からは笑みが消えていた。

「…………」

　入り口で立ち止まっている。悟はふと怪け訝げんに感じて、涼香の視線を追った。彼女は彼の背後を見ているようだった。

　そこには、いつの間にか女生徒がもうひとりいた。

　とはいえこの学校の生徒ではない。そもそも中学生ですらないようである。制服は見覚えがある。近所にある高校のものだろう。ただし彼女は少し着き崩くずしている。ブレザーの上を大きく広げ、ネクタイを緩ゆるめているだけなのだが、露出したワイシャツ生地が妙みように色っぽい。

　格好だけではない。優しげだがどこか憂うれいを感じさせる眼差しは、それに見つめられているというだけで思わず膝ひざが震える。腰こしまである長い髪が歩くたびに揺れていた。その動きを見ているだけで息が詰つまる。ことに、その彼女がひたすらにこちらを見つめて近づいてくるのだから。

　ほんの目の前でその女が足を止めるまで、悟はただ無言で立ち尽くすよりほかなかった。瞬まばたきすらできない。彼女が腕をあげ、驚くほど細い指で悟の頰に触れる。それほど長い時間ではなかった。そのまま彼女は、彼の首に両腕を回し……

　ふしゅ────っ！

　なんか奇妙な音が聞こえてくる。とはいえ眼前の（文字通り目と鼻の先の）彼女ではない。恐る恐る悟が振り向くと、入り口の涼香が凄すさまじい形ぎよう相そうに変化していた。

　聞こえた音は、涼香の吐はいた息だったのだろう。見開いた目を血走らせ、抱えていた弁当箱をめきめきと握にぎりつぶしていく。髪まで逆さか立だっているように見えた。

「いや、待って、これは誤解……！」

　咄とつ嗟さに叫ぼうとした悟の首を。

　がっしと、なにかが摑む。優しく回されていたはずの女の腕が、突とつ如じよとして絞しめる格好に変化していた。女が含み笑いを漏もらす。

「ふっふっふっ。これは君のためなのだ、哀しみのエスパーマン」

「まさかっ⁉」

　気道を押さえようとする女の手を摑み、悟は悲鳴をあげた。指の細さは女のものだが力はとんでもない。彼女の指一本と悟の全力が拮きつ抗こうしていた。

　そのためあまり大声も出せず、囁ささやき声で悟は悲鳴をあげた。

「こ、こ、こ金郷地さん⁉」

「口を慎つつしみたまえ哀しみのエスパーマンよ」

　謎の女子改め金郷地も、かろうじて耳元で聞き取れる程度の小声である。ちなみに声は元の金郷地のものだった。

「我らは秘密エスパー戦隊。人前で名前を呼び合うのは禁きん物もつだと知れ」

　正直、そんなのは知ったことではなかったが、金郷地の力がどんどん増していくため声を出す余裕もなくなっていた。

　それでも声を絞しぼり出し、訊たずねる。

「こ、こんなことができるんですか⁉」

「うむ。少しばかり物質をあれこれ変へん換かんしてみた」

　あっさりと答える金郷地。そうこうしているうちにも悟の意識は混こん濁だくし、酸素の足りない安らかな昏こん睡すいへと埋まい没ぼつしていく。視界が赤く、そして暗く、鼻の穴に殺さつ到とうする痺しびれが妙に心地ここちよい。

　しばらくして。

「イヤァァァァァ！」

　硬こう直ちよく状じよう態たいから脱したのか、金切り声で涼香が叫んだ。

　途と端たんに悟は意識がはっきりとした。金郷地が腕を緩ゆるめたらしい。わざと狙ねらってだとしたら、絶ぜつ妙みようのタイミングだった。

　弁当箱を落とした涼香が、頭を抱えてわめき出す。

「最悪！　最悪よこのヒョロ人間！　なんでこんなとこでこんなことになってんのよ！」

　都合涼香の罵ののしり声が耳に入ると同時に、悟はもうひとつ、同じ声で叫ぶ別の言葉が聞こえていた。そちらは記憶の中から。この同じ屋上で、やはり彼に向かって吐き出された同じような罵りだった。

　悟はなにを願ったわけでもなかった。ただもしかしたら、とりあえずその声が聞こえなくなるようにとは思ったかもしれない。やがて次第にその声は本当に遠くなっていった。代わりに足元から響く、地じ鳴なりのような物音が大きくなってくる。

　ゴゴゴゴゴゴ……と、響く音の中、涼香が叫ぶのを止めた。彼女は目をぱちくりさせて、こうつぶやいた。

「地じ震しん？」

　校舎が揺ゆれていた。揺れはたちまち、立っていられないほど強く激しくなっていく。屋上の鉄てつ柵さくが次々と跳はね、倒れていく。鞭むちのようにしなった柵があちこちを跳ね回っていた。まともな揺れなどではない。立っていて膝ひざをハンマーで殴られるような震動だった。実際に床に手をついて、はっと悟は気が付いた。これをやっているのは自分だと。

　金郷地が歓かん喜きの声をあげる。ぐらぐら揺れながらうまいことバランスを保たもつ姿が、楽しく踊っているようですらある。

「おおっ！　素晴らしい力だ哀しみのエスパーマン！」

「じゃかましゃぁっ！」

　怒ど鳴なりつけるが、金郷地は気にもしない。手のひらを広げて制止し、言ってくる。

「待て哀しみのエスパーマン。聞いて損はないエスパー速報。背後を見ると良い」

「へ？」

　言われるがままに見ると。

　震動はさらに強さを増していた。涼香はもう入り口にはいない。平衡を失ってよろめき、屋上の端はしにいる。さらに運悪く、壊れた鉄柵のひとつが涼香の身体に当たった。かなりの強さで跳ね飛ばされ、彼女が悲鳴をあげる。

「きゃぁぁぁぁっ！」

「危なぁぁぁいっ！」

　揺れる屋上、壊れた柵の隙すき間まから落ちそうになっている涼香へと、悟は精一杯手を伸ばし……

　彼女の手を。

　いや、追いつく頃には彼女は逆さかさになって落ちかけていたので足首を。

　しっかりと摑んだ。




　校舎のみを襲おそった超ちよう局きよく地ち的てき大おお地じ震しんは奇跡的にひとりの怪け我が人にんを出すこともなかった。また機器に計けい測そくされなかったことで、ニュースにもならなかった。

　ただ翌日、号外を発行された校内新聞だけが、そのトピックを報道していた。

　廊下のあらゆる掲けい示じ板ばんに貼り出された『四中便り』の一面には、悟に足を摑まれ、屋上からパンツ丸出しで逆さ吊づりにされた涼香の写真がでかでかと飾かざられている。写真部の連中は常に望ぼう遠えんレンズでも持ち歩いているのだろうか。それはもうでかでかと。不幸中の幸いと言うべきかふたりとも顔は出ていないので誰だか分からないが。

　王子悟は呆ぼう然ぜんと、それを眺ながめていた。

　廊下にはほかに生徒もいたが、とにかく校内のあちこちに同じ新聞が掲示してあるため今さらいちいち新聞に足を止める者もいない。ただ悟は、言い知れぬ思いとともにそこに立ち尽くしていた。

　そしてすぐ傍かたわらに、おっさん顔をてからせた金郷地がいる。つぶらな瞳ひとみと輝く歯、健康的に親指を立てて。

「そうだ哀しみのエスパーマン。新たな哀しみを胸に刻きざむたび、君は強くなる」

　ぽんと肩を叩き、自信満々に言ってくる。

「信じてくれたまえ。わたしは君の味方だ」

「敵じゃあああああっ！」

　ともあれ。

　これより十年後、広銀河帝国の大反乱において地球の危機を救い全人類の英雄となる秘密部隊エスパーマンは、今ここにこうして誕生したのであった。







[image: 第二話　エスパーマンよ、どこにあれ]
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　１．愛十八歳はじめました




　偉い大だいなるモリコッチャ・コーンチンコンチンの濃こい笑顔が校庭を見下ろしている。その銅像を見上げ、生徒の誰だれもが思う。

　……誰？

　そんな感じではあるが、私立モリコッチャ・コーンチンコンチン記念高校である。まあ生徒は大たい抵ていこの正式名称を覚えることもなく、モリ高とか呼んでいる。モリチン高と呼ぶと在校生、ＯＢともども怖こわいくらい怒るのでなるべく避さけたほうが良い。都会の進学校ほどキリキリした校風ではないものの、一応は有名大学に生徒を送り込む手並みを自じ慢まんとした高校だった。

　真昼を少し過ぎた頃ころ。校内放送がきっかり十秒、スピーカーから鳴り響いた。

『三年Ａ組猿さる渡わたり愛あいさん。至急校長室まで来るように』

　その猿渡愛はというと、いつものように教室にいた。別になにをしていたわけでもない。昼休み、特にやることも思いつかないのでいつも教室にいるのだ。居眠りしていたわけですらない。どこか眠そうではあるがずっと開いていた目を上げる。スピーカーを見ても、その放送のフォローはない。

　彼女は椅い子すを引いて、机を少し前に押して、ゆっくりと立ち上がった。背が高く手足も長い、ちょっとしたモデル体型なので椅子を引いただけでは机から足を出しにくいのだ。そのくせ歩くのが遅い。廊下をよぼよぼ歩いて校長室に着く前に、校内放送がもう一回同じ内容を繰くり返した。その時も、彼女は立ち止まってスピーカーを見上げた。

　思えば、なにか予感めいたものがあったのかもしれない。

　校長室では白髪しらがの校長と、担たん任にんが待ち受けていた。ともに狼狽うろたえた様子で、愛が入室するや否いなや声をかけてくる。

「愛さん！　あなたの叔お父じ様さまが……」

「ああ、なにかしましたか」

　慣なれた口調で愛が訊たずねると、担任の動きが一瞬止まる。気遣うように躊ちゆう躇ちよしたものの、それでも次の言葉は意外とあっさりしたものではあった。

「いえ、爆ばく死しされたそうです」




　葬そう儀ぎは葬儀屋が手て際ぎわよく進めてくれたため、特に手間というのもなかった。料金は割高なのかなと思うものの、まあそういうものなのだろう。一生に何十回あるようなことでもないし。

　既すでに両親を亡なくしている愛を引き取って、ふたりで暮くらしていた叔父の葬儀。学校にそれほど親しい友人というのもいない愛だったが、クラスメイトの大半が顔を出してくれた。中には受付や会場の案内を引き受けてくれた者もいる。なんにしろ、他に親類縁者がいないため葬儀は短いものになった。

　彼女の叔父は、いわゆる発明家だった。死因は爆死らしい。なにが爆発したのかはよく分からない。研究所とは名ばかりのガレージが爆心地で、遺い体たいすら発見されなかった。かなりの威い力りよくで建物ごと吹き飛んでいるが不思議と近きん隣りんに被害はなかったらしい。そのおかげプラス、そもそも叔父は普段から飛行機械やらなにやらを作っては派手に爆発させていたこともあり、爆発については「ああ、やっぱりねぇ、そうよねぇ、いつかこうなると思ってたのよねぇ」というコメントが大勢を占しめた。警察もさほど不ふ審しんには思わなかったらしく現場の捜査もそこそこで打ち切られた。っていう理由もなんだか凄すごいもんだが、愛が幼い頃亡くした両親がともに警察官だったというのも関係あったのかもしれない。

　夜ひとりになってから愛は少し泣いた。

　が、それも長くは続かなかった。リビングのソファーで愛が泣いていると、突然彼女に語りかけてくる声があったのだ。

「泣くな、愛。今こ宵よいは明日へと続く第一歩、そして明日こそは栄光の日なのだから」

　見ると、いつの間に部屋に入ってきたのか人間ほどの大きさの四角い影があった。というかそれは段ボール箱だった。表面に手書きで謎なぞのメーターやらスイッチやらが描き込まれている。それが声を発していた。

「お前が世界を征せい服ふくする日が来たのだ。それが今は亡き天才科学者、猿渡大だい地ち右衛え門もんがお前に託たくす遺産。さあ涙を拭ふけ、愛よ。これからはこの大地右衛門の頭脳を移植して作られたスーパーコンピュータ、サイバーブレイン大ちゃんがサポートしよう……」

　愛は泣きやんだ。だが別に、その言葉に従ったからではない。

　ていうか呆あつ気けに取られたのだ。なんで死んだはずの叔父が冷蔵庫用のでっかい段ボール箱に入って自分に話しかけているのか、まだちょっと理解できなかったから。







　２．エスパーマン出動




「悪の気配がする」
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「また根こん拠きよのないことを……」

　むっつりと悟さとるは言い返した。不ふ機き嫌げんなのも仕方ないといえば仕方ない。下校しようとしていたら金こん郷ごう地ちに捕つかまり、文字通り引きずられてこの校舎裏まで連れてこられたのだ。

　いつものようにてかてかした笑顔をやや真剣に陰かげらせて、金郷地は先を続けた。

「これまでにない強大な悪の組そ織しき。地球に危機が迫ってきている」

「まあ、これまで別に敵てきなんかいなかったのは否定しませんが」

「秘密エスパー戦隊、警けい戒かい活動に入る！　敵は、いずれ現れるような気がする謎の悪組織！　警戒レベルＭＡＸ！」

「もうそんな段階からＭＡＸなんですか⁉」

　高らかに宣言する金郷地に言ってみるが、聞きゃしないことも分かっている。悟の叫びに答えることもなく金郷地は後を締しめた。

「各隊員、怪あやしげな組織っぽいものは発見次第粉ふん砕さいせよ。本部から大たい量りよう殺さつ戮りく技わざの使用許可も下りている」

「ふたりしかいないのに」

「では良い報告を待っているぞ、哀かなしみのエスパーマンよ！」

　叫ぶや否や。金郷地は両腕を挙あげ、跳び上がるとそのまま姿を消した。瞬間移動というやつらしい。

　あんな能力も持ってるのかとか、またわけの分からないことになりそうだとか、まあ思うところはたくさんあったものの、ため息とともに悟がつぶやいたのはまたさらに憂ゆう鬱うつなことだった。

「敵なんかいないってことを発見するのは無理だから……つまりは、なにか見つけるまで探さないといけないってこと？」

　探さなければ探さないで、また面倒なことになりそうではある。

　とりあえず、短い時間で様々な諦てい観かんを嚙かみ締めつつ、王おう子じ悟は悪の組織を探すパトロールへと出かけるのだった。




　で、立ち去る悟なのだが、校舎裏というのは人がいないようで意外と誰かがいたりするものなのである。

　部室（ちなみに演劇部）のゴミを片付けるため、ゴミ箱を抱えて焼しよう却きやく炉ろまで行こうとしていた涼りよう香かはその会話を聞き、目を丸くして固まった。

　ゴミ箱をその場に放ほうり出し、校舎へと駆けもどる。うっかりすると叫びそうだったため、口に両手を当てて全速力で。

　なにを探して廊下を走っていたのか自分でも分からない。ただひたすら走り回っていると、ジャージ姿の鳴なる瀬せ教きよう子こを発見した。

　級友に駆け寄ると、叫び出す。

「教子、聞いてっ！　大変なの！」

　教子はひとりで歩いていた。陸上部の部活に向かうところだったのだろう。スパイク袋を手に、涼香に冷静な眼まな差ざしを注そそぐ。

　涼香の興こう奮ふんぶりはそれと対照的だった。ばたばた両手を振りながら続ける。

「悟くん……悟くんはマンだったの！」

「…………？」

　教子には理解できなかったらしい。だが涼香は構わずに声をあげる。

「人知れず敵と戦ってたの！　これってマンでしょ⁉」

「悪いけど言ってることが分からない」

「なんで⁉」

　信じられないといった口調で、涼香。

　廊下にはほかの生徒も通りかからないではなかったが、聞かれたところでやはり理解できなかったろう。

　突然それに気づいたのか、涼香は声のトーンを落として首を振った。悲しげに。

「ああ……そうよね。一般市民には理解されないものなのよね。そうした偏へん見けんと不理解が、マンの歩む道を暗くするのよ。可哀かわい想そうな悟くん。及ばずながら支えてあげたい」

　言いながら、祈いのるように手を合わせている。瞳ひとみはきらきらと輝かがやき、遠く怪しいどこかを見つめていた。

「考えてみたら悟くん、変わったところがいくつかあった。この前、何日か休んだのもきっとそのへんの事情ね」

「あれの原因ははっきりしてると思うけど」

　教子の冷れい淡たんな指し摘てきも無視して、涼香は語り続ける。

「それに、この前の屋上のことだって。どこから見ても性しよう悪わるとしか思えないあの女、きっと敵だったのよ。なのにわたしったら誤解しちゃって……」

「じゃあわたし部活があるから」

　去っていこうとする教子の首を素早く涼香が摑つかむ。首が絞しまって教子が変な声を出しているが、涼香は気づかなかった。

「わたしにできることがなにかあるかしら。いいえ、なくてもいいの。まずは悟くんに、ほんのちょっと言い過ぎたりしたことを謝あやまらなくちゃ」

　もがく教子を捕まえたまま窓に駆かけ寄る。ちょうど校舎の玄関から出ていく悟の姿を見つけて、涼香は瞳を燃え上がらせていた。




　というわけで悟は町を歩いていた。揣し摩ま想そう町駅前商店街は近年、市と建設業者の深い深い切っても切れない固い絆きずなによって大規模に改装された。ロータリーには一時間に二本くらいしかバスが来ないが、地元住人には便利なアーケードである。

　とにかく広い。千人歩けると豪ごう語ごする千人通りには、いつも片手で数える程度の人数しか歩いていないので余よ計けいに広く見える。

　四中からは少し離れているため、ここを通学路にしている者はあまりいない。だが近隣にこれといった遊び場もないため、下校中の学生たちは自然とここに集まるのだった。悟もなんとなく気が向けば、ここのゲーセンなり本屋なりに立ち寄った。

「♪いつだぁって探しぃてたぁ～

　　いつだぁってここにあるぅ～」

　揣摩想駅前にある大型量販店の延えん々えんと繰くり返されるテーマミュージックは、アーケードの雰囲気を著いちじるしく害するとして問題になっているという。とはいえこの店舗がなくなったらそれはそれで困るというのが市の本音らしい。量販店のほうは店舗の買い手さえいればさっさと撤てつ退たいしたいとかいう話だが。

　そんな世せ知ち辛がらいことを考えていたのも、心が寒かったせいかもしれない。悟はひとりとぼとぼ千人通りを歩きつつ、虚むなしい思いに囚とらわれていた。

　もしこのあたりに悪の組織なんてものがあるなら、まだしも人の集まるここが標的になるに違いない。そんなことを真ま面じ目めに考えてしまった自分がなんだか哀れだった。無論そんな組織などどこにも見当たらない。

（ていうか、なんでパトロールなんかしてるんだろう……）

　いつの間にかエスパー戦隊とかに組み込まれている。もちろん何度も断った。妙な超能力に覚かく醒せいしてから、しつこい金郷地に何度も何度も何度も何度も断った。自分はエスパー戦隊なんかに入らないと。生まれてこのかた、ここまで心の底から嫌いやだと言えることに遭そう遇ぐうしたのは初めてかもしれない。

（まあいいか。散歩だとでも思って、適当に見回って帰ろう。どうせやることないし）

　なにも起こらないと分かっているのなら気に病やむのも損だ。妙なことが起こるよりはマシだ。だいたい悪の組織ってなんだ。なにをやったら悪なのだ。悪いことしたら悪の組織なら、そんなものはいくらでもありそうだ。そんなものをいちいち倒さなくても世の中は一応平和で、みんなそれなりに幸せである。

（そうだ。くよくよしてちゃいけない。前向きにハッピー思考してれば、この超能力とかいうのも消えるかもしれないし……）

　理り屈くつというほどの理屈もないが、哀しみで力が増大するのならその逆も信じるしかない。悟は立ち止まると、ショーウィンドウに映った自分の姿を見返した。見るからに不幸せそうに肩を落としている。

　いけない。これではいけない。

　思い直して悟はまず、口の端はしを指で吊つり上げ笑顔を作った。にへらと笑って両手を広げ、腕振りながらその場でスキップなどしてみる。足取りも軽く、まるで風にそよぐように。

　と、はたと動きを止めた。自分を見ている人がいないかどうか見回し、誰もいなかったのでほっと息をつく。

「いや、待て。これじゃむしろある意味もっと可哀想っていうか不ふ憫びんだ。落ち着け。幸せってどういうことだ。どんなのが幸せなんだ。うーん……」

　頭を抱かかえて悟が悩んでいると、サイレンの音が聞こえてきた。

「？」

　顔を上げる。パトカーのサイレンのようだが音はそれほど遠くない。この商店街のどこかだろう。かなりの台数のようである。

　脳のう裏りをよぎったのは金郷地の顔だった。

「いやぁ、まさかそんな……」

　顔をしかめて、イメージの中の金郷地を否定する。これで本当に悪の組織とかが暴れていたりするわけがない。いくらなんでもそれはないだろう。あんまりだ。ひどすぎる。

　無視して帰ろう。サイレンとは逆方向に歩き出そうとして、再び金郷地の顔がちらつく。嫌な予感がした。ここで気にせず帰ったところで、ろくなことにはならない。直感がそう告げている。パトカー数台が集まってくるようならば、かなりの大事件である。それを見過ごしたら金郷地がなにを言い出すか。

（これは別に予知能力とかじゃないよな）

　疑い出すときりがない。

　不安を嚙み締め、悟は回れ右した。そのままサイレンの鳴るほうへと走り出す。

　嫌な予感は増大していた。走るにつれ、なにか巨大なものが歩く時に立てそうな地じ響ひびきも聞こえてきたものだから。







　３．世界征服志望帝国名称未定




　昆虫のような形をした巨大な機械がアーケードの広い道路を慎しん重ちように歩く様は、かなり異様なものではあった。昆虫というか、蜘く蛛もというか。洗面器を逆さかさにしたものの下側から六本の脚が横に広がるという形状である。動力はなんなのかさっぱり見当もつかないが、各部から蒸じよう気きのようなものを断続的に噴ふき出しつつ、脚を振り上げ……で、ちょっと迷ってから車とか標識とかない場所を探しては慎重に地面に下ろして歩いている。

　全高十メートル近いのではないか。とにかく近くの店の屋根などよりよほど高い。機械が動くたび、きらきらと輝くものが空中に散っていた。それがまるで、機械のてっぺんに立っている女を飾っているようにも見える。

　無論のこと大騒ぎだった。およそ今以上に人が慌あわてている場面というのも思いつかない。何台ものパトカーが機械の進路を塞ふさごうと道路にバリケードを作っているが、機械はそれをちょっと迷いながらも、ひょいとまたいで進んでいく。車から降りた警官たちが大勢、大声で叫びつつ追いかけている。

「危険です！　下がってください！」

　野や次じ馬うまの数もかなりのものだった。表通りが普段にも増して寂さびれて見えたのは、こっちに人が集まっていたせいなのか。老若男女、とにかく驚きよう愕がく、啞あ然ぜん、恐きよう慌こうした人々が少しでもその機械が見える位置に移動しようと詰つめかけている。

「あー……」

　その野次馬からも少し離れ、人ひと垣がきの後ろ側で、悟はただうめいていた。実のところ、そんなに殺さつ到とうしなくてもこの位置からでも機械は見える。それだけ巨大なのだ。下手をすると隣の通りからでも見えただろう。ＴＶ局のものらしいヘリが轟ごう音おんを立て、上空でホバリングしていた。

　その巨大な機械を止める方法などあるはずもなく、だがそのわりには遠えん慮りよがちな仕草でメカは進んでいく。目的地は分からないが。そして機械の上に立つ人物もまた、下の騒ぎを見下ろしておろおろしていた。

「え、えーと、すみません。本当にすみません。あの、これは世界征服のための侵しん略りやく活かつ動どうです。でも国連には言わないでください！　本当に！　そんなんじゃないんです！」

　マイクを片手に、そんなことを叫んでいる。ほとんど半泣きの声だった。だがコスチュームは凄すごい。遠目に見上げて、悟はまともな感想すら思い浮かばなかった。野次馬の大半はそれを見に集まってるのではないかと思うほどである。エナメルじみた黒光りする際きわどい女王様といった格好で、観かん衆しゆうの中からはなにかを勘かん違ちがいしているのか「脱げー！」「こっち目線くださーい！」といった声もちらほらと聞こえた。いや、この際こんなような光景を見てなにを思ったところでなにが勘違いとも言い難がたいが。ちなみに彼女、マスクをつけて顔は分からないが、声からするとかなり若いようである。高校生くらいではあるまいか。彼女はひたすら否定の仕草をしながら懇こん願がんを続けている。

「それで、これ、できれば警察レベルでなんとかして欲しいんですけど……市街地ですし、ミサイルとか困るんです。いえ！　脅きよう迫はくじゃありません！　そんなつもりじゃ……」

　もうなんだかさっぱり分からない。途と方ほうに暮れた悟だが、警官たちも似たような心境らしい。パトカー無線に向かって必死にわめいている若い警察官も絶望的な顔つきだった。

「だからまずは道交法違反ですよ！　全員が順番で確認しましたがナンバープレートも灯火装置も見当たりませんし、制止にも応じません。あの図ずう体たいでちょっと信じられないですが今のところなにも壊こわしてないようです。運転手……いや運転はしてないか。とにかくなんだか意味不明なことを口走ってます。薬物使用の疑いあり……いいえ、特に猥わい褻せつなものは露出してません。そっちだってＴＶで見てるんでしょう⁉」

　無線機に怒鳴りつけることになにか意味があるというより、それが今一番まともな行動だから必死に縋すがり付いているのだろう。そんな様子である。
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　本当にどうしたものか。こんなことだけは、あってはいけなかった。悟がぼんやりしている間にも機械は前進していく。警官も人垣も、それにあわせて通りを進んでいた。機械は慎重に歩いているためかかなり遅いが、それがさらに人を集める要因にもなっている。

　と。

「とうとうこの時が来たか」

　聞こえてきた声は金郷地のものだった。背後からぽんと肩を叩たたかれ、振り向く前には。

　周囲の光景が変わっていた。不意に近くなった空を仰ぎよう天てんして見回すと、そこは使われていないビルの屋上らしい。さほど移動したわけではない。先ほどと同じ通りだった。機械が歩いていくのを見下ろせる位置である。

　そしてすぐ横に、金郷地の苦く悩のうする横顔があった。それっぽく語りを始めている。

「やはり悪魔たちが地球を征服せんと手を伸ばしてきた。だが奴らはまだ知らん。正義のため戦う者の存在を」

「金郷地さん……」

　ついに来てしまったかと、悟は深々と嘆たん息そくした。金郷地は声に出してうなずき、

「無力な人類を守るのは我々以外にない」

　風吹く中、腕組みして野太く告げる金郷地の姿は、これが本当に人類の行く末を危あやぶむ事態だと信じているようにさえ見えた。それでも悟は騙だまされなかった。指し摘てきする。

「警察がいっぱい来てますけど……」

「犯人を射しや殺さつできん警察になにができる」

「いや、するんじゃないですか？」

「狼狽うろたえるな！」

　誰も狼狽えてなどいなかったが、腕を一振りして金郷地が叫ぶ。多分誤ご魔ま化かしたかっただけだろう。そして屋上の柵さくから身を乗り出し、眼下の巨大機械に向かって耳を澄すますポーズを取ると、

「ふむふむ。あれは古代インカ語だな。なるほど。『ふはははは、貴様ら全員さらって生き血をすすってやる』」

「あ、なにぶつぶつ言って自分流に解釈してるんですか！」

　巨大歩行機械のスピーカーが下向きにセットされているのか、確かに屋上の彼らには女の声は聞き取りづらかったが、金郷地の翻ほん訳やくが噓うそであることは確実だった。それでもやはり金郷地はまったく動じず、深刻な面おも持もちで捏ねつ造ぞうを続ける。

「分かったぞ哀しみのエスパーマン。奴らは戦闘的な生命エネルギーを維い持じするのに人間の血液を必要とするのだ」

「うわぁ。絶対悪にしちゃった」

「悲しいが倒すしかない。とどめは躊躇ためらうな。後頭部を狙ねらえ」

　頭を通り過ぎる痺しびれにも似た鈍どん痛つうを、額に手を当て堪たえ忍び……

　悟はようやく声を出せるようになってから巨大機械を指さした。というより、その上に立って泣きそうになっている女の姿を。

「えーと、あの、ぼく思うんですけど、あの人なにかに強制されてやってるように見えません？」

　風に乗って、女の懇願が聞こえてくる。

「鉄砲は撃たないでくださーい。叔父の発明はどんなきっかけで爆発するか分からないので……」

　彼女は警官に向かって、意味のあるようなないような話を一所懸命頼み込んでいた。

　だが金郷地はきっぱりと首を横に振り、

「馬鹿を言うな、哀しみのエスパーマン。なにかに無理やり強制されて世界征服を目指す者などいると思うか？」

「ぼく的には逆の立場でもの凄すごく共感できるんですけど」

「不思議なことを言う奴だ。その心、人としては良い。だがいつかお前を苦しめるかもしれんぞ！」

　叫ぶなり金郷地は柵から離れた。そして、

「物ぶつ質しつ変へん換かんッ！　エスパーマンスタイル！」

　どぅるるるるるる。

　不気味な音とともに、ポーズをつけた金郷地の姿が黒く霞かすむ。

　なにが起こっているのかはよく分からない。分ぶん析せきしたら発はつ狂きようするしかないような謎の現象だということだけは疑いなかった。

　変化を終えた金郷地は本気で様さま変がわりしていた。長いマフラーが風に揺ゆれている。例の女の格好に対抗でもしたのか、やはり普通ではあり得ないコスチュームである。ヘルメットで顔を隠しているが、バイザーの奥には金郷地の、無責任に燃える両眼が輝いていた。単に服を変えただけでもないらしい。風が途切れてもマフラーははためき、常に格好良い形に（と言うべきなのか、どうなのか）揺れている。もしかしたら神経とか繫つながっているのかもしれない。

　しばしそれを眺め、あんぐりと口を開けていた悟だったが。

「そ、それがエスパーマンなんですか？」

　ようやく気を取り直し、訊たずねる。金郷地はエスパーマンスタイルできっぱりうなずいてみせた。

「うむ。徹てつ夜やでデザインした。本当はあれだ。巨大化とかするべきかと思ったが、まだ無理らしい」

「あのー、でもぼくはそういう変身とかできないんですけど。したくもないですが」

「そうか。まあいずれぎりぎり死に損そこなう程度の猛もう特とつ訓くんをするとして、今回は騙だまし騙し頑張りたまえ」

「ぼくだけ素顔ですかっ⁉」

「こうやって高速で小刻みにブレたりすると微妙に見えづらくなるぞ。試してみろ」

「無理です」

「では仕方ない。これを被かぶりたまえ」

「うわコンビニ袋。呼こ吸きゆう困こん難なん必ひつ至し」

　それでも実際仕方なく、袋を被ってみると、たまたま大きさが合っていたのだろう。袋はちょうど鼻と口だけを残して顔の上半分ほどを隠してくれた。袋の紐ひもを顎あごで結ぶとぴったりサイズである。

「でもこれ、前が見えないんですけど」

「行くぞ、哀しみのエスパーマン！」
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「えっ？」

　金郷地に腕を摑つかまれ……

　気がついた時には、引っ張り上げられたまま悟は空を飛んでいた！







　４．エスパーマンファーストファイト




「うーわーっ！」

　それは悲鳴というには間ま延のびしていたが、悲鳴は悲鳴だった。

　屋上から空に跳び上がった金郷地に、腕を摑まれ悟は宙ちゆう吊づりになっている。不安や驚き以前にその激痛たるや尋じん常じようのものではない。

「肩っ！　肩が抜けるっ！　胴体を持ってくださいよっ！」

　無理に抱き上げられた猫はこんな気持ちなのだろう。そんなことを思いついたのも心の余裕ではなく単に混乱したからだった。足をばたばたさせて、身体はさらに不安定に揺れる。騒いでいると金郷地が落ち着いた声で言ってきた。

「自分の念力で支ささえたまえ、哀しみのエスパーマン」

「そんなこと言われても」

　ぶつぶつと悟はぼやいたが、試してみると簡単に身体が浮き上がった。だが根こん拠きよもなしにできてしまったことというのは、突然また根拠もなしにできなくなってしまいそうで怖くもある。

　コンビニ袋に片目だけのぞける穴を開けて視界を確保すると、まだ屋上からそれほど高く上がったわけでもなかった。下の人間たちはまだこちらに気づいていないようである。報道ヘリもひたすら巨大機械を追っていた。

「これ、ぼくらは姿を出さず穏おん便びんにどうにかできないですかね……」

　悟が口に出すのを聞いていたかどうか。金郷地が悟の腕をはなした。落下はしないものの悟がバランスを崩くずしているうちに、金郷地は姿を消していた。瞬間移動ではない。単に素早く下か降こう体たい勢せいに入っただけだった。ほぼ垂直にエスパーマンスタイルが突進していく。変わらず歩き続けている巨大機械に。

　止めなければならないと思った時にはもう終わっていた。

「エスパァァァァー！　ジェノサイド・フォーリィィング！」

　その叫びはきっと、ヘリコプターにまで聞こえたのではないかと思えた。

　一瞬遅れた大爆発がその声も搔かき消す。かなりの爆風だった。近きん隣りんの建物の窓ガラスにいっせいにひびが入る。光景が歪ゆがんだように見えたのは錯さつ覚かくか、実際に光線が曲がったのか。エスパーマンスタイルが矢のように歩行機械へと激げき突とつし、その一点から衝しよう撃げき波はのようなものが広がったのだろう。というより念力の膨ぼう張ちようか。機械を上から押し潰つぶして半分ほど地面にめり込ませるほどの威力だというのに、周囲のアスファルトはせいぜいがめくれ上がった程度である。爆風が車両や野次馬を吹き飛ばし、尻しり餅もちをつかせる。

　それでもかなりの損そん傷しようをアーケードに与えていた。路面に大穴を開けたことはもとより、壊こわれた消火栓せんから水が噴ふん出しゆつした。店舗にかかっていた看かん板ばんが紙のように剝はがれ飛ぶ。観衆が悲鳴をあげて逃げまどう中、地面にめり込んだ機械とエスパーマンスタイルはそのインパクト姿勢のまま拮きつ抗こうしたように固まっている。金郷地はさらに力を込めて機械を潰そうとし、機械はそれを押しのけようとしている。ちなみに機械の上の女は、ぽかんとしている様子だった。そして。

　すぽーん！

　こんな音のわけがないが、実際そう聞こえたのだから仕方ない。機械が跳とび上がりエスパーマンスタイルを弾き返した。力負けして吹き飛んだ金郷地は、目で追うよりも早く、上空の悟に激突していた。

「どわあああっ！」

　もつれ合ったまま勢いを殺せず、悟は金郷地に押されさらに上空に押しやられた。[image: 100]ｍは飛んだだろう。空には比較物がないため距離感に乏とぼしいが、眼下に見るアーケードの風景は哀しいほど遠くなっていた。

「ぬうう。小こ癪しやくな」

　口惜しげに金郷地がうめく。

「一撃で地ち殻かくまで押し潰し、日本全体を水没させて敵メカを漏ろう電でんさせるプランだったのだが、ちょっと力が足りなかったようだ」

「未み曾ぞ有うの大だい惨さん事じですかっ⁉」

　金郷地を押しのけ、悟は声をあげた。

「いや、そうでなくても意味ないでしょあんな攻撃！　あちこち壊しちゃって、あれ商店街の人に怒られますよ！　常識とかないんですか⁉」

　現実離れしたエスパーマンスタイルに向かって空の上で今さらそんなことを言うのもなんだったが、ともあれ金郷地はフッと笑うような音を出した。親指を立て、大丈夫のポーズを見せる。

「なぁに。なにも考えるな。兵隊というのは自分の尻しりを拭ふく必要のない仕事だ」

「さっきからあなたが悪ですよ⁉」

「哀しみのエスパーマンよ。正義というのはな、怪獣を倒すためならビルを踏みつぶしても良い。ミュータントの人権を守るためなら全人類を抹まつ殺さつできる装そう置ちを背景に大統領を脅迫しても良いんだ」

「また色々と中ちゆう途と半はん端ぱに影響されてるし」

　冷たい口調で悟は言い直した。

「いやそれより後でちゃんと直しましょうよ。物質変換だとかいうので直せるでしょ？」

「えー」

　金郷地は不服そうに言ってから、くるりと地上へと向き直った。

「まあそんな細かいことは、あの殺さつ戮りくメカから地球生命を救ってから考えよう」

「こんなんで滅ほろんだら四十何億年の歴史も浮かばれないですね」

　言い合いながら、元の場所まで移動を開始する。飛ぶのにはまだ慣れなかったが、それでも半なかば金郷地に引っ張られ、ビルの上までもどった。機械は穴から抜け出していたが移動していない。どうやらふたりのことを待っていたらしい。

　まあ、なにがなんだか分からずにぽかんと待っていたのは機械の上の女だけではない。野次馬たちやＴＶヘリも同様だった。

　沈黙の中、機械上の女が恐る恐る問いかけてくる。

「あの、あなたたちはなんですか？　できればもうちょっと穏便に……」

「笑止！」

　手のひらを相手に向けたポーズで金郷地がきっぱりと拒絶するのを、悟はもう口出しする気力もないまま眺めていた。

　エスパーマンスタイルは突き出した手を握にぎり締しめると、なにかを持ち上げるような仕草をした。それにあわせて道路から引き抜かれた標識が浮かび上がる。観衆からどよめきが漏もれた。

「悪の言葉に耳を貸す者など地球にはおらん！　何な故ぜならこの星にはエスパーマンがいるからだ！　分かったら自分の星に帰れ！　アルデバランとかそういうとこに帰れ！」

　とりあえず悟に確信できたのは、多分きっと金郷地が本気で言っているのだろうということだけだった。女は困こん惑わくした様子で手を振っている。

「え？　いやあのわたし宇宙人とかじゃ」

「黙れと言っている！」

　腕を振り、エスパーマンスタイルが叫ぶ。槍やりのように飛んでいった道路標識は、またもや悟が止める余裕もなく女の胴を刺さし貫つらぬいた。いや、というより通り抜けて、女の立っていた台に突き刺さった。突如として女の姿が壊れたＴＶ画像のようにぶれ、消える。金郷地の悔くやしそうなつぶやき。

「ぬう。立体映像か。敵もなかなかやる。まんまとおびき出されたのは我々か？」

「うーあー。危うく殺人事件を目撃するところだった……」

　悟はそれだけ言ってから、あたりを観察した。まあ、もとよりあんな安定の悪い歩行機械に人間が搭とう乗じようするのはキツかろう。なんにしろ女の姿は消え、音声も途と絶だえた。立体映像だかなんだか知らないが、装置が壊れたに違いない。おかげでこの状況を弁べん解かいしてくれる者がいなくなってしまったことになる。見物人は啞あ然ぜんとしている。とにかくひたすら啞然としている。

　だが、金郷地が再び高度を上げ、突撃姿勢を取ると全員の顔色が変わった。

「面白い。ならば我々の力を見せつけてくれるまで！」

　エスパーマンスタイルの叫びとともに、観衆から悲鳴があがる。先ほどの被害を思い出し、ある者は逃げ出し、ある者は立ちすくみ……

　今度こそ止めようと飛び出しかけた悟の視界に、ふと引っかかるものがあった。逃げまどう人混みに、見覚えのある顔を見つける。

　都つ合ごう涼香だった。口元に手を当て、こちらに向かってなにか叫んでいる。騒ぎのせいで聞き取れないが、口の動きと直感で悟は感じ取っていた。

『頑張って悟くーん！』

　そう叫んでいる。

　悟の身体に痺しびれが走った。成り行きはよく分からないが。彼女はそこにいて、何故か彼の正体に気づいており、そして声せい援えんを送ってくれる。正直、声援をもらうようなことはなにもしていない気もしていたが、そのあたりの細かいことはすべて吹っ飛んでいた。感かん応のうしたその声援も鼓こ動どうとともにリフレインし、そのたびに変化していく。

『負けないで悟くーん！』

『そんな奴に負けないで悟くーん！』

『そこにいる金郷地を食い止められるのは悟くんだけよ悟くーん！』

（そうだ。止められるのはぼくしかいない）

　金郷地の攻撃が今度はどれだけの被害を出すか分かったものではない。食い止めなければ涼香の身も危うい。

　だがそんなことを悠ゆう長ちように考えていたら金郷地はとっくに突撃を開始していた。止めるのは間に合いそうにない。

（なら！）

　悟は急降下して、涼香の立っている場所に向かった。そちらのほうが距離が近い。彼女の前に着地して両手を広げると、気を入れて集中する。

　うまくいくかどうか甚はなはだ不安ではある。が、金郷地の攻撃が念力によるものならば自分の念力で相そう殺さいできる見込みはあった。ていうか見込みがあって欲ほしかった。涼香だけではない。まだあたりで逃げまどっている人たちを守るためならば、この瞬間だけはエスパーマンだかなんだかになってもいい！

「うおおおおおお！」

　気合いを放つ。エスパーマンスタイルが、先ほどとまったく同じポーズで歩行機械に激げき突とつした。やはり今一度光景を反復するように爆発が広がる。

　悟の手の先からも、まったく同じ波が放たれた。金郷地のものより規模は格段に小さい。だが彼の波は群ぐん衆しゆうを守るように拡大し、金郷地の波とぶつかろうとして……

　その途中で力は消えた。

「え？」

　っと言う間もなく。

　その時に気づいた。彼は哀しみのエスパーマン。そんなポジティブなやる気に満ちてしまったら力が使えないのだと。

「そんなぁぁぁぁぁっ⁉」

　どうやらまっとうなヒーローになることすら無理らしい。

　衝撃に天地が逆さかさまになったのは、吹き飛ばされたのかそれとも目玉がひっくり返ったのか。悟は自分の身体が浮くのを感じていた。足の先に引っかかりがない。地面を転ころがり、なにかとぶつかった。突き刺さるほど尖とがっているが柔やわらかさもある。そんな感かん触しよくである。

　気が付くと、あたりは静かになっていた。悟は地面に倒れていた。身体の下になにかがある。手を上げようとすると指になにかが絡まっていた。髪のようだった。はっとして目を瞠みはる。そこにいたのは涼香だった。

　彼女は彼を見上げ、微笑ほほえんでいた。涼香は本当に目と鼻の先、力を抜けば触れてしまいそうな距離にいる。そして。

　瞬まばたきすると一変していた。涼香は微笑んでなどいない。怒りの形ぎよう相そうで拳こぶしを振り上げ、

「いきなりなにしてんのよコンビニ袋の変質者ぁぁっ！」

「ぼぐぉっ⁉」

　かなりいいパンチを顔面に食らい、悟はあっさり吹っ飛んだ。彼が地面に転がっているうちに涼香は素早く立ち上がると、今度こそ歩行機械を打ち倒し、外装を剝はがし脚をもぎ取り哄こう笑しようしているエスパーマンスタイルに歓声をあげた。

「頑張って、そっちのあからさまにマンっぽい悟くーん！」

「ああああ。ああもうこんなのばっかりだ」

　倒れたまま悟はうめいた。どうしようもない。なんかもうとにかくどうしようもない。気力を振り絞しぼるというより引きずられるように起きあがり、涼香の後ろ姿に声をかける。

「い、いやあのね、都合さん……」

　だが彼女は気づかない。歩行機械の残ざん骸がいに仁王立ちした金郷地に夢中になっている。

「勝った。だが我々の戦いはまだ始まったばかりだ」

　金郷地が堂々と声をあげている。それを聞く者も涼香くらいしか残っていないが。

「敵は強大。つらい戦いになるだろう。犠ぎ牲せいなしには勝てないかもしれない。だが我々は退しりぞいてはならない。この星のために！　というわけでとどめの一撃！　エスパァァァ・ファイナル・インパクトォォ！」

　技の名前は変わっているが、別にやることは変わっていない。振り上げた拳を鉄てつ屑くずに突つき刺さすと、またもや爆発が広がる。その中で最後まで涼香は奇声をあげ続けていたし、悟もうめき続けていた。もう爆発を防ぐ気はなくなっていた。防げないし、もうこの際いっしょに吹っ飛ぶのならそれでもいいやと思ったりもしていた。

　大爆発が収まるまではそんなに長くかからなかった。またもやしこたまに地面を転がってあちこち痛かったが、そんなこともどうでもよくなっている。
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「ああああああああああああ……」

　頭から逆さまにがれきに突き刺さり両足を痙けい攣れんさせようやく黙だまった涼香の隣となりで、同じようにへろへろになって倒れながら、王子悟の哀しみの慟どう哭こくはいつまでも続く。勝かち鬨どきをあげる金郷地と、物言わぬ残骸と、元気よく逃げ惑まどう群衆とを眺ながめつつどこまでも続く。

　ともあれ。

　十年後、地中深くから復活する謎の異い形ぎよう生物群の脅きよう威いに対抗し人類を救う秘密部隊エスパーマンの戦いは、この時から始まっていたと言えなくもない。







[image: 第三話　悪の組織ってこんなんですか]
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　１．悟の朝




　翌朝、覚かく悟ごを決めてＴＶをつけてみると、謎なぞの機械大暴れのニュースはあまり大きな扱いでもなかった。某ぼう放送協会のアナウンサーが淡たん々たんと原稿を読み上げ、映像もない。ＴＶ局のヘリコプターが飛んでいたことを思うと不思議ではある。内容はといえば、巨大な機械が突とつ如じよとして公道を練り歩き、10㎞ほど進んだところで動きを止めたというものである。商店街に被害も出なかった（ていうかあの後、壊こわれた箇か所しよは全部金こん郷ごう地ちに修理させ、巨大な鉄てつ屑くずになったあの機械も郊外のゴミ捨て場まで転送したのだが）。事件の痕こん跡せきもなし。怪け我が人にんもなし。まあつまるところ、ＴＶ的にあまり面おも白しろいニュースじゃなかったということなのだろう。確かにそんなものなのかもしれない。

　ほっとしたというよりは腑ふに落ちない気持ちのほうが大きかったが、登校前の朝の時間はそんなに余裕もない。悟さとるはいつも通りの時間に家を出ると、そのまま学校に向かった。







　２．愛の朝




　翌朝、覚悟を決めてＴＶをつけてみると、戦せん略りやく的てき独どく立りつ宣せん伝でん用よう多た脚きやく歩ほ行こう車しや両りようベヒモスＸ登場のニュースはあまり大きな扱いでもなかった。いつも笑顔を絶たやさないオーバーアクションの人気キャスター茂も尻じり礼れい子こがどう感想を述べたものか困こん惑わく気ぎ味みにトピックを締しめくくっている。映像もない。内容はといえば、ベヒモスＸが突如として現れ（まあ月基地から電でん波ぱ攪かく乱らん・光学欺ぎ瞞まんしつつ降下したとか言っても誰だれも信じないだろう）、意味不明のまま故こ障しようして停止したというものである。幸いにも大した被害は出なかったらしい。怪我人といってもせいぜいが転ころんで擦すり剝むいた程度で。まあなんというか、同日開催されていた、ＴＶ局がスポンサーをしている国際水泳大会のほうが扱いが大きかった。確かにそんなものなのだろう。

　愛あいはそれで安あん堵どして胸を撫なで下ろしたが、納得していない者もいたようだった。

「おのれ茂尻め……！　礼子ちゃん、礼子ちゃんだけは信じておったのに！」

　ＴＶ画面を睨にらみつけながらなにやら悔くやしげに涙声をあげている段ボール箱に、愛は話しかけた。

「だからあんなの誰も相手にしないって言ったのに……叔お父じさん」

　彼女の声に、段ボール箱はぴょんと飛び跳はねて振り返ると思い切り声を荒あららげた。

「叔父さんではないっ！　サイバーブレイン大ちゃんだと言っているだろう！」

「だから……」

　反論しかけて、愛は口をつぐんだ。彼女の叔父、猿さる渡わたり大だい地ち右衛え門もんは発明家である。常人には想像もつかない、というか常人にとっては想像でしかない様々な発明品を、本人にもよく分からないのであろう理論、というか信念に従って作り上げてきた。そして今はメーターやらスイッチやらをペンで描き込んだ段ボール箱の中に入り、自分は機械に脳を移植して蘇よみがえったと信じ込んでいる。

　それはまったくそういうものじゃないと彼に説明したところで、なんの意味があるだろう。警察は死人を逮たい捕ほできないとの信念の下もと、叔父は事故死を装よそおい、もう葬そう式しきも済すませてしまっている。それにもしうっかり間違いを認みとめさせてしまったら、ならば今度こそ本当にと移植手術を始めかねない。

　とりあえず手持ちぶさたになって、愛はまだ結んでいなかった制服のネクタイを首に巻いた。いつも朝は弱いため時間がない。今朝ももう登校する時間になっていた。

「とにかく、ご飯食べちゃってください」

　用意しておいたのはいつもの朝食。ご飯に味み噌そ汁しるに海の苔りに焼き鮭じやけにと当たり前のものである。自分のはもう済ませて、食卓に並んでいるのは叔父のものだけだった。

　段ボールは目を逸そらしたのか横を向いた。

「い、いや、コンピュータは朝食など食べん……かな」

　微妙に断定しないのは、本当に片付けられたら困るからだろう。愛は嘆たん息そくした。

「じゃあ、そのままにしておいてください。帰ってきてから片付けますから」

「おおっ！　いやいや片付けはこのスーパーブレイン大ちゃんがやっておこう！」

　のぞき穴から目を輝かせ、大ちゃん。愛はうなずいて付け加えた。

「あと、昼食は冷蔵庫にありますから。おやつは戸と棚だなです」

「うむっ！」

「それじゃあ、学校に行って来ます」

「うむ。学校は大事だ。勉学を疎おろそかにしてはいかん。茶を淹いれられれば生きていける時代は終わったのだからな」

　意外と教育熱心な叔父なのだった。







　３．いきなりですが正義の事情




　二年二組、王おう子じ悟の席は、教室の窓まど際ぎわ、後ろから三番目にあった。くじ運は昔から良いほうである。

　教室の窓からは校庭が見渡せる。毎日何時間も座すわっていればわざわざ外を眺ながめようという気にもならないが、それにしても悟はその日ずっと、教室内の一点だけをじーっと見つめ続けていた。

　彼の席から見て斜ななめ前の席。といってもすぐ近くではなく、教室の対角線上に近い位置である。当たり前だがそこにも生徒が座っていた。だいぶ距離があるので悟が見つめていることを気取られる心配はない。はたからは、壁に掲けい示じされた歯科検診のお知らせを熱心に眺めているとでも見えたかもしれない。

　そこにいるのは都つ合ごう涼りよう香かだった。あまり好きではない社会科の授業に、顔をやや曇くもらせている。そんな表情も魅み力りよく的だった。見ていると幸せな気分のはずなのに、どこか鈍にぶくつねられるようにつらくもある。ため息すらも忘れて、悟はぼんやりそのまま時間を過ごした。授業の内容など耳のそばをかすめていくだけでなにも聞こえない。

　と、いきなり涼香の瞳ひとみがこちらを向いた。ぎょっとして目を逸らす。というより気づけば、他の生徒も何人か、こちらをちらちら見ているようである。

「王子！　聞こえないのか！」

　社会科教師、赤あか野の健けん三ぞうの野太い声にようやく気づいて、悟は声をあげた。

「は、はい。いえ……聞こえました」

「なら現在、特にクリーンなエネルギーとして期待される燃ねん料りようとはなんだ？」

「水素です」

　即そく答とうする。赤野はひどくきょとんとしたようだが、それでも平へい静せいを装って咳せき払ばらいした。

「トリレンマ問題とはなにか説明しろ」

「環かん境きよう汚お染せん、資し源げん確かく保ほ、経済成長の対立問題です」

「え、永久機関が存在しない理由は？」

「観点によって答えが変わります。熱力学的には否定されましたがそれを古典学問の欠けつ陥かんとすれば永久機関が存在できないと断定はできません。単に夢見る人がいなくなったからかもしれません」

「神が存在しないことを証明せよ」

「（検けん閲えつ）」

「ぐ……よ、よろしい」

　それで元通り。赤野は授業を再開する。悟も再び涼香を眺める姿勢にもどった。涼香も向き直るわけだが、その前に一瞬視線が合った。それほどはっきりとではないが彼女は賞しよう賛さんするように微笑ほほえんでいた。そう思った。

　授業中彼女を眺めていても問題ないように、わざわざ予習までしてくる悟なのだった。




　先日の超局地的大地震の際、女生徒が（というか涼香が）転落しかかったのが目撃されたということで、さすがに屋上への扉とびらは厳げん重じゆうに鍵かぎがかけられることになった。柵さくがまだ直っていないからなおさら危あぶないし。

　昼休み、悟はその錠じようの下りた扉の前にやってきた。登ってきた階段の下を見やり、誰もいないことを確かく認にんする。彼は鍵かぎ穴あなのあたりに手をかざして目を閉じた。集中して気を入れる……などといってそれが具体的にどういうことなのかは、自分でもよく分からない。

　鍵穴の中を透とう視しして内部をいじる。ドアノブがカタカタと音を立てた。もっともそれは風の音だったかもしれない。そのまま何秒か念じ続けても鍵は開かなかった。あきらめていつの間にか力んでいた肩から力を抜く。

「やっぱりそうか」

　悟は小声で独り言を口にした。超能力などという厄やつ介かいなものが身についてから既すでに六日。いろいろ試して分かってきたこともある。まず、彼は哀かなしみの感情から超能力に目覚めた。落ち込んだり、泣きたくなったり、まあそんな時しか能力は使えない。普段の力は、せいぜい普通に持ち上げられるくらいの物を浮かせたりとか、そんな程度だ。だがこれが感情のピーク時だと校舎ひとつを倒とう壊かいさせかねないほどの力になった。逆に幸福感を覚えると途と端たんに力が消える。

　身に着いた能力はまさにでたらめというか、脈みやく絡らくがない。まずは念じただけで物体を望み通りに運動させる。他人の心がある程度読めたり、こちらの意い思しを伝えたりもできる。まあ、このテレパシーに関してはあまりに不安定であてにならないっぽい。突然力が現れた経けい緯いを考えると、感情が高ぶるたびにまた新しいものが目覚める可能性がある。

「しかし、役に立たないよなー」

　しみじみと落らく胆たんして悟はぼやいた。

　なにしろ哀しみのエスパーマンである。前向きに力を役立てようなどと思えば急激に力が弱まるのだ。おかげで昨日もひどい目に遭あった。なんちゅーか、しょうもない。正義の味方などというものに最も向いてない能力ではあるまいか。

「そんなことはないぞ。哀しみのエスパーマンよ」

　声は背はい後ごから聞こえた。振り向くとそこに予想通りの濃こい顔面が待ち受けている。金郷地だった。真顔できっぱりと告げてくる。

「哀しみの中でしか力を発はつ揮きできないのならば哀しめば良い。さあ哀しめ。絶望にのたうち回り、苦しみ抜いて見上げた夜空からさらに唾つばを吐きかけられろ。もういっそ転んだだけでいつまでも泣け。挫ざ折せつしてそのまま立ち上がるな。人並みの人生など捨てろ」

「もしかしてひょっとしてと思うんですけど、それは力づけてるんですか？」

　非常ーに枯かれた気持ちで訊たずねる。

　そりゃあもう金郷地はうなずいた。

「感謝はいらんぞ」

「ええ。いりませんね」

　別に皮肉でもなんでもなく素す直なおにそう思うしかなかったわけだが、金郷地はまるでキッツイ冗談でも聞いたように大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。口笛など吹きながら、アメリカンな感じで。

「気き難むずかしい奴やつだ。いったいどうしたいというのだ？」

「だからっ！　ぼくはそもそもエスパーマンなんてやりたくないんですよ！」

　叫さけんでいる途中で、金郷地に腕を摑つかまれた。そして次の瞬間には空が見えている。金郷地の瞬間移動で、ふたりは屋上に出ていた。

　つまるところ人に話を聞かれない場所に移動したということだろう。金郷地はくるりとこちらに背を向け、言ってきた。

「まず言おう。それは無理だ」

「なんでですかっ！」

　悟が声をあげると、金郷地は顔の半分だけ振り返り、

「君はエスパーマンだ。ゆえに正義のために戦うべきだ。君は哀しみのエスパーマンだ。ゆえに哀しむべきだ」

「嫌いやです」

「しかし、この地球には悪があるのだ」

　こんなふうに背中を向けて空を見上げ言われると、なんだかまっとうな話をされているようにも感じられてしまう。しっかりと悟が眉まゆに唾つばをつけていると、金郷地はぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「突如現れた悪の組そ織しきに対し我ら秘密部隊エスパーマンは、より効果的な戦術を考案しなければならん」

「いーやーでーすー！」

　そのまま悟は立ち去ろうとして、屋上出口には鍵が掛かったままだと思い出した。仕方なく金郷地に向き直ると、金郷地もいつの間にかこちらを向いている。

「ふむ。哀しみのエスパーマンよ。つまりこう言いたいのだな。強大な悪と戦うには、君はまだ力不足だ……と」

「『……と』とかそれっぽく言っても誤ご魔ま化かされませんよ」

「だが安心したまえ。より大きい哀しみに沈めば沈むほど、君は強くなる！」

「そーゆう展開になるから嫌だって言ってるんですよ！」

　力一杯叫ぶが、金郷地にはとどかない。

「ははははは。遠えん慮りよするなー」

　晴れやかに満面の笑みで彼は両手をあげた。そのままジャンプして、姿を消す。瞬間移動である。

　ひとり屋上に取り残され、悟は目を丸くしてあたりを見回した。背後の扉に飛びつくが、鍵は開いていない。

「……閉じこめられた……」

　がっくりと悟はうなだれた。金郷地につきまとわれている限り、意外とパワーアップは簡単かもしれないなと思うと、なんか果てしなく落ち込んだ。

　そして十数分ほども経たっただろうか。前まえ触ぶれもなく扉からがちゃりと鍵の開く音が聞こえた。ぎょっとして後あと退ずさる。騒さわぎを聞かれて、教師が見に来たのかと思ったのだ。立入禁止の屋上にいれば叱しかられるとかいう以前に、鍵の掛かった屋上にどうやって出たのか問い質ただされるに違いない。答えようがないのだが。

　隠れようにも、なにしろ屋上である。飛び降りるか昇降口の影に潜ひそむか。決めかねてうろうろしているうちに、扉が微かすかに開いた。だが誰も出てこない。

「…………？」

　疑問に首を傾かしげつつ、悟は扉を開けた。階段は無人。暗い通路が静けさを湛たたえている。と、その階段の一番上に紙が一枚置かれていた。ノートの切れ端はしかなにかだろう。ふたつに折り畳たたまれ、表に「エスパーマンへ」と記してある。

　先ほどまではなかったはずである。それこそぞっと寒気を覚えながら、悟はそれを拾い上げた。金郷地だろうか？　いや彼なら、なにか言いたいことがあるのなら直接言うだろう。多分。

　メモを開くと、乱暴な筆ひつ跡せきで短い文章が綴つづってあった。

『お前のことは知っている

　これからもつきまとってやる

　せいぜい安心するがいいウヒヒヒヒ』

　読み終えてから、悟はもう一度そのメモを目で追った。意味を理解するにも考えれば考えるほど動どう揺ようがひどくなっていく。なにがなんだか分からなかった。脅きよう迫はくされる意味も覚えもない。だが紛まぎれもなく脅迫状である。

　王子悟の苦く難なんは続く。




「ふふふふふ。うまくいったわ」

　こっそり用務員室からパクった屋上の鍵を手に、都合涼香は肩で息をしていた。屋上の扉前から一階まで全速力で駆け下りてきたため息があがっている。だがその表情は無む闇やみに満足そうだ。

　その横に、教きよう子こがいる。彼女もいっしょに走ってきたのだが呼吸は平へい静せいを保っている。教子は気になってつぶやいた。

「ところで、逃げる時に一体なんのメモを置いてきたの？」

　と、涼香は訊かれるのを待っていたように胸を張ってみせた。得とく意い満まん面めんに、

「日々孤独に戦っている悟くんを元気づける手紙よ。あなたのことはわたしが守るから安心してって」

「咄とつ嗟さのことで内容を確認できなかったのは不安かな」

　そう言っても耳には入らないのか、涼香は両手を組んでなにかを抱きしめるような仕草で身体を振った。照れているらしい。

「こうやって陰かげながら悟くんを応援するのよ！　今のわたしにできるのはそれだけ……だって彼の前に出たら緊きん張ちようして、なにも言えなくなってしまうもの」

「なにも言えなく？」

「こうして平和な学校にいるようでも、悟くんは今日も悪の脅きよう威いにさらされているの。恐るべき卑ひ劣れつな悪の罠わな。悟くんを屋上に閉じこめるなんて」

　きっ、と義ぎ憤ふんの眼まな差ざし。

　既に教子はあさってのほうを向いていた。一応指し摘てきする。

「確かに悪質だけど、わりとスケール小さくないかな」

　淡たん々たんと、ついでに嘆息して涼香に告げた。

「それより早くその鍵返して、トイレに閉じこめた用務員さんを解放してあげないと」

「そうね」

　なんの悪気もなくうなずく涼香を連れ、首を左右に振りつつ教子はその場を離れた。
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　４．もう仕方がなくて悪の事情




　放課後、愛は早く家に帰る。

　昔からそうだった。部活動などやったこともない。なにかの委員になったこともない。友達に誘さそわれて寄り道するのも滅めつ多たにない。ひとりで寄り道することはほとんどない。

　どうというほどの理由もない。ただ家事をしないとならないだけだ。小学生の頃ころから叔父の家に厄やつ介かいになり、代わりに家事全般をやっている。叔父・大地右衛門は同居の最初、炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じその他を自分でやろうとしていた……が、すぐに小学生の愛がやったほうがまだマシだということが判明した。以来九年間そういう役割になっている。

　夕食の買い出しに行かねばならないのだが、学校帰りに制服でスーパーに行くのは目立って嫌だったため、愛はいつも家にもどって着き替がえてから出直すことにしていた。下校時間は電車の中で、今日の献こん立だてや、買わないといけないものを思いつくままメモして過ごす。モリ高から二駅くらいで家に着くので時間的にも丁度良い。

　洗濯と掃除は週末にまとめてやる。かなりの大仕事になるためだいたい一日潰つぶれる。この話をすると大たい抵てい、級友などは同情してくれるのだが、愛自身はあまり不満を覚えたこともなかった。どうせ日曜など時間があっても、やりたいこともないのだ。

　なんの変へん哲てつもない、そんな日々だった。つい数日前までは。

　猿渡家はごく普通の住宅街にある。このあたりは市の開発計画ともあまり関係なく、古くから人が住んでいた区く画かくで、建っている家も新しいのから古いのまでまちまちだった。もともとここは、愛の祖父、つまり叔父の父親が立てた家だった。なので古い家だが、広さはある。祖父母が相次いで亡なくなり家が叔父のものになる前に大がかりなリフォームをされたため、見た目は新しい。

　このあたりが野原と大差なかった頃に買った土地だけあって、庭は無む駄だに広い。「車だと？　あんな非科学的なものは危険過ぎる。ガス燃やしてるのだぞあれは」。叔父の主張はいまいち意味不明だが、そんなわけで猿渡家に（普通の意味での）車はない。庭にはかつて車庫を改造した研究ガレージがあったのだが、この前叔父が爆発させたために燃え跡しか残っていなかった。いつもよりも広く感じる庭を眺めて、愛はため息をついた。いろいろと頭が痛い。

　あの爆発事故で叔父が死んで、愛は天てん涯がい孤こ独どくになった……ことになっている。実際、愛もそう思っていた。途と方ほうに暮れる暇ひまもないほどあっさりと〝サイバーブレイン大ちゃん〟が現れるまでは。

「ただいま帰りました」

　玄げん関かんに入って、つぶやく。ほとんど聞き取れない小声だが、どのみちこの家に帰ってくるのは叔父か愛しかいないのだから、主張する意味はあまりない。

　すぐ部屋に上がり着き替がえたかったのだが、愛が靴くつを脱ぐ間に叔父の声が聞こえてきた。

「愛！　こっちに来るのだ！」

　家の奥から聞こえてきたのではない。玄関に置いてある、なにも生けていない花か瓶びん。その中に隠してある小型スピーカーからだった。花瓶の模様、犬を抱いた貴婦人の目が赤い光を発している。

「また妙な仕掛けが増えて……」

　独り言をつぶやきながら愛は廊ろう下かの奥を見やった。「こっち」とはどっちだろうと思ったりもしたのだが、だいたいの見当はつく。

　応接室をのぞくと、案の定そこが変形していた。テーブルが蓋ふたのように開いて地下への階段が現れている。この仕掛けは昨日も見た。この手のギミックを、叔父は愛が学校に行っている間にいろいろ増やしているらしい。

　とりあえず鞄かばんだけ置いて、愛は階段を下りていった。彼女が通り過ぎた頭上で、駆く動どう音おんとともに通路が閉じる。と同時に照明が点つき、階段がエスカレーター式に動き出した。叔父の趣味らしく、わざとメカメカしく作ってあるその通路は、かなり深いところまで続いている。確実に隣りん家かの敷地にはみ出しているはずだが、その場合は不法侵入になるのだろうかと、愛はふと心配になった（まあバレなければ……構成要件は満たないか？）。

　まだ目的地に着かないところでエスカレーターが停止する。愛が横を見やるとそこに扉がひとつあった。電車の扉と同じ、ぷしゅーという音とともに自動で開いたその部屋の奥を見ながら、愛はつぶやいた。声が叔父に聞こえているのかどうかは分からなかったが。

「やっぱりまたアレに着替えるんですか？」

「無論だ」

「でも買い物に行かないと……」

「大丈夫。済ませておいた。サイバーブレインに抜かりはない」

「ちゃんと野菜も買ってきてくれました？」

　なんとなく疑わしく訊たずねながら、愛はその部屋に入っていった。その背後で、やはり扉が閉まる。

　そこは更衣室だった。手て狭ぜまな部屋に、大きすぎるほどのロッカーと姿見が一台ずつ置いてある。ロッカーについているパネルに手を当てると、なにやら電子音が鳴り響きロックが解除された。ロッカーが開く。しまってあるのはなんていうかどういう店で売ってるんだか想像できない衣装だった。真っ黒つやつやエナメル風で、マスクと鞭むちまでオプションでついている。鞭はマイクにもなっていた。手に取るだけでも少々後ろ暗い気がして、ひとりしかいない室内であたりを見回してから愛は着替え始めた。身に着けた衣装を鏡で念入りに確認してから入り口の扉に向き合う。そこには『着替え終えたらここを押す』と但ただし書き付のボタンがあった。この部屋はモニターされていないという、一応の叔父の気き遣づかいなのだろうが。もう何歩か手前の部分でのデリカシーは思いつかないらしい。

　再び動き出したエスカレーターに乗りながら、どことなく猫ねこ背ぜになって背中を丸めつつ、愛は声をあげた。

「とりあえず、この衣装ってなんとかならないんでしょうか……」

「愚おろか者。似合っているぞ。支配するべき愚ぐ民みんどもには王たる者の姿を印象づけてやらねばならん。愚民だからすぐ忘れるしな」

　叔父の返事はまあ、覚悟した通りのものではあったが。

　下りエスカレーターなので自然と視線が下を向くが、うつむくとマスクがずれて鼻が痒かゆくなる。何度か位置を直しているうちに通路の終点に行き着いた。突き当たりのドアが開き、さらに勇ゆう壮そうなＢＧＭが流れる。どこかで聞いたことのあるクラシックかなにかっぽかったが、愛はそのタイトルを知らなかった。入場曲なのは間違いない。
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　地下だというのに、かなりの広さがあった。家の敷地より広大だろう。いかにもごてごてしたプラスチック製の司令室。無数のモニターが壁かべを覆おおい、天てん井じようには照明のアームがかしゃこしゃと動き回っている。床には様々なマーキングが施ほどこされているのだが、大半はそれっぽいだけで意味などなさそうだった。やたらと DANGER とか CAUTION とかが多いのが気になって仕方ないが。

　ともあれ、音楽とともに入室する。

「ようこそ偉大なる王よ！」

　スピーカーから鳴り響くのは合成音声の唱和。わざわざ三次元サラウンドでエコーまでかけてある。

「我らが王！　この星の女王！　人民に幸福をもたらし、人類に希望を与える科学の覇は者しや！　本当にいい子なんですよ。この前も、雨の日に道ばたで段ボールと子犬を見つけて、ずっとその上に傘かさを差してやってました。一時間ほどして親を説き伏せた小学生が泣きながらもどってきたところで、いっしょになって泣き笑い……」

　讃たたえてるんだか親馬鹿なんだかよく分からない合成音声の中、顔を伏せて立ち尽くす。長い長い拍手ＳＥの後、ようやく音が途切れてから、もうできればこの場から溶けて消えてしまいたいほど赤面して愛は言った。

「あのですね叔父さん。本当にですね。わたしの誕生日に贈るものが思いつかなかったから世界征服なんて、そんなこともうやめて欲しいんです」

　と、司令室の奥から段ボールがよたよた進み出てきた。サイバーブレイン大ちゃん、ていうか叔父・大地右衛門である。なにかとんでもない難なん癖くせでもつけられたように驚きよう愕がくし、

「なにを言うか！　いや叔父ではないが。今は亡き猿渡大地右衛門博士は……」

「いつから博士に？」

「死んだら二階級特進。当然である」

「発明家って昇進したら博士になるものなんですか？」

　訊ねるが、叔父には無視された。そのまま話をもどして続けてくる。

「博士はこのサイバーブレイン大ちゃんにこうプログラムしてこの世を去ったのだ。この惑星を征服し、可愛かわいい姪めいを王として君くん臨りんさせるまでは死ねぬと」

「ああもう細かい矛む盾じゆんとかもなんだかもう」

「年頃の姪に贈る物などもはや思いつかん。ならもういっそ全世界を贈ってしまえと！」

「いやいいんです！　去年くれた鉄道模型もちゃんと組み立てて飾かざってありますし！」

　手を振って愛が叫ぶが、サイバーブレイン大ちゃんは被かぶっている段ボールごと全身で地じ団だん駄だ踏ふんでみせた。

「いかーん！　姪がそんな色気もない鉄てつ錆さび色いろの人生を送ることは阻止せねばならん！　亡き兄とその嫁よめに申し訳が立たーん！」

「す、すみません色気とかなくて……」

　ごにょごにょと口ごもり、愛はあきらめの吐と息いきを漏もらした。世界征服のため自分の脳を機械に移植した（と思い込んでいる）叔父に、今さらなにを言えば通じるというのか。

　司令室の中央にはひときわ大きいモニターと、お立ち台のような円いステージがある。モニターはとてつもない大画面で、教室の黒板ほどもあるのだが、ブラウン管でもなさげだし、まさか液えき晶しようでもあるまい（液晶？　液ってお前。汁しるってことだろ？　大地右衛門・談）。なんの原理なのかは分からないが叔父の発明だろう。このサイズの画面に絵を映すならばどこからか投とう影えいするのが妥だ当とうだろうが、映写機の類たぐいも見当たらない。

　実際のところ、叔父の発明はそんなものばかりだった。原理は解明不能だし、ほとんどのものが叔父自身にも再現・複ふく製せいできず売り物にならない。学校で物理の授業を受けるたび、愛はどこか虚むなしい気持ちにさせられた。ちなみに猿渡家の収入は、叔父が昔取ったいくつかの他愛ない特とつ許きよや、叔父の発明を熱ねつ狂きよう的に支持する変わり者のスポンサーから得ている。この前もグラサンに黒い服の外国人らしき集団が来たりして、置いていった名刺にはただ「政府特務機関」とだけ書いてあった。どの国の政府なのかも不明だった。詮せん索さくしないほうが良いのだろう。

　問題の多い叔父ではあるのだが、今までは他人に迷めい惑わくをかけることもなかった……まあ、それほどは。なのに、ああ、こんなことになってしまうなんて。しょんぼりと愛は、円いステージに向かった。モニターがＯＮになり、なにやら起動画面に重なって巨大メカの三面図が表示される。

　段ボールが、いやサイバーブレイン大ちゃんが高らかに叫んだ。

「これが今回の世界征服用攻撃多脚車両クラーケンＶ！　武装・装甲ともにベヒモスＸの比ではない！　主武装はクラーケンキック！　歩行マニピュレーターは機体中、最も衝しよう撃げきに弱い箇所のひとつだが、なぁに四本までなら壊れても支し障しようはない。余分につけておいて本当に良かった」

　ひとりでぶつぶつ感心している叔父に、おずおずと愛は問いかけた。

「あの。叔父さん。なんで名前に必ずアルファベットがつくんですか？」

「叔父ではないが、そんなこと訊きかれても答えようがない。考えたこともなかった」

「そうなんですか。仕方ないのかな」

　あきらめて愛はステージに手をかけた。これだけ謎のテクノロジーに囲まれながら、ステージには階段もない。何度かチャレンジして、ようやくよいしょとよじ登り、改あらためて画面の図を見上げた。デザイン的にはクラーケンというよりヤドカリに見えたが、そこは気にしても仕方あるまい。重量配分の問題か真っ直すぐ立ってないせいだろう。でも考えてみたらイカが直立歩行するのも変だ。

「思し考こうリンクパス、単たん独どく操そう作さ、外がい部ぶ入にゆう力りよく開かい始し、速そく度ど同どう調ちよう率りつ18％。おお高いな」

　見ると叔父はオペレーター席について、段ボールの隙すき間まから手を出しててきぱきと操作を始めている。画面が切り替わり、町の映像が現れた。

　クラーケンＶとやらのカメラから見た風景なのだろう。視点が高かった。台の上からモニターを見ると、自分が巨大化して町を歩いているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　当然と言うべきかどうか。眼下の町は大おお騒さわぎになっていた。昨日と同様に警察車両が押し寄せ、押し寄せる見物人に、逃げまどう通行人、人の波がぶつかり合って混こん沌とんとしている。背はい後ごは見えないが、この重量のものが歩けば道路も無事ではあるまい。

「え、えーと」

　手にした鞭むち型がた入にゆう力りよく機きに向かって、愛は声をあげた。

「すみません！　本当にすみません。昨日に引き続き、世界征服に来ました……こんなこと言っても仕方ないかもしれませんが、その、よんどころない事情がありまして」

　などと言っているうちに一瞬、映像が途切れる。叔父が叫んだ。

「外圧計が振り切れおった！　攻撃を受けたぞ愛！」

「そんなこと言われましても」

　しどろもどろに愛がうめく。なにをすれば良いのやらさっぱり分からない。

　すぐにモニターが回復した。と、そこにいたのは……




「現れたな悪の組織！　名前がないとはまた小こ癪しやく！　呼びにくいことこの上ない！」

　巨大機械を真正面に指さして威い嚇かくする金郷地のすぐ後ろで、所しよ在ざいなく悟は頭を抱えていた。例によって金郷地はエスパーマンスタイル、悟はコンビニ袋ぶくろ覆ふく面めんである。

「あのー。できれば人にいきなり袋をかぶせて瞬間移動させるのはやめて欲しいんですけど……いずれ命に関かかわりそうですし」

　視界を確保しながら悟が言うが、金郷地は聞いてもいない。

「地球を守れと祈いのりに呼ばれ、今ここにエスパーマンが参上した！　罪つみなき人々の罪なき叫びに支えられ、今ここに罪なき一撃を食らわせるから覚悟せよ！」

「行き過ぎた自警団活動も犯罪ですが」

　悟の指摘も余よ所そに、エスパーマンスタイルはその指を、巨大機械のてっぺんに立っている例の格好の女に突き付けている。女はそこにいるようには見えても、やはりまた立体映像かなにかなのだろう。機械そのものが斜ななめに立っているのだが、その斜めの頭に斜めに乗って平然としている（ていうか斜めになってることに本人気づいてないっぽい）。変な鞭のようなものを両手で握り締め、困こん惑わく顔がおだった。マスクのせいで顔は分からないが、まあ困っていることは丸分かりである。

　その女が口を開いた。なにか言おうとしている……




「現れおったな昨日の奴やつらども！」

　司令室に響き渡ったのは、大地右衛門の声だった。拳を握り締め、わなわなと震えている。モニターに大きく映し出されたエスパーマン？　とやらもなにか言っているようだが、今の衝しよう撃げきで集しゆう音おん装そう置ちが壊れたらしく、口パクだけでなにも聞き取れない。

　で、画面に向かって一方的に大地右衛門だけが叫び続ける。

「おのれ、人の幸福を阻はばむ無ぶ粋すいな輩やからめが！　ここで会ったが百年目！」

　とはいえ愛の持っている入力装置を使わなければ、こちらの声もとどかないはずである。愛がきょとんとしていると、サイバーブレイン大ちゃんはこちらを振り向き、段ボールの覗のぞき穴から抑おさえた声音で言ってきた。

「愛。こういう場合はわたしの言うことを繰くり返すのだと言っただろう」
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「え？　ああ、はい。えーとあの、こんにちは、昨日の人たち」

　叔父の言葉をなるべくそのまま、愛はマイクに吹き込んだ。

　満足したのか大地右衛門、再びモニターに拳を向けてシャウトを再開する。

「貴様らがいかに矮わい小しような正義を振りかざそうと、このクラーケンＶのパワーを押しとどめることはできまい！」

「争いは避さけたいんです。この機械って不必要に大きいですし、転んだらまた周辺に被害が出てしまいます」

「死にたければ好きにするが良い。だが貴様らが守ろうとしている愚民どもを見よ！　己より弱いものを助けもせず、ただ浅ましく逃げまどうだけだ！」

「もちろんその、強制はできません。ですが皆さんの迷惑も考えて欲しいんです」

　言っていると、画面中央のエスパーマンがなにかのポーズを取った。そのままこちらに突進してきて……

　映像の断線は今回のほうが長かった。復活した画面には、大きく青空が映し出されている。どうも衝撃で転倒したらしい。高笑いするエスパーマンの姿もあった。

「くぬぅぅ、走査結果から質量は間違いなく見た目通り⁉　どんな理り屈くつでこの威い力りよくを出してるのだ奴らは。非ひ常じよう識しきにもほどがある」

　まったく自覚のないことを吐き捨てつつ、サイバーブレイン大ちゃんはオペレーター席から飛び出した。段ボールに入った人間としては最大限と思える速度でばたばた走ってくると、愛の立つステージの下から叫ぶ。

「にしても問答無用とは敵ながらやりおるわい。愛よ！　奴らこそはお前の幸せを阻む最大の敵だ！　撃げき滅めつするぞ！　行け！」

「はぁ。でも、どうやって？」

　訊ねる。と。

「火か器き管かん制せいパネル、オン！」

　叔父は懐ふところからピアニカくらいの大きさの、カラフルなボタンのたくさんついた黒い板を取り出した。それを壇だん上じようの愛へと差し出す。

「これによりクラーケンＶの武装はすべて操作できる。まあ基本は体当たりだが。お前がミサイルとか嫌いやがるから」

「今以上に避ひ難なん範はん囲いが広がったら、さすがに逃げ遅れる人が出てきますよ……」

　プラスチックの箱をビニールテープで固めたといった手作り感満まん載さいのパネルである。受け取って、愛はふと疑問を口にした。

「それにしても、この前のベヒモスＸの時も疑問だったんですけど、これって誰が運転してるんです？」

「お前に決まっとろうが」

　しごく当然の口調で、叔父が言う。愛はさらに疑問を深めた。

「でもわたし、ずっとここに立ってマイク持ってただけですし。それでこのボタンとかの操作始めちゃったら、ほかになんにもできませんよね」

　そもそも自転車にも乗れない自分がこんな脚のたくさんある車だかなんだかを操そう縦じゆうしているというのは相当な無理がある。だが大地右衛門は自じ慢まんげに舌したを鳴らした。

「ちちちっ。最先端科学技術には隙などないぞ、愛。クラーケンＶは脳波コントロールによる半はん自じ律りつ制せい御ぎよを行っている」

「の、脳波コントロール？　それはもはや科学だかなんなんだか。原理はなんですか？」

　愛的にはもの凄すごく大事な疑問のような気もしたのだが、相手にしてもらえない。

「さあ。なんか作ってたらできた。多分うっかり動いとるんだろう。さあ、戦え愛！　クラーケンＶの戦闘能力はすべてお前の闘争本能にかかっている！」

「キックですか？」

　闘争本能などといわれても、ろくに蚊かも叩たたいたことなかったが。頭の横に指を当てなんとかイメージを固めながら愛はつぶやいた。が、大ちゃんはそれすらあっさり否定する。

「無理だ。クラーケンＶは頭より上のものは蹴けれん。高度二十メートル以上から攻撃されることなど想定しとらんかった。空飛んで来るとかそんなんＳＦかスピルバーグだろ」

「確か自衛隊って攻撃ヘリ持ってませんでしたっけ」

「そんなこと一般常識だと思っとるとろくな大人になれんぞ。案ずるな愛。そのへんのつけた覚えのないボタンとか押していれば、なにか気の利きいたビームとか出るかもしれん」

「叔父さん……」

　とにかくいろいろ積み重なった、かなり絶望的な気分を言葉にしてうめき、愛は端はしから適当にボタンを押していく。

　するとまた突然、画面が消えた。

「…………」

　今度は回復しない。いつまで経たっても黒いままの画面を眺めてから、なんだか分からずに愛は叔父を見やった。大地右衛門も合が点てんがいかないのか、段ボールごと首を傾げている感じである。しばらくして彼は、段ボールの隙間からまた手を出した。その手には居間のＴＶリモコンが握られている。

　叔父がそのスイッチを押すと（何な故ぜか）モニターにニュース映像が点ついた。またも商店街に現れた謎の巨大車両というようなタイトルが右下に出ているが、画面には荒あれ果てた商店街の画えが映し出されていた。黒く煤すすけた茂尻礼子が泣きながら叫んでいる。

「爆発しました！　巨大機械は突如として爆発！　いきなり無責任にも爆発しました！　わりと小規模でしたが現場には部品が散らばり……」

　愛はとにかく啞あ然ぜんとするしかなかった。サイバーブレイン大ちゃんは不思議そうにぶつぶつ言っている。

「むう。何故だ。どうして爆発したのやら皆かい目もく見当が……あ、その自爆ボタンか」

　ぐったりと肩を落として、愛はなんとか声だけあげた。

「あのぅ、叔父さん。もしかしてこんなことこれから毎日やるんですか？」

「叔父ではない！　だが心配するな、愛。世界征服のための兵器は日替わりでいくらでもある。ミサイル……ミサイルを使う許可さえ下りれば勝てる！」

「駄だ目めです」

「しかしだな愛、ドリルミサイルならそんなに爆発もしなさそうだと思わないか？」

「お願いだから駄目です」

　まあなんにしろ十年後、タイムトンネルを通ってこの時代を訪れた未来人との不幸な邂かい逅こうに胸を痛めつつ、雄お々おしく感動的に戦った秘密部隊エスパーマンも、最初の敵はこんなもんだった。
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　１．ホント今さらの疑問ですが




「エスパー星とか、ないかな」

　突然そんなこと言われても、言い返せる言葉などなにもない。もしくは無言で立ち去るかである。できれば悟さとるはそうしたかった。だがここで立ち向かわなければ後こう悔かいするに違いない。そう信じて、うめく。

「……なんの話ですか？」

「創設秘話とかを考えていたのだ。エスパー星からやってきたエスパー指令がだな」

「考えるっていうか、おもむろに噓うそじゃないですかそれ」

「いざという時答えられないと困るだろう」

「素す直なおに本当のこと言えばいいでしょ」

　悟の言葉に金こん郷ごう地ちは空を見上げてみせた。屋上の真ん中に立ち、両手を腰こしに当て、ただ顔だけを上に向けている。天気は晴れ。雲ひとつない快晴だった。

　学校の屋上はすっかり、エスパー戦隊集会場となってしまった感がある（ふたりだけだが）。立入禁止になってから誰だれも寄りつかないので、こんなどうしようもない話をするには丁ちよう度ど良よい。いつものように悟のもとに金郷地が訪おとずれ、強制的に瞬間移動でここに連れてこられた。昼休み、悟としてはあちこち痛む身体からだをゆっくり休めたかったのだが。

　昨日現れた巨大機械は、また今までと趣しゆ向こうが違っていた。猿さる型がただったのだ。だが機械に乗っている例の女はそれを人型だと主張した。頼たのむから認みとめて欲しい、でないと困る、製作者を責せめないでくれ、傷ついて既すでに拗すね始めてるからと泣いていたが、二時間ほどの激げき論ろんの末、人体なんてものは人間が思ってるほど格かつ好こう良いものではないというところで妥だ協きよう点てんを見出した。議論の決着を讃たたえ合った後、金郷地がその機械を粉こな々ごなに粉ふん砕さいした。

　機械はほぼ毎日現れた。なにが目的なのかは誰にもよく分からないのだが、基本的に今のところ大した被害はない（てか、金郷地に言って壊こわされたものを直させているのだが）。もうこの頃は、ただ機械が現れただけではいちいち報道されなくなっていた。

　ただそういったものを毎日破は壊かいするのはそれなりの重労働である。怪け我がそのものは金郷地に治してもらえるものの、なんだか怪我をしたり治ったりで脳が混乱するのか怪我もないのに身体が痛むことが多くなっていた。

　同じようなダメージを受けているはずの金郷地は元気である。悟としては不服だったが文句を言ってもどうにもならない。

　悟がそんなことを回想するだけの時間、ずっと空を見上げていた金郷地の顔に、ふっと閃ひらめきの表情が浮かんだ。視線を下ろし、真剣な顔で言ってくる。

「だが哀かなしみのエスパーマン。試ためしに答えてみたまえ。君はどういう経けい緯いで哀しみのエスパーマンとして覚かく醒せいした？」

「いや、そりゃあフラれて……」

　また嫌いやなことを思い出しかけてもごもご口ごもると、金郷地は真顔で言ってきた。

「そんなの説得力に欠けると思わんか？」

「今さらなに言ってるんですかっ⁉」

　悟が叫び返すも、金郷地は四角い顎あごに手を当て、ふゥむとひとりで話を進める。

「実は君の両親というのは地球外生命体だったりしないだろうか」

「しませんし⁉」

「怪あやしいところはないか？　水に触ふれるのを極度に嫌がるとか。タンスの中が全部銀色の服で帽子にアンテナついてたりとか。むしろどっからどう見ても火星人だなーとか」

「どれもないです。ていうか、それ言うなら金郷地さんはどうなんですか」

　なんの考えもなしに言ったのだが、悟は不意に、それが本当に疑問だと気がついた。へたをするともうこういう変な生き物だと錯さつ覚かくしかかっていた金郷地だが、確かに本来は一介の中学生のはずなのだ。

「わたしの家か」

　また考え込む構えで、金郷地がつぶやく。

「ペテルギウスでは……ないな」

「知ってます。聞かなくても知ってます」

「哀しみのエスパーマン。人のことを言う前にまず自分のことをなんとかするべきだ」

「なんとかってどうしろと⁉」

　ひとまず叫んでから、悟は言い直した。

「ていうかそれこそ金郷地さん、自分はどうなんだって話ですよ。基本的に金郷地さんの話って全部妄もう想そうじゃないですか」

　言われると金郷地は、くるりと後ろを向いた。背中越ごしにゆっくりとつぶやいてくる。

「確かに平和とは、うたかたの夢に過ぎんのかもしれん……」

「そんな話をしてるんじゃないんですけど」

「だが無力な人々を守るため、誰かが戦わねばならんのだ！」

「その気になれば惑星ごと滅ほろぼせるような人類ですが」

　いつものようにそんなやり取りを続けながら、しかし悟はどんどん興味が加速するのを感じていた。この金郷地というのは、いったい何者なのだろうか？







　２．調査っつってもこんなもんですが




　まずは教室の様子だろう。手っ取り早いところで単純に考え、悟は三年生のいるフロアへとこっそり現れた。四中は学年で上うわ履ばきと運動服の色が違うのだが、それ以前に三年生となると途と端たんに体格が変わっていたりして、下級生が紛まぎれると意外と目立ってしまう。金郷地のように別人に変身とかできれば便利なのだろうが……だからといってまた新しい哀しみで能力に目覚めるなんてのは遠えん慮りよしたい、悟としても微び妙みような心境である。

　確か金郷地は三年一組のはずだった。悟は目立たないよう顔を伏ふせながら廊ろう下かを進んでいった。時刻は放課後、金郷地は帰ってしまっているかもしれないが。それならそれで明日の昼休みにでも出直せば良いことである。

　部活に向かう人の流れに逆ぎやつ行こうしつつ、一組をのぞき込む。と、いきなり見えたのは金郷地の後ろ姿だった。

「やめたまえ！　この恥はじ知しらずが！」

　ぎょっとして、悟は反射的に逃げそうになったが、すぐに金郷地がこちらに気づいているのではないと分かった。金郷地は教室の後ろで、クラスメイト数名と対たい峙じしている。手を真っ直ぐ前方に向け、なんか『STOP!　性犯罪』的なポーズで相手を制止していた。

　なにを止めようとしているのか、それも単純なことだった。いかにも悪そうな格好をした身体のゴツい五人が気弱そうなひとりを床に押さえつけている。原因は分からないが、喧けん嘩かになったというよりは一方的に因いん縁ねんを吹っ掛けられた様子だった。クラスの大半は遠巻きに、できれば見なかったふりをしようとしている中、金郷地だけが声をあげていた。

「力が有り余ってるならもっとマシな使い道を考えたらどうだ！　己を律することも知らん輩やからの余り物の力なんぞ、どうせろくなものでもあるまいがな」

「なんだとぉ？」

　睨にらみ返されても金郷地に動じる気配はない。たちまち五人に取り囲まれてもそれは同じだった。取り押さえられていたクラスメイトは半泣きで、ばたばたとどこかに逃げていく。

「てめぇ金郷地、毎度毎度いい加か減げんにしとけよ？」

「いい加減にとはどういう意味だ？　いい加減にして良いことなどあるのか？」

「懲こりろっつってんだよ！」

　近い位置の男が拳こぶしを振り上げる。悟の脳のう裏りに、いつもの光景がよぎった。余計な力で被害が及ぶ商店街……

　巻き添えを避さけるため首を引っ込めようとするのだが。次に起こったのは、悟の予想を裏切るものだった。金郷地は抵てい抗こうもせず、ただ殴なぐられたのだ。

　ぶん殴られ尻しり餅もちをついたものの、金郷地はすぐさま立ち上がった。鼻血を拭ふきもせず、続ける。

「お前らはしょせんこんなもんだ。人ひとり黙だまらせることもできん軟なん弱じやく者ものだ」

　鼻が詰まってるせいか鼻声だが、はっきりと断言する。続けざま今度は別の奴やつに腹を殴られた。金郷地が息を詰まらせると、次また次と殴る蹴けるが続く。今度は肩を摑つかまれ、倒れることも許されなかった。

　悟は目を丸くして、思わず見入ってしまっていたが……はたと気づいた。金郷地は力で対抗するどころか、ろくに抵抗もしていない。このままでは大怪我しかねなかった。教員を呼びにいったほうが良い。

　と、ちょうどその時殴り疲れたのか、暴行が止まった。ふらふらになった金郷地を突き押して、それまで最も長く金郷地を殴りつけていた奴が勝ち誇った声をあげた。

「ハッ。気味悪りぃんだよ。つまんねぇこと言ってはただ殴られてよ」

　それに対して金郷地が顔を上げ、遮さえぎる。

「わたしはお前らごときに振り分けるような余計な力なんぞ持ち合わせておらん。高みを目指して生きているからな」

「このっ……！」

　再び振り上げられた拳も、とうとう気け圧おされたのか、止まる。

　それなりの捨すて台詞ぜりふを投げながら、五人は教室から出ていった。それを見送りもせず金郷地はなにごともなかったように、今の騒ぎで倒れた机や椅子を直し始める。

「大丈夫？」

　女子のひとりが気遣って訊きくのだが、金郷地はにっこりうなずいてみせた。

「無む論ろん。いつものことだ」

　到とう底てい大丈夫には見えなかったが、すべて片付けると鞄かばんを持って、金郷地はそのまま教室を出ていこうとしている。彼が自分の隠かくれているほうの扉に近づいてきたため、悟は慌あわてて逃げ出した。廊下の曲がり角に身を隠して、下校する金郷地の姿を見送り、悟は困って頭を抱えた。

（えー？……）

　なんていうか想像していたものとかなり違う。だがしかし、その一方でいつもと変わらないと言えなくもない。







[image: ]







（とりあえずこれは、もうちょっと調べたい……かな）

　悟は自分も教室にもどって鞄を取り、距離を置いて金郷地の尾び行こうを開始した。




　そしていつものように、それをさらに尾行しているのが涼りよう香かである。

「間違いない。悟くんが探っているあの人、金郷地っていうらしいわよ。見るからに悪人って顔をしてる。悪党よ」

「そういうもんかな」

　その横で（今日は部活休みの）教きよう子こがつぶやく。涼香は同意と受け取ったのか、小さな拳をぎゅっと固めて壁の陰から悟を追った。

「日々、正義のマンとして人知れず悪と戦い続けている悟くんのため、わたしにもできることがあるはず」

「せっかく人知れずやってるんだから、ほっといてあげたほうが良くないかな」

「そんなことないわ。応おう援えんするだけでもマンは死の淵ふちから蘇よみがえるのよ。根こん拠きよなく何度でも」

　拳といっしょに得え体たいの知れない信念まで固めていく級友に、教子は少し考え込んだものの、言うべきことも思いつかなかった。仕方なく当面の問題を質問する。

「それで、これからどうするの？」

「もちろん悟くんを尾行して、いざって時には手助けするのよ」

「どんな？」

　淡たん々たんと教子が問うと、涼香はどうしてこんなことも分からないのかと言わんばかりの渋じゆう面めんを見せた。

「攫さらわれたり、悲ひ鳴めいあげたり、あと一息というところで人質にされたり、いろいろあるでしょ！」

「それ手助けかな」

「そうよ。そういうはずみ的なものがないとマンが悪を抹まつ殺さつする大たい義ぎ名めい分ぶんに困るの。政治って厄やつ介かいなものよね。そんなだから一発目は空くう砲ほうなのよ」

「そういうもんなんだ」

　そうと信じている人に反論は無む駄だだと察して、いつものように教子はうなずいた。







　３．気になるのでどんどんついてゆくわけですが




　金郷地が瞬間移動とかしたら尾行する方法がないなぁ、と悟は心配していたのだが、金郷地はのしのしと下校していくだけである。寄り道する様子もない。静かな住宅地へと進んでいく。

　そんなにひとけのない道だけに、見失う危険こそないものの、金郷地に振り返られでもすればすぐ見つかってしまいそうで、あまり距離を詰められない。いや本当に振り返りさえすれば尾行などすぐ見つかってしまうに違いない。むしろこの状況で気づかない金郷地は相当に鈍にぶい。悟は半なかば呆あきれながら尾行を続けた。次第に横道のない長い道が多くなっていくおかげで、やはり距離は開いていった。つまりは、広い塀へい、大きな家が多い界かい隈わいになっていったということだが。

　なんかもう庭に松とか柿とか生えてる家々である。古い選挙ポスターがまだ貼はってあったりする。ていうか代議士か後援者の家なのかもしれない。そんな街並みである。

　と、風景に気を取られていたせいだろう。金郷地の姿が見えなくなった。とはいえ分かりにくい横道もないため、少し急げば追いつくだろう。そう思った瞬間。

（あれ？）

　彼を追い抜いていった者がいた。その横顔には見覚えがあった。

　そんなに早足というわけではない。着ている制服は確か近くの高校のものである。髪は長く、腰まであるが歩き方がスマートなせいか揺ゆれもしない。ちらと見ただけでもしばらく目を引きそうな美人だった。

　当然、忘れるわけがない。その女……というかその女の形をしたものを見たのはほんの十数日前だった。忘れがたい、忌いまわしい記憶でもある。だがそのことよりも悟が拍ひよう子し抜ぬけしたのは、それが自分の背後から現れたことだった。尾行していたはずなのに。

「金郷地さん？」

　思わず悟がつぶやくと、その女がぴたりと足を止めた。振り向いてくる。

　見るとやはり間違いなく、以前金郷地が変身した女子高生である。彼女は……というかなんというか、金郷地は知らないふりでもするように眉まゆを顰ひそめてみせた。

「なにか？」

　聞こえるか聞こえないか程度の声である。

　困こん惑わくして悟はうめいた。

「いや、ええと、あの……今、後ろから現れました？」

　背後を示して、言う。金郷地は振り向いた格好のまま返事してきた。

「？　はい」

「……なんでその格好に？」

　悟の問いに、金郷地は表情を硬かたくする。

「学校帰りですので」

「下校中いつもその格好になるんですか？」

「登校時からずっとです」

「なんで」

「校則ですので。あの、失礼かとは存じますが、どこかでお会いいたしましたか？」

　逆に問われて悟は面食らった。どう答えれば良いものか分からない。

「金郷地さんですよね？」

　訊きき返す。

「はい」

　うなずいてから、金郷地はなにかに気づいてか、切れ長の目をわずかに見開いた。ゆっくりと深しん刻こくにつぶやくのが聞こえてくる。

「なるほど……個人情報ですね。関かかわったが最後、回線をつないだ瞬間にすべての情報を抜き取られ架か空くうの請求書を送られ騙だまされたあげくどこぞ他国へと売り飛ばされるという噂うわさのインターネット的なものですね」

「いえ、どこがどう違うとも言えないくらい違いますが……」

「まったくこの世の中、非ひ常じよう識しきなことが多すぎます」
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　そしてお前もそのひとりだと言わんばかりに、ちらりと冷たい視線を注そそがれ、悟は身じろぎした。よりによって一番言われたくない人物に言われてしまった感じである。

「見たところ、あなたは四中の生徒のようですね。もしや小こ五ご郎ろうさんのご友人？」

「え？」

　ここに来てようやく自分がなにか決定的な勘かん違ちがいをしているらしいと気づくが。

　ちりんちりん。

「どぉうおっ⁉」

　明らかに遅すぎる鈴の音とともに、悟は自転車にはねられた。

　かなり容よう赦しやない速度である。ていうかブレーキの音もなかった。道の端はしまで吹っ飛ばされ、悟が起き上がるとそこには彼にぶつかった自転車がそのまま停とまっている。四中の通学用ステッカーが貼ってあり、乗っているのは制服の女子だが……

　文句を言おうとして、悟はきょとんと黙ってしまった。自転車を停めてじっとこちらを見下ろしているその女子生徒は顔をマスクで隠している。といっても即席にタオルを巻いただけという感じだが。タオルは陸上部が部員に持たせている通称陸上タオルである。顧こ問もんがデザインしたマスコット『全力疾しつ走そうするコアラ』がプリントされている。

「謎なぞの覆ふく面めんＸ……」

　タオル覆面はただ一言、そう名乗った。どこかで聞いたことのあるような声だが、覆面のせいでくぐもって判別できない。ついでに言えば全体的にも彼女に見覚えがあるような気もする。思い出せないが。

　彼女は持たされていたらしいメモ書きを広げると、それを読み上げ始めた。

「伝言です。『逃げてエスパーマンそいつは敵よ。前みたいにまた抱きつかれたら危ない』伝言主の本音は別のところにあるようなので従ったほうが良いと個人的な忠告」

　はっとして、悟は覆面の女子を指さした。なんか自分が転ころんで血まみれになってることも忘れて叫ぶ。

「あ……あー！　もしかして、この前屋上で置き手紙を……！」

「伝言と忠告以外はできかねます」

　覆面Ｘは感情もなくそれだけ言うと、自転車で見事なターンを決めてもと来た道を帰っていった。それほど急ぐでもなく、道の向こうに姿を消す。

「…………」

　まさに置いてきぼりな気分で道に座り込んでいると、それまで成り行きを見ていた金郷地が話しかけてきた。

「大丈夫ですか？」

「なんか謎の覆面とか言ってましたしいろんな意味で大丈夫な感じはしませんでしたが」

　と。ふわりとなにか触ふれられた気がして、悟は振り向こうとし……そして振り向くだけのスペースがないと知って度ど肝ぎもを抜かれた。

　仕方なく、目玉だけ動かして見るような形である。金郷地がすぐ横にかがみ込んで、彼の傷の具合を見ようとしている。触れたと感じたのは髪だろう。

「血が止まらないようですね」

　頭に血が上って出血が増えるなどということがあるのかどうか分からないが、傷口近くに指で触れられ、もうそれが痛むのかどうかも分からず悟は混乱した。相手が誰なのかも分からなくなってくる。

　彼女が嘆たん息そくしたその吐と息いきを感じる。立ち上がり、彼女は言ってきた。

「仕方ありません。うちにいらっしゃい。手当ていたしましょう」

「え……でも」

　いつものように治してもらえば。

　そう言いかけて、悟は口をつぐんだ。その時には確信的になりつつあった。この人は金郷地小五郎ではない。恐らく、金郷地が変身のモデルにしたのだ。

　彼女は念押しするように訊たずねてきた。

「小五郎さんのご友人なのでしょう？」

　決して軽い質問などではなく、どこか鋭するどさを感じさせる。そのあたりは彼女の全般的な印象でもあった。座すわったままの悟を眺めながら、同情的であっても決して優やさしくはない。別に手を差し伸べてきたりもしない。しつけの厳きびしさを感じさせた。

「そ、そうです」

　友人と認めてしまうのもいかがなものか極きわめて難なん題だいではあったが。悟は同意していた。

　それで良かったのか悪かったのか。彼女の表情は、わずかにだが和やわらいだようだった。

「なるほど。ではどこかでお会いしていたのですね。改あらためまして、わたしは小五郎の姉で佐さ恵えと申します」







　４．見てしまって後悔するものというのがままあるわけですが




　でかっ！……って感じの門構えに、悟は気持ちも身体もいきなり引いていた。それ一枚で一万円くらいしそうな立りつ派ぱな表札には金郷地と書いてある。門だけでも相当な大きさだが、左右を見回すと白い塀が、視界が霞かすむまで広がっている。この塀が倒れれば最大で千人くらいは殺せそうな勢いである。

　門は閉とじている。閂かんぬきまでかかっているのかどうかは分からないが、佐恵はその横の通用門に向かっていった。門を見上げて立ち尽つくしていた悟のほうを振り返り、

「こちらです」

　と声をかけてくる。

「は、はぁ」

　まだ衝しよう撃げきから覚さめない悟は思考を止めて、招かれるまま佐恵についていった。戸をくぐってみると、想像通りの見事な庭園である。庭木、石、池に橋まである。奥には瓦かわらの屋根。思わず屋根の上に鯱しやちほこを探してしまうほど威い風ふう堂どう々どうとしたお屋や敷しきだが、それほど大きく見えないのは平屋だからだろう。でもやっぱりかなりの広さがあるっぽい。

　雨でもないのに水の流れる音がする。松の木の下をくぐるように進む佐恵を追って、悟は小走りになった。彼女はそれほど速くなかったため、すぐに追いついたが。

　玄関に着いても、広大だけに生活の音もしない。また佐恵が戸を開けた。玄関には入らず、長い廊下の奥に向かって声をあげる。

「ただいまもどりました」

　返事はない。が、誰かが廊下をぱたぱたと進んでくるのが聞こえてきた。

　現れた人物を見て、悟はまたさらに放心した。金髪巻き毛青い目の、大柄な外国人っぽい女性が着物姿で出てきたのである。これまた相当な美人ながら、和わ装そうははっきり言って似合っていない。が、にわかに着てみたという雰囲気でもなかった。彼女は佐恵の姿を認めてから流りゆう暢ちような日本語で返事した。

「おかえりなさいませ、佐恵さん」

「はい。お母様」

　えー。

　思わず声に出しそうになるところを押しとどめ、悟はたじろいだ。その婦人が佐恵の母親だと聞いても、似てないけれどまあそういうものかと思わないでもない。だがそれは金郷地の母親ということにもなるのだ。

（意外性だ。意外性だけだ。騙されてる）

　悟が胸のうちでうめいているうちに、佐恵と母親がやり取りを続ける。母親は悟を見、訊ねるように佐恵に視線をもどした。佐恵がそつなく答える。

「こちら小五郎さんのご学友とのことです。外で暴ぼう漢かんに襲おそわれ、怪我をなさっておいでですので、まずは手当てのためお招まねきしました」

「ああ、それは大変なこと。小五郎がいつもお世話になっております」

　玄関から下り金髪の頭を下げる彼女に、悟は狼狽うろたえた。

「その、はい。いやいいえ。こちらこそ」

「小五郎さんは先ほどもどったようなのですが、またすぐお出かけに」

「またですか？　今日こそは……」

　母の言葉に反応したのは佐恵だった。眉根をやや寄せている。

　それを遮るように母が口をはさむ。内うち輪わの話題を避けたのだろう。

「ご友人のお手当てはわたしが。佐恵さん、あなたは着替えていらっしゃい」

「はい。では、お先に」

　軽く礼をして、佐恵が家にあがっていく。悟はそれを見送ってから、ふと自分が名乗ってもいないことに気づいた。

「あ、あの、すみませんでした。ぼくは、いやわたしは、その、王おう子じといいます。王子悟です。同じ学校の二年で、金郷地さん、いやええと先輩は」

　すっかりびびり上がって言っていると、金郷地母はにっこりと会え釈しやくしてみせた。

「小五郎さんのお友達がいらっしゃるのは珍めずらしいことです。こちらへどうぞ。ご安心を。傷の手当ては慣なれておりますので」

「あ、すみません……」

　なんで慣れてるんだろうかと疑問に思うが、屋敷の離れが視界に入って氷ひよう解かいした。武ぶ道どう場じようのようである。なんだか分からないが武門だか武家だかいうやつなのだろうか。

　屋敷に入ると錯さく誤ご感かんはますます加か速そくする。屋敷の中というか、庭に面した廊下を通っていく感じだった。時代劇らしいというか、ところどころ最低限電化されている以外は本当に大昔の建物なのではないかと思えるほどである。いちいち部屋をのぞくわけにもいかないが、廊下を進むうちに見える範囲では電話もＴＶも見当たらない。そういえば金郷地は携けい帯たいも持っていないようだった。

　客間と思おぼしき部屋に案内される。襖ふすまは閉めないまま通されたため庭が見えた。本来は庭園を眺めながら茶会でも開くような部屋なのだろう。と、いつの間にか金郷地母が薬箱らしき木箱を持っている。彼女は悟に座ざ布ぶ団とんを勧すすめ、自分はそのすぐ横で膝ひざをついた。木箱の蓋ふたを開けた際、悟もちらりとのぞき込んだが、中に入っていたのは一応そこらの薬局でも売ってるような普通のものである。内心、悟は安あん堵どしていた。蝦が蟇まのあぶらとか出てくるのではないかと不安だったのだ。

　彼女は黙もくしたまま消毒液をガーゼに染しみ込ませ、それを悟の傷口に当てた。しみるが、大したことはない。軟なん膏こうを薄うすく塗ぬって絆ばん創そう膏こうを貼はる手つきは確かに手慣れている。作業を終えると彼女はぱたんと木箱を閉じ、それを戸と棚だなに片付けた。後ろ姿をぼんやり見上げていると、入り口に別の気配を感じる。

　佐恵がまた姿を現していた。着物でも着てくるのかというとそうではなく、普通のトレーナーにジーンズである。彼女は悟の正面に正座した。母も並んで座る。

　なにがあったというわけでもないが、というかなにもなくそのまま黙りこくって数秒が経過し、気まずさは倍ばい増ぞうしていた。思わず庭へと目が泳ぐ。そもそも人の家族に会うというのは息苦しいものである。なにを言えばいいのか分からない。

「て、手当てありがとうございます。それじゃぼくは帰ろうかと……」

　愛あい想そう笑わらいとともに悟が腰を浮かそうとすると、佐恵が母と鋭く目め配くばせするのが見えた。素す早ばやく制止して佐恵が言ってくる。

「どうぞお待ちを。実はわたしども、悟様にお話があるのです」

「お話？」

「折おり入って……というのもこのような経緯では御ご無ぶ礼れいかとも存じますが。実は当家の小五郎についてでございます」

　真剣な眼まな差ざしでそう言われ、悟ははっと思いとどまった。これこそ求めていた情報かもしれない。

「は、はい」

　悟が座り直すと佐恵が再び母へと合図した。と、既に金郷地母がそれまで持っていなかったはずの風ふ呂ろ敷しき包づつみを抱えている。どこから取り出したのか分からないが、なんか必要とあらば持っている。まあ母親というのはそういうものなのかもしれないが。

「まずはこれをご覧らんくださいませ」

　彼女は包みを前に差し出し、風呂敷を広げた。そこにあったのは本や雑誌である。この古風なたたずまいには似つかわしくない。悟は手に取ってタイトルを確かめた。『宇宙から飛来する超文明』『ザ・ＵＭＡ』『世界を裏で支配する秘密組織百選』『月刊未確認飛行物体・接近遭遇時の護身術特集号』等々。

　全部が全部そういったものである。佐恵が沈ちん痛つうな面持ちでつぶやくのが聞こえてきた。

「これはすべて小五郎の持ち物です。わたしは心配なのです」

「はぁ……」

　とりあえず生返事をしておく。だが佐恵は真剣そのものである。ずいと前に身を乗り出してあとを続けてくる。

「家の外の御お方かたにこうしたことをお頼み申し上げるのは誠にお恥ずかしいことではございますが。小五郎は家の者の言葉には耳を貸しません。空飛ぶ円盤には宇宙人など乗っていない、あれは政府が実験中の新兵器なのだと言っても聞かないのです」

「それを聞くのもどうかと」

「お戯たわむれを。お上の言うことがすべて正しいに決まっております」

「公式発表じゃないと思いますが」

　いろいろ気になるがそれは置いといて、悟は雑誌のひとつを持ち上げた。そのタイトルは『超能力は実在する』。逆に訊たずねてみる。

「あの、これとかどう思います？」

　佐恵が失笑した。

「そのような戯ざれ言ごと。まったくの非常識です。見るに堪たえません」

「そ、そうですよね……ホント」

　これで大体の人間関係は吞のみ込めた。ついでに、なにを頼まれるのかということも。

（そうか。そうなんだ）

　金郷地の濃こい顔が脳裏に浮かぶ。以前は思い浮かべるだけで気が遠くなったが今はまた少し違っていた。深呼吸し悟は意を決した。

「あの」

　佐恵と母親に視線を返して話し始める。

「確かに金郷地さん……小五郎さんは、言うこともやることも極きよく端たんかもしれませんが、それでもきっと、多分、その、はたから見てると到とう底ていそうは見えませんが、つまり、あの人は本心から正しいことをやろうとして、それをしてるんじゃないかなって」

「どういうことですか？」

　声と顔とを険けわしくする佐恵に気圧されつつも、悟は続けた。

「詳くわしいことは言えませんが、今あなたたちがあり得ないと笑ったものの中にも確かに存在するものがあるんです。だから金郷地さんの言動がどんなに異常に思えても、その中にもひとつくらいは正しいことがあるのかもって、今、思ったんです」

「…………」

　眼前のふたりの顔は変わらない。気力が尽つきて悟は顔を伏せた。

「分かってもらえなくても仕方ありません。でも、ただ相手だけが非常識だと決めつけるんじゃなくて、もっと別の見方だって」

「しっ」

　声を発したのは佐恵だった。と、その時になって悟は、ふたりがとうに話など聞いていなかったことに気づいた。厳しい顔をしていたのもなにか異変があったかららしい。

　金郷地母が音もなく立ち上がった。一ひと跳とびすると壁に拳を叩きつける。すると壁がどんでん返しのように回った。そこには短い槍やりが留めてある。彼女は当たり前のように槍を手に取ると庭に向かってぶん投げた。

　がさっ！　と槍が庭にある茂みのひとつに突き刺さる寸前に、そこから人影が飛び出した。というか人影プラス自転車である。

「曲くせ者ものぞ、出合え、出合えー！」

　金郷地母が声をあげる。といっても誰も出てこなかった。単に叫んだだけだろう。その代わりと言うべきか。佐恵が立ち上がった。

「おのれ、先の暴漢！」

　人影は確かにさっきの覆面Ｘだった。自転車に乗ったまま器用に静止している。タオル覆面の下から、視線は悟に向かっていた。

　またメモを広げ、読み上げる。

「伝言です。『エスパーマン、悪の巣そう窟くつにひとりで挑いどむなんて危ない！　わたしたちが戦ってる間に敵基地の動力炉を』以下略」

　それを聞いて佐恵が閃ひらめきを口にした。

「わたしたち……？　賊ぞくは複数か」

　別に隠すつもりもないのか、覆面Ｘはあっさり肯こう定ていする。

「もうひとりはそこらに隠れてるけど腰を抜ぬかして出て来られません」

　すすっと、やはりどこからか持ち出したのか刀を娘に差し出し、金郷地母が告げる。

「抜ばつ刀とうを許可します」

「はい」

「いや、どんな権力ですか！　つーか結局あんたらが十分非常識だし！」

　悟は叫びかけたが、佐恵がすらりと刀とう身しんを抜き放つとさすがに後あと退ずさりせざるを得なかった。白い肌、冷れい徹てつな眼差し、隙すきのない立ち居振る舞い。刀と彼女は対の兄妹のようですらあった。その凄すご味みを感じる。

「屋敷は城。城は武力で守るもの」

「規律ある民兵こそが自由国家の安全を保ちますわ」

「うわ微妙にアメリカナイズされてる」

　続けて言ってきた金郷地母に悟が反応しているうちに、佐恵が動いていた。

　抜いたのは単に確かめただけなのか、彼女はすぐにまた剣を鞘さやに収おさめて居い合あいの構えを取った。庭にいる覆面Ｘを睨みつけ、

「ジョディ叔お母ばさん流抜刀術。マウイの活火山と恐れられた叔母より習いし剣の技、賊相手に使うのも勿もつ体たいありませんが」

「そういうのは人のいないとこで安全に振るっときましょうよ」

　後ろから弱気で告げるものの、止められそうにない。なんとか超能力でと思っても、うまくいく確信はなかった。なんか哀しいことでも思い浮かべられれば……

「はぁっ！」

　佐恵が庭へと飛び降りる。稲いな妻ずまのような素早さで剣を抜き放ち、斬きり掛かるのだが覆面Ｘも速かった。自転車ごと後方に跳ちよう躍やくしてかわすとそのままサドルから下り、反動で持ち上がった自転車を抱え、続けて襲おそう佐恵の斬ざん撃げきをタイヤで打ち返す。まるで自転車を使った武術かなにかである。だがやがて佐恵が半歩ほど退ひいてから、また渾こん身しんの力を込めて刃やいばを振るった。横一文字に放ったその斬撃は自転車を丸ごと一刀両断する！

　だが覆面Ｘも飛び退のいていた。自転車を捨てずにいたら彼女も傷を負っていただろうが、無傷のまま距離を置く。

　その身のこなしを評してだろう。小声で佐恵がつぶやくのが聞こえた。

「やりますね」

「いや別に」

　こともなげに覆面Ｘが答える。

　だが実際、窮きゆう地ちには違いなかった。刀を振り上げた佐恵が、じわじわ近づこうとしている。この際、超能力が使えなかろうと止める方法を考えねばならないところだった。後ろから飛びついて動きを止めれば……
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　だが悟の予想以上に佐恵の踏ふみ込みが速かった。後ろから摑つかまえようとした彼の手は間に合わず、気合いの声とともに彼女は斬り込んでいく。その瞬間。

「危なああい！」

　槍の刺さった茂みから、あろうことか都つ合ごう涼香が飛び出すのを、悟は見た。涼香は覆面Ｘの前で両腕を広げようとしている。身をていして庇かばうつもりだろう。だがその結果は考えるまでもない。

（そんな……！）

　知ち覚かくが加速したのは能力か、それともただの危機反応か。彼女を助ける力はどこにもないのに、彼女の身に危険が迫っていることだけをはっきりと理解できるのは皮ひ肉にくだった。刻一刻と刃が進む。どんなに速く動けたところでそれを止められそうにない。あるいは瞬間移動でもできなければ。

　どこからか聞こえてくる声があった。

「エスパァァァァ！　接せつ触しよく事じ故こー！」

　輝きの中から出現するエスパーマンの姿。それは確かにヒーローじみていた。その光がまさに涼香と佐恵の間に出現し、悟の望んだその位置にエスパーマンスタイルを顕けん現げんしたのだからなおさらに。だけどまあ、その光ってどうやら爆発だったらしく。

　それが斬撃より安全なものだったのかどうか。金郷地家の庭で起こった爆発は涼香と佐恵双方を吹き飛ばし、ついでに弾はじき飛ばされた佐恵に激げき突とつされて母をも昏こん倒とうさせた。同じく吹っ飛んだ涼香を覆面Ｘが空中で摑まえるものの、勢いきおいを殺し切れない。覆面Ｘは地面に倒れ、涼香は上下逆さまに壁にめり込んだ。無事に残ったのは仁に王おう立だちするエスパーマンスタイルと、立ち尽くす悟のみである。

　エスパーマンスタイルは言うまでもなく金郷地だった。なにが起こったのかは一切気にした様子もなく悟のほうを向いてくる。

「どうだろう哀しみのエスパーマン。出現時に光ったりできないかと工夫してみた」

「いや……あの……」

「新たな能力に目覚めたのだな哀しみのエスパーマン！　君の呼び出しテレパシー、確かに受け取ったぞ！」

「ええっと、その」

「これでわたしはいつでも現れる！　途と方ほうもなく便利だ！」

「ああ余計なものに覚醒してしまった……」

　頭を抱えようとする悟に、金郷地はなにかを被かぶせてきた。コンビニ袋である。

　嫌いやな予感とともに見上げると、エスパーマンスタイルは満足げにうなずき、

「さあ哀しみのエスパーマン。商店街にまたもや悪の虐ぎやく殺さつマシンが出現した」

「え、これほっとくんですか？」

　庭の惨さん状じようを指さして、訊きく。

　でも答えは分かり切っていた。







　５．だからといって賛同できるわけでもないのですが




　いつものように商店街の上空。眼下には巨大な歩行機械（ポニー型らしい）。金郷地エスパーマンスタイルが上じよう機き嫌げんに叫ぶ。

「さあ今日も今日とてこの星のため、思い切って無制限気味に悪を撲ぼく滅めつしよう！」

「教室では諭さとすだけだったのに……」

　ぶつぶつと悟がぼやくと、それが耳に入ったのだろう。金郷地は問い質ただすことも否定もせずに、ただ首を縦たてに振った。

「それは仕方ない。クラスメイトを事象の彼方かなたへ抹まつ消しようしたら建たて前まえ的てきに問題だ」

「建前ですか⁉」

「馬鹿者！　正義の成分の半分は優しさだが、残り半分は建前でできている！」

「え、えー？」

「建前だから本音より下だなどと子供のようなことを言うものではない。本音より正しい建前ならそっちに従うのが当たり前だ！　屁へ理り屈くつなどいらん！　むしろ本音を建前より優先するなどケダモノの惰だ弱じやくに過ぎん。馬鹿どもは死ねばいいのになー的な本音など、社会を健全に保つ建前には劣おとる故、許されぬが当然のこと！」

　金郷地の調子はヒートアップしていく。

「これぞ正義を愛する心！　正義とは悪の惰弱を律りつするための建前の強制！　だからこそ正義は悪より強きよう固こになれる！　そして滅ほろぼすことが社会的に許されてるっぽい悪は容よう赦しやなく圧あつ殺さつして見せしめに！　正義の強制力、エスパーマン参上！」

「もうわけ分かんないんですけど」

　脱だつ力りよくしつつ悟は言った。頭が痛くなる。いつものように。

　違ちがった。やはり自分が甘かった。確かに非常識の中にも一ひと欠片かけらくらいは真実があるのかもしれない。でもやっぱり行き過ぎた非常識は手に負おえないのだ。だって非常識だから。

「さあ行くぞ！　この星の平和のために！」

「国際世論の承しよう認にんもなく勝手に星の平和を守るのはどうかと思うんですが……」

　十年後、人類への報ほう復ふくに現れたヒマラヤ昆こん虫ちゆう人じんと壮そう絶ぜつな戦いを繰くり広げることになる秘密部隊エスパーマン。いつの日か訪れる平和を信じて戦い続けるのだった。







[image: 第五話　エスパーマンよどこまでも（前編）]
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　１．愛の知らない危機的状況




「え、えーと、またまたすみません。本当に毎日すみません。世界征せい服ふくに来ました……」

　強きよう襲しゆう型がた直ちよく立りつ歩ほ行こう車しや両りようカンガルーＡ（主武装はカンガリアンチョップ）のモニターから商店街を眺ながめ、いつものように自宅の地下にある遠えん隔かく操そう縦じゆう台だいにて、猿さる渡わたり愛あいはマイク片手に声をあげていた。遠隔操縦とはいえ、彼女の姿は立体映像で車両上に投とう影えいされているはずである。なにしろ申し訳なくて壇だん上じようで何度も頭を下げるが、もう警察も慣なれてきたのかこちらの言葉を聞くこともなく交通整理しているだけだった。集しゆう音おん器きで拾った婦警の声はひどく淡たん々たんとしている。

「はーい、こっち巨大機械です。混乱を避さけるため迂う回かいをお願いしまーす。みなさんご協力くださーい」

　住民ももう混乱もなく指示に従っている。野や次じ馬うまはやはり集まっていたものの、回数を重ねるにつれてリピーターのほうが多くなっているようだった。

　道路を壊こわさないよう恐る恐る進みつつ、愛は続けて呼びかけた。

「あ、あの、でも今日はなるべく早く終わろうと思うんです。ここ一回りしたらすぐに帰りますんで、できればあの、いつもの変な人たちにも出てきて欲しくないんです。いっつも擱かく坐ざした車両の片付けとか人任せになってしまって、心苦しいというか……」

　道は結構人通りが多い。というかここ最近、商店街は好況らしい。連日の歩行機械騒ぎはもはやニュースにもならなくなっている反面、出し物として定着しつつあるようだった。揣し摩ま想そう町駅前商店街が知名度を上げようとして謀はかったのではないかという噂うわさもあるとか。通っている高校がこの近所であるため、愛も商店街に立ち寄ることはたまにあるのだが、最近では破は壊かいされた機械の部品を土産みやげ物ものとして売っている店てん舗ぽもあった。意外とすぐに買い占められるらしい。愛も見覚えのある政府特務機関っぽい黒服外国人の集団とかに。

　喜ばれてるんなら良いのかもしれないが、むしろもっと迷惑がって対策を練ねって欲しいという気もする。気持ちは複雑だった。

　そんなうちにもアナウンスを続け、ふと愛は気になってステージ下のオペレーター席に目をやった。そこにはでかい段ボール箱を被かぶった叔お父じが複雑なパネルを目まぐるしい動きで操作している。

　邪じや魔まして良いものか迷ったものの、愛は入力機のスイッチをオフにして問いかけた。

「あのー、叔父さん。これ終わったらちゃんと月面基地に撤てつ収しゆうするってこと、みなさんに言ってもいいですか？」

　と、叔父の大だい地ち右衛え門もんは手を休めることもなくあっさりと言ってきた。

「ん？　まあ構わんだろ。いや叔父ではないぞ。サイバーブレイン大ちゃんである」

「んー……あの、バレちゃっても良いことなのかなって思ったんですけど」

　念押しは流して、つぶやく。だが大地右衛門、いやサイバーブレイン大ちゃんは気にした様子もない。

「知られたところで、警察の予算かき集めても月の裏側まで警察官は飛ばせんだろ」

「そういうものなんでしょうか」

　腑ふに落ちないものの、他にどう言えば良いやら。愛が嘆たん息そくしているうちに、大ちゃんがぼやきを発する。

「しかしそれにしても愚ぐ民みんどもの反応がいまいちだな」

　まあさっきのような事情でもう誰もこの件では騒がなくなっているわけだが、叔父は不服そうである。

　やはりどう言えば良いやら途と方ほうに暮くれつつ、愛は指し摘てきした。

「思うに、主張が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎて伝わってないんじゃないかと思うんですけど」

「むう。つまりアレか。お前のアクションを聴ちよう衆しゆうに解説するためのつっこみ役が必要だということだな。字幕がないと通じんからな今時の客は」

「そんなお笑い芸人の悩みみたいな」

　その時。

　言っている間にモニターがブラックアウトした。外部の音声もシャットアウト。モニターの隅すみにはただ一言、全ぜん入にゆう力りよく遮しや断だんと表示されている。ふたりしてよそ見していたため、なにが起こったのかは分からない。

　無言のまま大地右衛門がパネルのボタンに触れた。『リプレイ』と題して、断絶数秒前からの映像が再生される。

　空は晴れている。雲がいくつか吞のん気きに流れる中、彼方かなたから突然、空飛ぶ人影が現れた。見る見るうちに人影は接近してくるが、その拳こぶしがモニターに大写しになったところで再生が終了した。

　例のエスパーマンとかいう変な格好をした人である。カンガルーＡは破壊されたらしい。もうこちらからはどうしようもない。

「…………」

　無言で立ち尽くす大地右衛門に、愛は声をかけた。

「あ、じゃ、じゃあ、わたしはそろそろ晩ご飯準じゆん備びしなくちゃ……」

　ステージから飛び降り、慌あわて気味にぱたぱたと愛は退たい散さんした。




　夕食後（優しい愛は予定を変えて、彼の好物のカツ煮にを作ってくれた。美う味まかった）。

「うーむ」

　廊ろう下かの壁に貼はってある対戦表にまたしても黒丸を書き入れながら、サイバーブレイン大ちゃんはひとり考え込んでいた。

　世界征服を始めて以来、対戦成績は０勝20敗。あんまりな戦績である。愛にミサイル禁止されているとはいえ、あんな理り不ふ尽じんに空とか飛ぶ連中に発明品をことごとく粉こな微み塵じんにされるというのは納得しがたいものがあった。世界征服用車両はまだまだいくらでもストックがあるが、これはいい加か減げん、根本的な部分から考えていかないと状況を改善できないようである。

　相変わらず段ボール箱の内側で、彼は目を閉じ問題点を思い浮かべた。台所から水道の音。愛が食器を洗っているのだろう。

　愛に運転できるものとなると、彼の造った脳のう波はコントロール式の車両しかない。しかしそれは戦闘能力のほとんどを愛の闘争本能に委ゆだねることになる。結果として今までの車両はすべて、反撃すらできないうちに撃げき破はされてきた。

　つまり操縦者である愛に問題が……

　いやそんなはずはない！

　箱の中でくわっと目を見開き、彼は至りかけた結論を拒きよ絶ぜつした。

　兄とその嫁よめの遺のこした娘に問題があるなど。そんなわけがない。愛は良い娘だ。闘とう志しだってグレート小こ鹿じかにも匹ひつ敵てきするものを秘めているはず。もうなんていうかガンダム並なみだ。アッザムリーダーを食らった時以外弱音は吐かない。

　だいたい原因がユーザーにあったとして、それで終わっては発明に進歩はない。使用者の脆ぜい弱じやく性せいを踏まえた上で、それをどう解決するかが技術革新の大前提であろう。

　はっと彼は思い出した。ヒントは既すでに出ていたではないか。

　サイバーブレイン大ちゃんは、ちらりと台所をのぞき込んだ。愛の洗い物はしばらく続きそうである。水道を使っているうちは、彼が少しくらい声を出してもそれを聞かれることはない。それでも一応足音を忍ばせて、玄関にある電話に向かう。箱の中に受話器を入れて、見もせずに番号を押した。

　呼び出し音を数えつつ、待つことしばし。

「もしもし。Hello.ああ、Ah is it the国防省ですか。Department of Defense?え？What?

どうやってHow haveここにIかけてきたcalled it?？

いやEven ifそんなsuch a thingことis said,言われI do notても。understand.

適当に番号It takes the押せばかかるだろうtelephone of suitably電話なんだから。pushing the number.

なにStrictly極秘confidential回線？line?

そんなことI do not know知らん。such a thing.

用件はだな、My business...ん?？……どうしてそんなWhy do I do翻訳ソフトhow to talkみたいなlike the translationしゃべり方software toなのかだと？your question?

そんなThere is noわけがない。such a thing.完璧なMine is英語だ。perfect English.

むしろそんなことよりFrom such a thing,なんでわたしがIt is a mysteryいちいち聞き返してるI am asking backのかのほうが謎だseparately why.」

　話し相手の反論を無視して、さらに先を続ける。

「いやどうでもIt is good, andいいから、I want to employ軍事的才能にthe general who溢れた兵士をoverflowed in a militaryひとりtalent by one part-timeパートタイムeven in case ofで雇いたいのだunpleasantly and very.が。ん？?　軍事的才能だ。It is a military talent.どんな才能かだと？What talent is it?　知るかS h i r u k a.。じゃあJyaaシュワルツェネッガーSchwarzeneggerでdeいい。ii.ただしTadashi八十hachijyu年代nendaiのだぞ。nodazo.

なに、Nani,シュワルツェネッガーSyuwarutsueneggaはwaいない？inai?

貴国は核PERA PERAより貴重なPERA PERA兵器を手放PERA PERAしたのか？PERA PERA.」

　そこまで言う頃ころには電話は切られていた。ムッとしながら受話器をもどし、独り言をつぶやく。

「セガールのほうが良かったかな。だいたい弾だん薬やくを使いすぎる奴やつは好かん。たまにしかミサイル演習できない子の気持ちを考えたことがあるのかと……」

　だが、思い直す。

「いや待て。わざわざ海外から兵隊を個人輸入する必要はないか。国内で探すほうが手っ取り早い。だいたい英語とかわけ分からん。勘かんで話してみたのに通じんかったし」

　三億だか数十億人だかの言語をいきなり全否定しつつ、まあそれはそれとして。

　そうだ。愛にばかり負ふ担たんをかけてしまっていたからいけなかったのだ。王には部下が必要だ。闘争心に溢あふれた、配下の部隊。これだ。これがあれば問題はなくなる。

「ふっふふふ。今度こそ戦争だ！　覚悟するがいい……ええと、なんか邪魔する奴ら！」

　名前を認にん識しきしてないのはお互い様だった。







　２．悟の知らない危機的状況




（つ、ついに、ついにこの時が）

　震ふるえながら悟さとるは、その手紙の文面から目を離した。彼の自室である。無論のこと彼以外誰もいないが、それでも周囲を見回し、再び手紙を読み上げる。

『エスパーマンへ

　明日の放課後、ついにお前と対決してやる

　場所は校舎裏　地獄の掃はき溜だめさ

　お前を今まで野放しにし過ぎた

　ここしばらくお前をずっと見ていたぞゲヘヘヘヘヘヘそろそろ熟うれすぎた果実の収穫時期だ死ね

　お前の秘密を知る者より』

　今日、下校時に下げ駄た箱ばこに入れられていたものだ。

　この前と同じ、筆ひつ跡せきを誤ご魔ま化かすためか文字の形はたどたどしい。脅きよう迫はく状じようはこれで二度目。謎なぞの覆ふく面めんとやらの威い嚇かく攻こう撃げきも含めれば三度目である。しかも今回ははっきり決着をつけると書いてある。

　悟は手紙を折り畳たたむと、椅い子すをくるりと回して背を向けた。しばし目を閉とじ考え込む。

（そもそもこれはなんなんだろう）

　脅迫状というか果たし状というか。

　それは分かるのだが、脅おどされる理由というのが思いつかない。

（だいたいエスパーマンなんて言ったって、なんにもしてないに等しいし。逆に誰の役に立ってもいないけど……）

　心当たりがあるとすると（というか他にやってることもないからだが）、ただひとつ。毎日出てくる変な機械である。あれをいちいち壊こわしてるわけだから、作ってる人とかには恨うらまれてるかもしれない。

（でも例の覆面は四う中ちの生徒みたいだし、脅迫状が送りつけられるのも校内でのことだし。あの機械とは関係ないんじゃないかなぁ）

　いろいろ考えるのだが答えも分からず。

　最もつとも気になるのは昨日のことだった。つまり金こん郷ごう地ち家けでのことである。謎の覆面が乗り込んできて騒ぎになった際、まったく唐とう突とつに現れたのが都つ合ごう涼りよう香かだったのだ。

（いったい、都合さんとあの覆面になんの関係が……）

　まったく想像もつかない。このような下げ劣れつな恐きよう喝かつと都合涼香。どう考えても接点のない取り合わせだ。

「まさかっ⁉」

　悟は目を見開いた。自分の思いつきに驚き、つい声が出る。

　確か、涼香は悟がエスパーマンであることを知っていた。なんで知ってたのかもよく分からないし、なんかちょっと勘違いもしていたが。それはそれとして。

「まさか都合さんは、それを知ってしまったためにあの覆面に脅されているのか！」

　こんな脅迫状を出してくるような相手である。涼香にまで魔の手を伸ばしてもおかしくはあるまい。

「なんてことだ、ぼくのせいで……」

　悟がうめいていると。

　ふと横から声が聞こえてきた。

「そう。この世のどこにも悪がある」

　見るとそこには金郷地がいた。いつからいたのか分からないが、なんかもういるのが当たり前であるかのような感じでそこにいた。

　暑あつ苦くるしく拳を握にぎり、力一杯うなずきながら、金郷地はさらに続けた。

「蔓まん延えんする悪と戦うことが我らの使命。哀かなしみのエスパーマンよ。ついにそれを分かってくれたか！」

「まあ、今回わりと自分の身に差し迫った感じなので反論はしませんが」

　いきなり部屋に現れた金郷地に、悟は問いかけた。

「で、なにしに来たんですか？」

「いや、悪の気配を察さつ知ちしたのでな」

　そう言う金郷地の手には例の脅迫状が握られていた。遠えん慮りよもカケラもなくそれを広げ、

「ふむ」

　あごに手を当て、ひとりつぶやいている。

「機き密みつ厳げん守しゆの我らエスパーマン。その正体がどうして知られたのか。これはただごとではないな。この情報力。敵は間違いなく国家クラスの諜ちよう報ほう組そ織しきであろう」

「諜報組織のいい大人が中学生相手に脅迫状なんか出さないと思うんですが」

　悟のことなどやはり無視して、金郷地の声音はさらに緊きん迫ぱく感かんを増した。

「となると次に動くのは対超能力装備に身を固めた特殊部隊？　ふふふ相手にとって不足はない」

「だいたい気分によって出力が増ぞう減げんする超能力中学生なんて、国益の観点からどの程度の意味を持つんでしょうか」

「軍を敵に回した際、気をつけなければならないのは爆ばく殺さつだ。哀しみのエスパーマンよ、爆弾があったらまず気づいたほうがいい。そして落ち着いて解かい除じよすることを勧める」

「はーなーしーをー聞ぃけぇぇぇっ！」

　横から金郷地の首を絞しめて揺さぶっても、やはり無駄のようである。というか気づいてすらいないらしい。金郷地は振り払いもせず、掲かかげた拳で脅迫状を握りつぶす。

「エスパーとして生きる以上、ノーマル者との戦いは避さけられぬ運命！　オールドタイプといえば軍だ。いつかこの日が来るとは思っていた！」

　だんだん声が大きくなっていく。階下から不ふ審しんげな母親の声。

「悟ー？　誰かいるのー？」

「いや電話してるだけだから！」

　悟が叫び返しているうちにも、金郷地の話は続く。

「しかし哀しみのエスパーマンよ安心したまえ！　いわゆる軍というのはエスパー確保のため動いてはみたもののこっぴどくやられるのが定じよう石せき！　奴らの弱点は大佐だ。大抵無能で部下にも嫌きらわれている」

「そんな人を大佐にしちゃう軍組織って世せ襲しゆう制せいかなにかですか？」

「まあそんなとこだ。よくある。眼がん帯たいして左腕がかぎ爪づめになってる白髪しらがの男とか要注意だ。家族をさらう危険性が高い。得とく意い技わざだ」

「よくもまあそういうこと思いつきますね」

　いい加か減げん呆あきれて、悟は机にもどってほおづえをついた。だが、思い直す。当たらずとも遠からずなのかもしれない。

「そうか！　都合さんが危あぶない！」

　さすがに軍だの諜報だのという話ではなかろうが、例の覆面が悟を脅迫するのなら涼香が人質に取られるかもしれない。

　そんなことは、そんなことは許せない。

「ああああ。いったいどうしたら……」

　一転して途方に暮れる。傍かたわらでずっと演えん説ぜつ（？）を続けている金郷地を押しのけて、悟は携けい帯たいを手に取った。

「せめて警告を」

　と思いつつも迷う。こんな異常事態、どう言ったら伝わるものだろう。それに前に屋上であんなことになって以来、彼女に話しかけるチャンスもずっとなかった。気まずい。とにかく気まずい。

　なんとか覚悟を決めて涼香の番号を呼び出す。が、話し中である。

「あ、あれ？　メールのほうがいいか」

「追い詰められた時こそ、砂漠の白鳥の異名を持つアカパチャマ・キチャパカ大佐の最後の切り札が登場する！　奴は友好を装よそおって手を差し出してくる。しかし実はその右手こそ義ぎ手しゆだったのだ！　ぱかんと手首が開くとそこには四五口径の銃口が……」

　金郷地の話はどこまでも続くようだったが、悟はもう聞いてもいなかった。一心にメールを打つだけである。




　その頃、都合涼香は電話中だった。

「だからね、今度はわたしから勇気を出して、悟くんの手助けがしたいって言おうと思って。で、そういう手紙を昨日出したの」

　相手は教きよう子こである。涼香はベッドでクッションを抱き込み、半なかば寝転がりながら両手で携帯を支えるいつもの姿勢で話を続けていた。

　話の内容から、涼香は自おのずと口調を速めつつあった。

「え？　どんな内容かって？　今まで悟くんひとりに世界平和を任まかせてごめんなさい、でもわたしはずっと悟くんのことを見ていた、その気持ちが実ればいいなって感じの。え？　電話遠い？　そうかな。なんでわたしがいちいち内容聞き返してるのかのほうが謎だと思うけど」

　悟のことを話した日は、クッションがいつもより余計に潰つぶれる。ベッドの上でごろごろ転がるから翌朝の寝ね癖ぐせもひどいものになるのだがそれはおいといて。

「あ、あと死ねって書いた気がする」

　それを言った後、しばらく涼香は黙だまった。教子が少し長く沈黙したのだ。その後に返ってきた問いに涼香は首を傾かしげた。

「え？　なんでって？……さあ……まずかったかな。まあとにかく明日の放課後決行よ！　教子もいっしょに来てよ。明日から試験前だし陸上部も休みでしょ？」

　その後は試験範囲について他た愛あいない話題が続き、電話を置いた途と端たんにメールが着信した。画面を見て、涼香は危あやうく電話を取り落としかけた。王おう子じ悟からである。

「あわわわわ」

　なんだか分からないがとにかく慌てて、メールを開く。こんな内容だった。

『こんなことを書くとすごく変なように思うかもしれないと思うけど、明日はすごく危険が都合さんに迫せまってるんじゃないかと思って危ないと思うからこんなすごく変なように思うかもしれないけどメールしました。

　詳しくは言えないけど（ていうかぼくにもよく分からないんだけど）、妙な危ない組織が都合さんを人質に取るかもしれません。できれば明日は学校を休んだほうがいいのではないかと思うかもしれないと思います。』

「なんだろう。悟くんまたなにか悪の組織とかと戦ってるのかな。手紙の返事にしては変な内容だけど……」

　てっきりその用件についてだと思ったのだが、なんか違ちがう様子である。返事をするべきかどうか悩むが、明日こそ一大決心して……と思っていたところに学校を休めと言われても困る。試験前だし。それにそういうことなのだから、事前に長々と連絡を取るのも台だい無なしだ。
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「そうよね。まあ短めに簡単な返事だけして、あとは明日！」

　それでも悟がなにやら自分のことを心配してくれているらしいというのは嬉うれしくて、思わず顔がにやけてしまう。メールを打ち終え、幸せな気分で明日の準じゆん備びなど始める。




　悟の携帯がメールの着信を告げた。

　涼香からの返信を開くと、そこにはただ一言『黙れ』と記されていた。







　３．涼香の知らない危機的状況




　とりあえず、放課後までそれとなく涼香を守るしかなさそうだ。

　登校時間、学校に急ぎつつ悟は決意を固めていた。くじけなかったのは我ながら頑張ったと思う。でもまあ確かに、あんな突とつ拍ぴよう子しもないこといきなり言われてもあんなものかもしれないな、という気はした。

　早めに家を出たら通とおりに人っ子ひとりいなかった。まず学校に怪あやしい人間とか入り込んでいないか見回ってやろうと思ったのだが、少し張り切りすぎたかもしれない。

（でも、相手はわけの分からない連中なんだし。このくらいは警けい戒かいしたほうがいいよな。都合さんのためなんだし……）

　小走りになりながら、思い描えがくのは涼香の姿だった。時とき折おり目が合うと、照れたように視線をそらしながら微笑ほほえんでくれる彼女。たまに言動がなんだかわけ分からないこともあるけど、きっとそれが男子と女子の微び妙みような違いというものなのだろう。まあ、多分。

　と、イメージの中の彼女に重なるようにして、涼香の声すら聞こえてきたように思えた。ただし妙に鋭い声で。

「今よっ！」

　なにかに合図したような感じである。悟は目をぱちくりした。空耳にしてははっきりした声である。

　そして視線を移すと。

　曲がり角から飛び出してきた人影があった。自転車に乗ったまま出てくるなり凄すさまじい速度で見事なジャックナイフターンを決め、彼へと向き直る。

　やはりタオルをぐるぐる巻きにして顔を隠している。今回はこれまた陸上部顧こ問もんがデザインした『腿もも上あげクロコダイル』の図ず案あんである。そういえばこの前真っ二つにされたはずの自転車だが、傷ひとつ残っていない。庭を直すついでに、金郷地が直してたのだろう。

「お前はっ！」

　悟が声をあげる。と。

「えーと謎の……いや陸上部仮面」

　少し考えてから答えてきた覆面改め陸上部仮面に、悟は眉まゆ根ねを寄せた。

「なんで名前変えたの？」

「いや。悪ノリ」

　あまり気にしても仕方ないらしい。悟は息を吸って、さらに語気を強めた。

「いったい何者なんだ！　ぼくになんの恨みがある！　この前、都合さんまでいっしょに現れたのはなんなんだ！　都合さんを巻き込むのはやめろ！」

「…………」

　陸上部仮面はなにやら釈しやく然ぜんとしない感じで関係ない方向を見てから、

「まあとにかく、また伝言ね。えー『エスパーマンよいろいろと危険なようだが……』」

「また脅迫かっ⁉」

　悟は相手を遮さえぎった。陸上部仮面が困ったようにつぶやく。

「いや伝言……」

「そうかやっぱり仲間がいるんだな。お前らが組そ織しきだってなにを企たくらもうと、都合さんには指一本触れさせない！」

「組織？」

　相手が油ゆ断だんしているうちに先手必勝とばかり、悟は腕を突き出した。そのまま力を込めるのだが。

　なにも起こらない。

（しまった。やる気出して盛り上がり過ぎた。哀しくないから力が出ない）

　これを気け取どられるのはまずい。悟は突き出した手をそのまま指さしに変えた。

「とりあえずっ！　放課後がいいなら放課後に勝負してやる！　だが都合さんには絶対に手を出すんじゃない！　いいな！」

　言うだけ言って大おお股またで進んでいく。自転車の横を通り抜け、悟はそのまま振り返りもせずに道を急いだ。誤魔化せたかどうかは分からないが、とにかく陸上部仮面はなんにも言ってこなかった。




　悟の姿が消えた後、教子は顔からタオルを取った。それに合わせてひょこっと、横道から様子をうかがっていた涼香が顔を出す。その彼女に、教子は問いかけた。

「で、これの目的はなんだったの？」

「だって悟くん、今なんだかまたもの凄く危険な組織とかと戦ってるらしくて。今もそんなこと言ってたじゃない。放課後からと言わず、今からでも守ってあげないと」

　小さな拳こぶしを縦たてに振って力説する級友に、教子はしばらく考え込んだ。今の展開に疑問を持ったのはもしかして自分だけなのだろうか。もしかして。いやまさか。でももしかして。

　タオルをしまってその疑問を投げかける。

「いや、でも今の、なんかわたしのこと敵だと思ってなかったかな、彼」

「え？　教子ってなんかの組織なの？」

　驚いたのか、涼香が軽く目を見開く。教子はもちろん否定した。

「違うけど」

「じゃあ違うじゃない」

「うーん……」

　どうも言いたいことと、伝わったことにズレがあるようなのだが。どうすればそれを解消できるものやら。

「まあいいか。それで、これからはどうするの？」

　教子の問いに、涼香はやっぱりろくに迷いもせず答えてくる。

「そうね。悟くんも告白は放課後がいいって言ってたし、言う通りにしよっか」

　と自分で気づいたのか、さっと赤面して身をよじり、もじもじし始めた。

「あっ。別に告白っていうのはね、そういう意味じゃなくて……でも全然そういうのじゃないかっていうと、またちょっと違うかもしれないけど、ええと、まだわたしと悟くんには準備が必要で……」

「…………」

　教子は黙って聞いていた。というか聞き流していたのだが。なんにしろ、なーんかまたどうしようもないことになりそうな予感だけはしていた。







　４．誰も知らない危機的状況




「はぁ……」

　放課後、帰り支じ度たくを終えて廊下に出たところで、猿渡愛はひとりため息をついていた。このところ、家に帰るのが少し憂ゆう鬱うつになっている。

　叔お父じは悪人ではないのだが（多分）、一度言い出すともう人の話を聞かないところがある。奇き行こうはたびたびあったこととはいえ、世界征服などというのはさすがに初めてのことだ。しかもそれを始めたのが愛のためというのだからますます頭が痛い。あげくの果てには毎回、エスパーマンとかいう妙な人たちが現れては騒ぎを大きくする。

　まあ愛が学校などで聞いている限りでは、世間はまだ彼女らの行動を世界征服のための示じ威い行こう動どうだと認識すらしていないらしい。今日などは学校の友達に「ねぇねぇ、愛も放課後、商店街にあの謎の機械とか見物に行かない？」と誘われ、非常に曖あい昧まいな断り方しかできなかった。そうして寄り道でもして家に帰らなければ地域に迷惑をかけなくて済むのかもしれないと、ちらと思ったけれど。でもちゃんと帰らないと家事ができないし。愛が片付けないと、家はたちまちゴミ溜だめみたいになってしまうし。ていうかわたし受験生なんだけどな……

　そんなことをくらくら考えていたら。

「どうかしましたか、猿渡さん」

　声をかけてきた相手が、ずっと前から真正面にいたのだと気づいて、愛は慌てて顔を上げた。

　本当にすぐ目の前、目と鼻の先に彼女はいた。Ｂ組の金郷地佐さ恵えである。愛はほとんど飛び退のくようにして半歩さがると、つっかえながら声をあげた。

「こ、金郷地さん」

　なんだかごく当たり前のように美人で礼れい儀ぎ正しくいつも落ち着いて超ちよう然ぜんとしているこの金郷地佐恵は、校内でも結構有名人ではある。自他に厳きびしく冷れい厳げんな態度を崩くずさないため、ひとりでいることが多いようで、同じく（でもないか）ひとりでぼーっとしてることの多い愛と、なんとなく成り行きで顔見知りだった。クラスは違うのだが、休み時間などに同じ場所でひょっこり出くわすことがままあるのだ。まあその程度といえばその程度の知り合いなのだが。

　佐恵はいつもそうするように、目だけでうっすらと微笑んでみせた。

「これからお帰りですか？　良かったら、駅までご一緒しませんか」

「は、はい」

　佐恵は徒歩通学、愛は電車だが、途中までは同じ道である。姿勢よくはきはき歩く佐恵と、のろのろ歩く愛なので、自然と愛がやや後ろを歩くことになる。モリコッチャ像の下を通って校門を出るまでは特に会話もなく、しばらく歩いてからようやく、佐恵が話しかけてきた。

「良い天気ですね」

「そうですね」

　言われて愛は空を見上げた。確認するまでもなく晴せい天てんである。っても空を見て思いつくのは、またあの上空には本日の世界征服用車両が待機しているんだろうかということだったりするのだが。

　思わずめまいを覚えて、足がもつれる。やはり気づいたのだろう。佐恵が訊きいてきた。

「お加か減げんでも？」

「あ、いいえ、その、いつか安らかな気持ちであの空を見上げられる日が来たらいいなって思うんですけど」

「そうですか。戦時の傷が癒いえるよう、わたしもお祈りします」

　真顔で言う佐恵が、いったいどんな勘違いをしたのか確かめるのも怖く、愛は躊ちゆう躇ちよしたものの……ふと気づいて、呼び止めていた。

「あの、金郷地さん」

「はい」

　足を止めずこちらを向いた彼女に追いつこうと、愛も速度を上げる。ほとんど小走りになってしまったが。

「金郷地さんはその、自分の家族のやっていることがどう考えても間違えてると思ったら、どうしますか？」

　常に冷れい静せい沈ちん着ちやくで間違いなどしそうにもない金郷地佐恵。彼女ならそんな時どういう行動を取るのだろうかと、愛が抱いだいたのは単純な疑問というより甘い期待でもあったのだが。

　佐恵の反応は、少し予想外のものではあった。わずかに表情を強こわ張ばらせ、足を止める。目つきは鋭かったがそれは愛を見ているのではなく、なにか違う心当たりでも見つけたらしい。

「あ、あの……？」

　怒らせてしまったのかと愛が不安になるほどの長い間があった。佐恵はしばらく硬直してから、ため息とともに歩みを再開した。そうして開いた口からは、思いのほか平静な声が漏もれてきた。

「難むずかしいものですね。特に当人が頑がん固こだと」

「そうですよね」

「非ひ常じよう識しきであることを非常識と言い聞かせたところで、本人にはそれが常識なのですから、なかなか通じませんし」

「そうそうそうですよね！」

　勢い込んで愛がうなずいていると、佐恵は怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「猿渡さん、ご家族の問題……ですか？」

「ええ。あっ、いや、違くて」

　自分が天てん涯がい孤こ独どくということになっているのを思い出し、首を横に振る。

「とっ、友達の話で」

「そうですか。お気持ちは察するに余あまりありますが、困り事とはいえ家族のこと。無む下げに斬ざん首しゆなどせず、愛情と根気を絶たやさず対処するよう、お伝えくださいませ」

「それは果たして必要なアドバイスなのかどうか分かりませんが、分かりました……」

　そんなこんなで頭を下げたりしていると。

「へっへっへっへっ」

　道の行く手から、怪しい笑い声がした。佐恵の表情が瞬しゆん時じに引き締しめられるのを見て、愛も向き直る。歩道を塞ふさぐように三人並んでいるモノの姿を見て、愛は悲ひ鳴めいをあげるところだった。実際には声にすらならなかった。大口を開けて、運命を呪のろっただけである。

　困り事が三倍に増えた。真っ先に思ったのは、そんなことだった。だが冷静に考えれば、そんなことでもないとすぐに分かる。

「おのれ暴ぼう漢かん！」

　即座に断定する佐恵。だが果たしてそれは暴漢なのかどうか。他に人目があるかどうか、愛はあたりを見回した。幸いにも（？）ちょうど通行人もなく、下校する他の生徒もいない。駅に真っ直ぐ向かう道はかえってみんな通らないのだ。だいたいみんな商店街に寄って帰るから。

「へへへ。迎むかえに来たぜぇ」

　それが発したのは男の声だった。多分若い。とはいえ高校生とかではあるまい。もうそんな段階から謎だった。そこにいるのは三人とも、でっかい段ボールをすっぽり全身にかぶっていた。見るとサインペンでメーターやら目め盛もりやらも描き込んである。手書きなのにそっくり同じ位置になってるのは、なにかこだわりでもあるのだろう。

　考えるまでもない。サイバーブレイン大ちゃんが……いや叔父が関かかわっている。だがそこにいる三個の段ボールには、叔父は入っていないらしい。

「連れてくぜぇ！」

　ひとりが飛び出してきた。そして！

　愛に分かったのは、とにかく佐恵がなにかしたらしいということだけだった。静かな足取りで一歩出ただけに思えたのだが。なにかが切り裂さかれる鋭い轟ごう音おんが聞こえた。そして飛び出しかけた段ボールが、吹き飛ばされたように後ろに倒れる。

　段ボールは真っ二つに切せつ断だんされていた。中の人間までやっちゃったかと、半ば本気で心配しかけたほど完かん璧ぺきに両断されている。愛はまじまじと佐恵の後ろ姿を見つめた。彼女が手にしているのは刃物でもなんでもない。ただのボールペンである。

　ぞっとするほど冷れい酷こくに、佐恵が囁ささやいた。

「肉より硬いものがあれば人は斬きれます故ゆえ、お気をつけなさい」

「へっへっへっ……」

　だが威い嚇かくをものともせず、斬られた箱の中から男が起き上がってきた。卵から孵ふ化かしたかのように、かぎ爪じみた腕を伸ばし、ゆっくりと。

　隙すき間まからのぞく両眼が異様に輝いていた。やがて顕あらわになった眼球は充血して真っ赤に染まり、歯をむき出した口からよだれを垂たらしている。形相を抜きにすれば、どこにでもいる普通の人なのだろうが。もうひとつ間違い探しをすると、もっと大きな違いが見受けられる。

　あからさまに不自然な装置が頭に乗っかっていた。電飾やらネジやらで飾られ、突き出たアンテナから放電もしている。

「ど、どうなっちゃったんでしょう」

　という愛の声に応こたえる佐恵は、むしろやたら冷静である。
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「下がっていてください猿渡さん。奇き抜ばつな扮ふん装そうに狂犬の眼まな差ざし。不良に違いありません」

「そんな先史文明的な……」

　もっとも愛がだいたい推すい測そくしていたのもまた、より有史以前な代物ではあったのだが。

　ともあれ一応やっておくと。

　十年後、海底都市遺跡から現れる鋼こう鉄てつ巨きよ人じん兵へい団だんとの戦いは秘密部隊エスパーマン抜きには語れない。特に誰も期待はしてないが、負けるなエスパーマン！







[image: 第六話　エスパーマンよどこまでも（後編）]
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　５．決戦の始まり




　放課後だ！

　ひとり気合いを入れ、悟さとるは立ち上がった。教室は帰り支じ度たくや部活の準備に賑にぎわい、みんなざわざわと騒さわいでいる。

　そんな中で彼がひとり鼻息荒くしていたところで目立つわけでもないのだが、当人としてはいろいろ盛り上がっていた。

（いや、待て待て）

　自分で自分に対して悟は制止した。確かにこれから決戦が待っている。しかしそれでやる気を出してしまっては力が使えないのだ。なんとも難なん儀ぎな超能力ではある。

（そうだ……そのために朝からイメージトレーニングを続けてきたんじゃないか。まったくなんてどうしようもない生ゴミ汁以下のクズ人間なんだろうぼくは。ああまったくもう駄だ目め駄目の駄目カスだ。進歩もないまま明日を迎えて一日分老化してさらに価値落とすぞ。もうパンツとか食うしね……よし！）

　ぎらりと瞳ひとみを輝かせ、心を後ろ向きにセット。なんかいろいろ間違ってる気もしたが、悟は鞄かばんを手にのしのし教室を出て行った。

　一応途中で確かめたが、都つ合ごう涼りよう香かはまだ教室にいた。今日はまた何度もちらちらと悟のほうを見て、なにか意味ありげに微笑ほほえみかけてきてくれたりしていたのだが、今もまあそんな感じではある。とはいえこれで幸せになってしまっては支し障しようを来きたすため、今は足早に廊ろう下かへと進んでいく。

　なんとしてもあの笑顔を守らなければ。

　ひとり、ぐっと拳こぶしを握り気を引き締しめ……かけてまたイメージ修正。

（いやいやいや。それじゃ駄目なんだって本当にカメムシとダンゴムシの中間くらいに駄目だなぼくは。今、半径５㎞以内の全部のカラスがぼくのほうを見てるね絶対。血の色の眼めで見てるね）

　なにやら己おのれのインナーワールドを挫ざ折せつの色に塗ぬり固めつつ、王おう子じ悟は果たし状の呼び出し場所、校舎裏へと向かうのであった。




　そして教室では。

「悟くんが行ったわ！」

　涼香が歓かん声せいをあげると、教きよう子こはその横で淡たん々たんと答えた。

「そりゃ行くでしょ。行くって言ってたし」

「わたし、なんだか緊きん張ちようしてきた」

　実際にがくがく震ふるえながら、涼香。

　普通ならこんな場合、緊張してようがなかろうがうまくいく時はいくし、いかなければいかないものだろう。初対面でもないのだから今更台詞せりふを嚙かんだからといって好感度が変わるものでもあるまい。逆に滑かつ舌ぜつよく演説できたところで嫌いなものが好きに変わるわけでもない。つまるところふたりの気持ちだけが問題なのであって、それは言う前から既すでに結果が出ている。

　とはいえそれは普通の場合だ。

　教子はぼんやりと天てん井じようを見上げ、いくつかのことを考えた。

　この涼香の場合、緊張のあまりぶちまける言葉というのが少しばかり常じよう識しきの範囲を逸いつ脱だつしている。

　ついでに王子悟もまた、あんまりまともとは言い難がたい。今け朝さ話した時も、言動が意味不明ではあったが、とにかく現段階でなにかを致ち命めい的てきに誤解しているということだけははっきりと分かった。

　結論。ふたりの気持ちがどうだろうが、うまくいく要素はひとつもない。

「ええと」

　さすがに少し慌あわてて、わたわたと教子は級友の背中を撫なでた。

「落ち着いて。まあ落ち着いて」

「ううう。ありがと教子。分かってる。今度こそちゃんと言わないと、悟くんに嫌われちゃう……」

　脂あぶら汗あせを垂たらす涼香に、やはり勝算のなさは感じつつ、教子はひとりため息をついた。




「ああもう校舎のこの染しみとか完全にぼくを蔑さげすんだ形してる。電器屋とか行っても店主は単四電池以外一切ぼくには売ってくれないんだろうな。あ、殺さつ人じん蜂ばちだ！……ああバッタか。でもまあ毒くらいあるだろ」

　もう卑ひ屈くつなんだかどうなんだかも分からなくなってきた悟だったが。とりあえず校舎裏でひとり、待っていた。

　いつでも不測の事態に備そなえようと独り言で力を蓄たくわえて（？）いたりしたのだが、いまだなんの動きもない。

「空のあのあたりとかオゾンホール的だしなー。ていうかよく見たらオゾンなんかどこにもないじゃん。あーもう食べたい時に限って売ってないよな大判焼き」

　言ってるうちに段々、こんなので大丈夫なんだろかという気もしてくるのだが、他に良い案も浮かばない。

　そんなこんなでいるうちに、人の気配を感じて向き直る。妙に感覚が冴さえていた。もしかしたら本当に効果があったのかもしれない。あるいは単に羞しゆう恥ち心しんが神経を過か敏びんにしていただけかも。

　他に誰だれもいない校舎裏に、まず姿を現したのはタオル覆ふく面めんの陸上部仮面だった。タオルの図案は顧こ問もんデザインの『棒ぼう高たか跳とびタスマニアデビル』である。陸上タオルは各部員三枚ずつ配られ、そのどれにも顧問・高たか松まつ信しん也やの口くち癖ぐせ「お前ら若いんだから不可能くらい可能にしろ」の理念が込められている。本当にどうでもいいんだが。

「えーと」

　特になんの演出も衒てらいもなくとことこ近づいてきて、陸上部仮面はなんだか普通に声をかけてきた。懐ふところからメモを取り出し、

「伝言です。ええと『ほんの少しだけ待っててエスパーマン。もうすぐ行くから。あなたにどう話せば良いのかを考えています』……以下略」

「来たな！　なんの組そ織しきかは知らないけど」

　悟は謎なぞの陸上部仮面に対たい峙じし、拳に力を入れた。話を続ける。

「あーどうせぼくはエスパーマンだ。もう社会の最底辺の塵ちり芥あくただしエスがエスっと消えたら各方面から怒られるし生きてたってしょうがないしああ死にたいし食らえ！」

　なんとなくこうすればできるだろうと願いを込めて、手のひらを突き出す。

　と、足元の落ち葉や砂利じやりが風に舞った。放出されたのは念力かなにかだろう（多分、人間の手のひらからなんかが出てきてる時点でその現象を理解するのは無駄だ）。その念力が空気を摑つかみ、気体を塊かたまりにしてぶん投げた。大気に描かれたその力の軌き跡せきを現すのは、それによって吹き飛ばされる落ち葉の動きである。その流れは狙ねらい通りに陸上部仮面へと突き進んでいくが……

　陸上部仮面が素早く飛び退のき、念力は狙いを外はずしてあさってのほうへとすっ飛んでいった。陸上部仮面が避よける際にうっかり手放したメモ書きが、はらはらと悟の足元に落ちる。悟は舌打ちして声をあげた。

「あー避けられた！　そうだろう避けられるさゴミだもの。生きてるだけで全細胞がアポトーシス訴うつたえてるもの。ああなるべく自然死したいなぁ。次こそは外さないぞ！」

「いやいやいやなんだかさっぱり分からないけど。別に敵じゃないから」

　手を振って、陸上部仮面。ちょうど悟は足元に落ちたメモ書きを見たところだった。拾い上げ、読み上げる。
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「『唐とう変へん木ぼくがいつまでも待っていやがれエスパーマン。アホ面がそのまま薄っぺらい頭ず蓋がい骨こつに貼り付いて固まる頃ころには出向いてくれるわ。お前ごときにくれてやる最上の宣告を吟ぎん味みしているところだから楽しみにしておけ。カサブタでも嘗なめて待ってろクソガキ』」

「…………」

　なんかとにかくどうしようもない感じで、お互いしばし睨にらみ合う。

　風が吹き抜けて、先ほど舞い散った落ち葉を拭ふき取っていった。その中で悟は両目を閉じて意識を集中する。足元が振しん動どうを始めた。圧あつ縮しゆくした空気とかならともかく、物体を動かして投げつけるのはかなりヤバイ攻撃ではある。石を手で投げるのと同じくらい危険だ。

　緊迫が場を……包んだかどうかはよく分からないが。その場に割り込んできたのは涼香の声だった。

「待って！　悟くん待って！」

　焼しよう却きやく炉ろ横よこの、ゴミ収集場の物もの陰かげから。都合涼香が飛び出した。彼女は半泣きになって、陸上部仮面、悟の双方を見比べながら、

「なんで⁉　どうして争いになるの⁉　理由がさっぱり分からない！」

　その涼香の姿に悟は怒りを燃やした。陸上部仮面に指を突き付け、叫ぶ。

「お前、やはりあんなところに都合さんを捕とらえて人質に！　卑ひ劣れつ過ぎる！」

「いやあんたもうアホでしょ」

　わりと冷たく陸上部仮面がつぶやく。彼女はタオル覆面をするりと取った。どこか見覚えのある女子である。確か、いつも涼香といっしょにいる同じクラスの鳴なる瀬せ教子だったか。顕あらわになった視線は予想通り冷たい。

「悟くん、あの、わ、わたた、わたし……」

　一方、涼香は赤面して小柄な身体を震わせている。なにかを言おうとしているのだが言えないらしい。

　だが彼女の切せつ羽ぱ詰つまった形ぎよう相そうに、悟は思わず身を乗り出しかけた。なんだか分からないが予感だけは覚えていた。涼香はものすごく重大なことを言おうとしている。いや、でもいつぞやの屋上の時も同じことを思ったんだけど。

「わ、わた、わくわく、動物、豚ぶた、違う、あの、悟く、ええと、あの」

　途と切ぎれる言葉を繰り返すたび、涼香の顔は紅こう潮ちようしていく。

「豚、悟くん、あの、豚、ええと、豚が」

　段々と豚の頻ひん度どが高くなっていくのがどうにも気にかかるものの、悟は固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守っていた。

　突然、涼香はくるりと背を向けた。一度はそのまま走り去ろうとしたが、半歩ほどで足を止め、そして叫ぶ。

「あなたが、あなたが好きです！」

「…………」

　大口を開けてぽかんとした顔を見せたのは、涼香が振り向いた先にいつの間にか立っていた用務員のおっちゃん（放課後なのでゴミ捨て場を片付けに来たのだろう）だったが。

　涼香がそれに気づかなかったのは多分、目を閉じているのだろう。後ろ姿で分からないが。ようやく呪じゆ縛ばくから解けたように震えも止まっている。

　だがそれはそれとして悟は混乱していた。

（脅きよう迫はく状じようを受け取って、謎の組織と戦いに来て、どうしていきなり都合さんが）

　事情がさっぱり理解できない。だがしかし、彼女の言ったことのほうが重大だった。というより他のことなど頭から追い出されてしまう。彼女が言ったのは、確かに……

　その時だった。

　異様な電子音が聞こえてくる。周囲を見回し、なにもないと気づいて上空を見上げる。そこに飛んでいたのは巨大な円盤だった。ちょうど宇宙人が乗って地球侵略に来るとしたらこんなもんだろうという円盤である。

　だがすぐに、実はそれが大した大きさではなく、単に低空を飛んでいるだけだと気づく。実際は人の頭に乗る程度のサイズだろう……と、それが分かったのも円盤が、すーっと用務員さんの頭に乗っかったからである。全員、魔法にでもかかったように動けない間の出来事だった。

　電子音が止まった。推すい測そくだが、この音に人間の判断力を一瞬奪う働きでもあったのか。

　頭に変な円盤を乗っけて、用務員さんの表情が変わる。おっちゃんは元ラガーメンとかで質しつ実じつ剛ごう健けん、温おん厚こうな人柄で、生徒、特に運動部員から好かれている。そのおっちゃんの顔が狂犬のごとく変へん貌ぼうしていくのを見て、悟は思わず後あと退ずさりした。涼香はいまだ目を閉じているのか、動かないが。

　おっちゃんがなにかをしゃべり始めた。よく聞き取れない……というより、ただひとつの音を繰り返しているだけだが。

「ダ、ダ、ダ、ダ、ダ、ダ……」

　必死の形相で見回し、そしてゴミ捨て場の一点を見て叫び声を確かなものにする。

「段ボォォォォォル！」

　いい歳としをした大人がそんな叫びをあげるというのも見た目恐ろしいものがあるが、さらに捨てられていた段ボールに飛びつき、それを一瞬で組み立てる手て際ぎわもまた不気味といえば不気味だった。教材用の大きな段ボール箱の表面に、ポケットに入れていたボールペンでなにやら目盛りやらスイッチやら絵を描き込み、それを頭からすっぽりと被かぶる。

　さらに！　箱の両側を突き破って、中から腕が飛び出す。どうやらこれが完成形らしい……変化はここで終わった。そして、箱の中でおっちゃんが息をついた。

「ふう」

「落ち着くんですか、それ」

　つい言ってみたものの、おっちゃんin段ボール箱からはなんの反応もない。

　だが次の動きも急だった。いまだ目を閉じてじっとしている涼香を、おっちゃんはいきなり担かつぎ上げたのだ。

「連れていくぞぉぉっ！」

　雄お叫たけびをあげて、凄すさまじい速度で走り出す。次から次へと変化する事態に戸と惑まどっていた悟は、裏うら庭にわの塀へいを一気に跳び越えて外に出て行く段ボールと涼香を見送って、ようやく事態のヤバさに頭が追いついた。

「しまった！」

　動き出したのは教子のほうが早い。彼女は躊ちゆう躇ちよせず、段ボールが去っていったのとは反対の方向へ……校門のほうへと駆け出していった。自転車置き場だろう。

　塀の高さを見上げて、悟は迷った。空を飛んで追いかけられるだろうか。だが。

「あああああっ。幸せなんだか哀かなしいんだか分からないっ！」

　仕方なく、悟は裏門へと走っていった。







　６．こっちはこっちで




「片付いたようですね」

　順番に手しゆ刀とうで片付けていった男たち三人を見下ろして、佐さ恵えがつぶやく。当たり前のことをしたというだけの口調だったが、それを見て愛あいはただ、あわあわと戦おののいていた。

　男たちは完全に気絶して、頭に付いていた装置も外れて転がっている。が、装置は突然ふわふわと浮かび上がると、妙な電子音を奏かなでてまた空へと飛んでいってしまった。なんとなく、嫌ぁな予感がする……叔お父じの発明品など愛には理解できるわけがないが、癖くせはなんとなく分かるようになっていた。あの装置は、また別の取り憑つき先を探しに行ったのではないか。

　装置などまったく見てもいなかったように（非常識な物事は見えないのだろう）、佐恵が笑いかけてきた。愛が、暴漢たちに怯おびえているのだと思ったのだろう。

「もう安全ですよ、猿渡さん」

「あ、あああ、ありがとうございます」

　もう本当にどうしたものやら分からず、途方に暮れる。いや。

（なんとかしなくちゃ）

　落ち込んでいる場合ではない。妙な装置を取り付けて人を操あやつるなど、今度という今度は叔父の行動は度が過ぎている。

　とっくに過ぎてたんでないかというのはいったん忘れて、愛は立ち上がった。

「こ、金こん郷ごう地ちさん！」

「はい」

　意気込んで佐恵に近寄る。

「あの、すみません今日はお暇ひまですかっ？」

「ええ、特には」

「実はお願いしたいことが」

　と、一体どう説明すれば良いものかはたと迷ってから、愛は閃ひらめきをそのまま言った。

「これからどぉぉぉしても避けられない問題みたいなのがありまして、で、でもわたしひとりだと心細くて……」

　佐恵は黙だまって聞いていたが、まくし立てる愛に向かって、さっと手を振った。

「みなまで言わないで、猿さる渡わたりさん。分かりました。ついにこの時が」

　特に表情は変わらないのだが、どこか嬉うれしそうである。愛はきょとんと繰り返した。

「ついに？」

「介かい錯しやくを頼まれたのは初めてのことです」

　ぶるると身を震わせて、佐恵。なにを言ってるかよく分からないし彼女の目がちょっと怖かったものの、愛は成り行きを見守った。

　佐恵は改めてにっこりと笑ってみせた。

「それで、場所はどちらに。やはり猿渡さんのお屋や敷しきですか？」

「な、なんで分かるんですか？」

　ぎょっとして愛は仰のけ反ぞったが、話が早いに越したことはない。それに説明を求められなかったのも都合が良かった。

　ともあれ。

「で、では行きましょう！」

　気力を振り絞しぼり、愛は声をあげた。







　７．走る飛ぶエスパーマン




　こう見えても走るのにはそこそこ自信があった悟だが、一度見失っただけあって、おっちゃんと涼香を見つけるのは困難だった。加えて相手はあの格好で、涼香を抱えて塀を跳び越えるほどである。普通に追いかけっこをしても向こうのほうが速かろう。

　学校を飛び出し町中をずっと走っているものの、目標の姿は見つけられない。

（あれだけ目立つんだから騒ぎくらい起きてるだろうと思ったんだけどな）

　そろそろ体力も尽きかけて愚ぐ痴ちも増える。

（待てよ。これくらいならできるかも……）

　頭の横に手を当てる。別にこのポーズだからというのもないのだが、なんとなくである。できるなら使いたくない能力だったが。

（えーと、ぼくはゴミだカスだ……いや駄目だ機械的になってる。もっとちゃんと哀しまないと。真面目にやれこの髪フェチが！……え？　そうだったのか？　いや自分の新たな一面とか発見してる場合じゃない）

　いろいろ苦心しながらも、なんとかネガティブ心を蓄える。そして。

「来い！」

　光が、ていうか爆発が背後で起こった。熱風とともに頭上をなにかが追い越していく。見上げるとそれは期待通りの……と言ってしまっても良いものかどうか分からないが、エスパーマンスタイルである。

「ついに来たか────っ！」

　いきなり叫んだのは金郷地のほうだった。

「ついに現れたのかギブギボ・デラデボン軍ぐん曹そう─────っ！」

「昨日と名前違いますけど」

　一応指し摘てきしてみると、空を飛ぶ姿勢のまま、金郷地は即座に言い返してきた。

「そんなことはないまったく同じだ。軍曹こそは破は壊かい工作員。破壊の申し子。破壊以外には工作しかしない」

「いやまあそんな情報は別にいいんですが」

　低空を飛ぶ金郷地を追いかけて速度を上げながら、悟は続けた。とりあえずこの呼び出しテレパシー、前もってだいたいの状況も伝わってくれるらしい。便利は便利だ。

「というわけで金郷地さん、ちょっと抱えて飛んでくださいよ。上からでもないと見つからないと思うんで」

「うむ良かろう。君が正義の自覚に目覚めてくれて嬉しいぞ」

　金郷地はちょっと速度を落として背後に回ると、すぐに悟の身体を羽は交がい締じめの形に抱えて高度を上げていった。とりあえず誰にも見られていなかったか、今更ながら悟は見回したが、おっちゃんと涼香を含めて眼下には誰の姿もない。

　地上が遠ざかるにつれ視界も広がると、町を出歩く人はぽつぽつと見え始めたものの、目標の段ボールは見当たらない。

「うーん……あれ？」

　と、悟は代わりに別のものを見つけた。かなりの速度で車道を疾しつ走そうしていく自転車である。遠くて分かりづらいが鳴瀬教子だろう。もしやと思ってその行く手を目で追うと。

「やっぱり！」

　その自転車にも負けない速度で涼香ごと逃走中の段ボール。怖いほどのスピードとしか言い様がない。悟が走って追いかけていた範囲など、とうに置き去りにされていたのだ。

「金郷地さん、あっちに向かってください！　悪がいます！」

「ふははははははエスパー加速！」

　実際には瞬間移動だったのだろうが、見えていたものが突然入れ替わった。段ボールと自転車が追いかけっこをしているその真上である。だいぶ商店街に近づいており、ちょっとした騒ぎになっているようだった。

「まずいなぁ」

　うめく悟の耳に、背後から金郷地のつぶやきが聞こえてくる。

「間違いない。あれこそは対超能力戦せん闘とうのため改造された機械化兵士。ちなみに五分間で限界を迎むかえて自じ滅めつする」

「そのスペックはどんな局面に投入するつもりで……」

　それ以前にも言うべきことはいろいろあったが、言えたのはそれだけだった。まあ金郷地は動じない。どうせ。

「戦争というのは極限状態だからな。切せつ羽ぱ詰つまってわけの分からないものが次々と投入される。番組終盤ほどエスカレートして用よう途と不ふ明めいの新兵器が登場するわけだ」

「現実かフィクションどっちのこと言ってるのか、せめてそれくらいは分けてください」

「ネヴィル・シュートの終末兵器パンジャンドラム、ひたすら川で回転する愛らしき最強鋼鉄砲艦ノヴゴロド、そしてパイロットの誰もが幸運な即死を願うという夢の実用ロケット戦闘機Ｍｅ１６３……いずれも人型戦闘兵器などに負けぬ狂気とイマジネーション。いけるぞー、この力があれば人類はどこまでもいける。まあ負けるだろうが突き進める」

「それは故事にいわく、血を吐きながら続ける哀しいマラソンではなかろうかと」

　しばらくそんなことを言い合っていたが。

「力の限り本気で走っていれば血くらいは吐くものだ。行くぞ！」

　金郷地が降下を始める。その落下感の恐怖も手伝って、悟は咄とつ嗟さに危機感を覚えた。

（まずい！）

　いつもの歩行機械潰つぶしならば、彼らが現れる時には大たい抵てい近きん隣りんの避ひ難なんが完了している（野や次じ馬うまは残ってるが、それは仕方ない）。だが今回は事情が違う。まだあたりには普通に人が歩いている。

（いやまさか。いくら金郷地さんでも、この状況でいつもみたいに無茶な攻撃は……）

　迷うまでもなく、するに決まってる。

　悟が止めようとしても間に合わなかった。金郷地が喜び勇んで降下速度を上げていく中、そもそも声もあげられなかったのだが。金郷地だけは雄叫びをあげている。

「エスパァァ・終末ダイビィィィング！」

　金郷地が念力を放出しながら、悟ごと地面に激げき突とつする。余よ所そからではなく中心からこの爆発を見るのは初めてである。できればもう二度と体験したくはない。衝しよう撃げきで空に跳ね返って、悟は心の底からそう願った。

　幸いにもそう高く飛ばされたのではないようだった。地面に落ちて痛みで身体が痺しびれたものの、しばらくしたらなんとか起きあがれるようにはなっていた。見回した惨状は予想通りだったため、また寝たくなったが。そうも言っていられない。涼香を探さなければ。

　道路は吹っ飛んでいた。地面ごと大きくえぐれて、後で金郷地に直させるのも一苦労だろう。車が走っていなかったのは幸いだった。その爆発跡にはエスパーマンスタイルが突き刺さり、そしておっちゃんと涼香が倒れている。教子は無事というか無傷で、自転車にまたがったまま停止していた。

　道のあちこちに人が倒れているものの、怪け我がをした人というのもいないようだった。道路の損そん壊かいを除けば、一応、最低限の被害だったと言えなくもない。だが涼香が倒れたまま動かない。

「都合さん！」

　悟は駆け寄ろうとして、そして違和感に気づいた。倒れている人たち。それがむくむくと起き上がろうとしている。しかも上空から見ていた時はよく分からなかったのだが、シルエットがおかしい。ていうか四角い。

　おっちゃんもまた起き上がりつつある。だがそれがおっちゃんなのかどうか、悟は不意に見分ける自信がなくなった。似たような段ボール箱を被った連中何十人もが、破壊された通りのあちこちで立ち上がり、彼らを取り囲んでいるのだから。

「やはり現れたな機械化部隊どもー！」

　ぼこんと地面から抜け出したエスパーマンスタイルが叫んでいる。

　金郷地の言葉を信じたわけではまったくないが。悟は途方に暮れた。遠くからはサイレンの音が聞こえてくる。







　８．解決編？




　電車で駅ふたつ分。あとは急いで駆けもどり、愛はようやく帰宅した。

「わたし、お友達の家にお呼ばれするのは初めてで……」

　妙に頰ほおを染めて吞のん気きにつぶやく佐恵を連れ、玄関へと飛び込む。応接室に行くと、やはり地下基地への通路が開いていた。だがエスカレーターは動いていない。

「良いお住まいですね。洋風でしょうか」

　動かないエスカレーターを降りながら、佐恵がお世せ辞じを口にする。愛は一応、あたりを見回して聞き返した。

「洋風なんですか、これ」

　地下に進むにつれ機械むき出し金属色になっていく。いつもの衣装部屋も通り過ぎて最下層の目的地に着き、愛は声を張り上げた。

「叔お父じさんっ！　本当に今日は……」

　言いかけて口ごもる。そこで目にしたのは、もみくちゃにされた感じで潰つぶれて倒れている段ボール箱と、その中身の人だった。一応手足だけでもなんとなく分かる。叔父だ。

「えっと……」

　と困こん惑わくする愛を置いて、佐恵が進み出る。彼女は気絶している叔父に近寄ると問答無用で箱を引きはがした。その顔を見てしばし首を傾かしげてから、佐恵は彼の背中に膝ひざを当てた。さらに両肩を摑んで後ろに反らせると、ウッとうめいて叔父が動き出す。

　げほげほ咳せき込む大だい地ち右衛え門もんに、佐恵は静かに問いかける。

「失礼とは存じますが、わたしは、いつぞやあなたのご葬そう儀ぎに参列させていただいた記憶があるのですが……」

「あああああ！　それには事情が！」

　愛が駆け寄る。佐恵はすんなり首しゆ肯こうした。

「なるほど。事情ならば訊ききません」

「す、すみません本当にいろいろと」

　うなだれているうちに、ようやく回復したらしい大地右衛門が弱々しく語り始めた。

「いや助かった。装置を使って人を集めてみたのだが、まさか暴走するとは」

　と、モニターのほうを示す。

　画面にはでかでかと、例の洗脳装置の図面が映し出されていた。

「この装置はユーザーの理性や思考を制限して行動を操る機能を持ってる気がするのだが、どうしてかうまくいかなくてな」

「いや暴走するでしょうそれは」

「最後に出した命令は、お前をここに連れてくることなんだが。どんな命令に化けてるやら。なおこの装置は人間と段ボール箱を検知するシステムを備えている。世界初だ」

「もはや科学の片へん鱗りんもないんですね……」

　そんな失意は置いといて。

　すべてを終わりにするために、愛は意を決し、真剣な眼まな差ざしで叔父を見み据すえた。久々に目にする叔父の素顔を。

「話を聞いてください。大事な話です」

　すべてはこの説得にかかっている。愛にもそれは分かっていた。







[image: ]







　９．終わりはないけどどこまでも




「都合さぁぁぁぁん！」

　叫んで飛び出した悟の手が、あと少しで彼女に触ふれるというところで。

　段ボール部隊のひとりが彼女を担かつぎ上げて後退した。本当に機械化部隊とか言われても信じてしまいそうな長距離を一跳びである。

　背後では、

「エスパァァ・テクニカル・タイフーン！」

　金郷地が派手に大回転し、群がる段ボールたちを蹴け散ちらしている。外の箱が壊れるとその中身は、当たり前だが人間である。みんな例の装置を頭に乗せて、正気とも思えない顔つきだった。

　痛みも感じないのか、かなり派手に打ちのめされてもすぐに起き上がってくる。それも怖いが、相手がしぶといと金郷地がどんな無茶な攻撃に出るかのほうが気が気ではない。

（早くなんとかしないと……）

　装着者のほうが完全に気を失ったり、あるいは衝撃で装置が外れると、装置はひとりでにどこかへ飛んでいって新しい着用者を得て帰ってくる。結果、気絶した犠ぎ牲せい者しやだけが増えていった。装置自体を破壊しないといけないのだが、さすがに人の頭部にくっついているものを壊すのは加か減げんが難しい。かといって飛行中の装置に近寄ろうとすると意識が途と切ぎれる。処置無しだった。

　しかもパトカーのサイレン音はどんどん近づいてきていた。もう数分も余裕はないだろう。警察が来たらどんな騒ぎになるか分からない。苛いら立だちが募つのる。

　もはや超能力だなんだという余裕もない。悟は涼香を抱えた段ボールを追いかけ、右に左に走り続けた。涼香はまったく動かない。それもまた心配だった。

　高まるサイレン音に紛まぎれて聞き逃のがしそうになったが、その時、背後に聞き慣なれた鈴の音がした。

　はっと振り返る。自転車が見えた。教子が乗っている。速度を落とさず突っ込んできていた。避けようとして……悟は、教子の視線に気づいた。目で合図を送ってきている。

（そうか！）

　悟は動かず、教子を待った。自転車はよく見れば、悟の身体すれすれを通り抜けていくコースを目指している。あとはタイミングを合わせれば。

　思い切って悟は地面を蹴けり、走る自転車の後部に飛び乗った。悟の体重に自転車が揺れるが教子はすぐにバランスを立て直した。二人乗りが安定してすぐ、教子がぼそりと囁ささやくのが聞こえてくる。

「移動を任まかせれば、集中してさっきみたいなことができるんでしょ」

　それはちょうど悟も思っていたことだったのだが、他人から念押しされると自信が揺らいだ。引きつった笑みが浮かぶ。

「できるかな」

「やりなさい。あなたはマンなんでしょ」

「え？」

　淡たん泊ぱくな教子の言葉に、目をぱちくりする。彼女は鋭くターンを決めて段ボール集団の攻撃をかわしながら、何事もないように涼香を追っていく。

「特に役に立たないように思えることとか、くだらないこととか、夢みたいなこととか、わずらわしいこととか、恥ずかしいこととか、失敗するとか。そういうのから逃げずに積み重ねていって本当のマンになるんでしょ」

「…………」

　涼香を担いだ段ボール人間は真っ直ぐに逃げているわけではない。左右、時にはこちらに向かってすれ違い、破壊跡周辺を機敏に逃げ回る。その都度あちこち方向転換する自転車の上というのは決して安定したものではないが、激しく揺れる二輪に身体と運命を預け、悟は目を閉じた。だがまぶたを開けていた時よりも、もっと視界が広がったようにすら感じる。

　自分は哀しみのエスパーマン。

　この世に哀しみがあるのなら、なんでとかどうしてとか言っても始まらない。

　イメージは固まりつつあった。そのイメージの行き着く先に涼香が微笑んでいる。いつも教室の少し離れたところから眺めていた笑顔だ。いろいろあったが、ようやく今初めて、その笑顔のために力を使える。

（いやいや、ぼくはそういうんじゃない）

　悟は溜ため込んでいった。大変だぞーそんな人の笑顔なんてものを背負い込むのは。くっついたらハッピーとかそんな甘いもんでもないぞー。そんだけの覚悟を長く持続するのはもっと大変だぞー。責任がどうして生じるかってーと、幸せを続けるためじゃないか。そんなの誰にだって分かってるはずで。

　心にのし掛かる暑苦しい重圧。悟はぎらりと目を見開いた。

「よし。今だ！」

　気力は（マイナスだが）十分。哀しみのエスパーマンは声高に叫んだ。

「金郷地さん、一気に！」

「おお！」

　エスパーマンスタイルは喜びの声をあげた。ちょうど群がってきた段ボール軍団十数人に捕まえられていたところだったのだが。

「エスパー・ダイナミック・ブリザード！」

　名前が違っても例によってやることは変わらない。金郷地の拳から念力の爆発が広がり、周囲の段ボールを無差別に吹っ飛ばしていく。かなりの威力で次々と箱を破壊し中の人間を昏こん倒とうさせていった。涼香を抱えて逃げていた誰だか知らない男もまた、真正面から衝撃を食らって涼香の身体を放り出す……

　教子がペダルを踏み込み、自転車を加速させた。それと同時に悟も力む。宙を舞う涼香の身体を念じて引き寄せる。彼女の身体をぎりぎり受け止め、抱きかかえた。

　気を失った段ボール軍団（もうあらかた箱も壊れていたが）から、例の装置が外れていっせいに飛び立っていく。だが電子音が鳴り出す前に、ここで悟は全力を放出した。

「うおおおおおお！」

　金郷地と違ってさすがに技名は出てこないが。全身全霊を注そそぎ込む。念力で気体を摑めるのは分かっていた。ならばきっと空気を停止させることもできる。

　上空に浮かび上がった装置の動きがすべて止まる。空気が動かなければ、当然ながらそこにあるものも動けない。そして電子音も伝わってはこない。

　にしても思ったより広範囲過ぎた。かなりの広さを念力で支えているため消しよう耗もうが激しい。だがこれを放してしまったら元の木もく阿あ弥みだ。

「このままっ……！」

　悟は空を見上げた。

「押し潰つぶす！」

　ぐしゃっ。と音もなくすべての装置が一塊に固まった。何十個もあった機械がバスケットボールくらいになるまで圧あつ縮しゆくすると、ようやく力を抜く。ただの鉄球に成り果てた機械が地面に落ちた。と。

　ブレーキ音を軋きしませ、自転車が停車した。いきなり停まったその上から、反動で悟と涼香の身体が投げ出される。地面に落下する寸前、念力で身体を支えて止まろうとするのだが……できない。

　咄嗟に涼香を庇かばおうともしたが、そう器用にできるものでもない。だが為なす術すべもなく落下しながら、涼香を抱え込んで落とさずには済んだ。

「力がなくなってる」

　転んで擦すりむいた肘ひじを抱えつつ、悟はつぶやいた。今までは、力が弱まってもまったくなくなることまではなかったのだが。

　あれほどなくなって欲しいと思っていた超能力だったが。悟がぼんやりしていると、自転車から降りた教子がスタンドを立て、なにを言うでもなく近づいてきた。離れたところでは倒れた被害者の真ん中で、金郷地が勝利宣言などかましている。

　悟は割れたアスファルトに腰を下ろしたまま、抱きかかえている涼香へと視線を落とした。彼女は揺りかごの中の子供のように寝息を立てている。

「都合さん……ずっと気絶してたのかな」

　さすがに彼女の寝顔にかかった髪の毛をどけてあげられるほど大だい胆たんではなかったが、悟はつぶやいた。

　教子がうなずく。無表情に。

「校舎裏で気力を使い果たしてたようね」

「うう……ん」

　ようやく安心したのか、涼香がうめき声を漏もらす。彼女はむにゃむにゃと目を開けた。抱きかかえている悟とちょうど視線が合う。
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　彼女にしてみればそれこそわけが分からなかったろう。なにしろ校舎裏からいきなりこの状況である。あっという間に顔を真っ赤にすると、逃げるように悟の首に抱きついた。

「…………」

　動けなくなった悟だが。いきなり押しつけられた涼香の体温と呼吸を感じつつ、諦てい観かんと安あん堵どとを両方満たす。

　もちろん、人を好きになって、人を好きでいるのはいろいろ大変なことなんだが。

（それでも、なんとかなるようには出来てるさ。きっと……）

　どかーん、と地面の震動が尾びてい骨を打った。また金郷地がなにかしたのかと見やるが、そうではない。考えてみたら音はもっと遠くから響いてきたようだった。

　と、ふと気づく。パトカーのサイレンもいつの間にか遠ざかっているようである。再び地響きが路面を揺らす。

　商店街に巨大な歩行機械が降下したところだった。狐きつねの形だが尻尾しつぽが九本もある。それぞれうねうね動き回り、周囲の建物を次々破壊していった。

　分かりづらいが、頭部には例によって女の立体映像が立っている。だがいつもと違うのは、それがふたりだということだ。

「すみませんすみません。今日こそは説得しようと思ったんです！　でもやっぱり通じませんでした……というわけで世界征服にまた来てしまいました。しかもパワーアップに荷か担たんしてしまいました。本当にすみません」

　片方の、いつもの女が鞭むちを手に声をあげている。スピーカーの精度が良いのか音質はクリアーだ。

　もうひとりは甲かつ冑ちゆうに武む者しやの仮面をつけた女である。性別を示すのは声だけだが。あと長い髪が兜かぶとからこぼれていて結構怖い。

「それで、わたしはこの格かつ好こうでここに立っていればよろしいのですか？」

　隣となりの女に話しかけている。仮面の女がうなずいてみせた。

「そうらしいです。闘争本能入力が増して全方向多目的攻撃車両マイケルＪの攻撃性が向上するとかなんとか……」

「さっきからなにをおっしゃっているのかまったく分かりません。非常識な事柄は理解いたしかねます」

「ええまあわたしもよく分かりません。とりあえず叔父が喜ぶみたいなのでここにいてあげてください……」

　全員で、そんなのをぼーっと眺めていたわけだが。

　ひとり、静かではいられない者がいた。もちろん金郷地だが。

「一難去ってまた一難！　おのれ、正義の仕事に休息はないのか！」

　天へと衝つき上げた拳に雷が走る。

「哀しみのエスパーマンよ！　なにを座り込んで一件落着的空気を醸かもし出している！　戦いはまだまだ終わりではないぞ！」

　悟はとりあえず全員を見回した。教子はマイペースに商店街のほうを見上げている。涼香は身体を離して、一体なにがどうなっているのか理解しようと難しげに眉まゆ根ねを寄せ、疑問符を浮かべているようだった。

　金郷地へと視線をもどし、悟は告げた。

「言っときますけど金郷地さん。ぼくは今のとこ幸せなんです。超能力は使えません」

　だが金郷地は容よう赦しやない。マフラーをたなびかせ、ポーズまで取って叫んでくる。

「なにを言うか！　幸せなど慣れたらより一層の哀しみを背負える！　さあ慣れろ！」

「身も蓋ふたもなく哀しいことを言わないでくださいっ！」

　十年後、神を名乗る超知性体との全宇宙の運命を決する大決戦に至るまで……というかまあ、生きている限りその後もずっとなのかもしれないが。

　秘密部隊エスパーマンの過か酷こくな運命に、休みなどはないのだった。







　あとがき







　考えてみたら、プロローグがあるのにエピローグがない話になってしまいました。

　なんでこんなことになったかというと、あんまり考えてなかったからなんですが、書き足すような部分も思いつかなかったのでそのまんまで。全六話、こんな短いシリーズもやってみたいなーということでやってみました。もうちょい短くても良かったかもしれません。四話くらいで。

　ちょい重いシリーズやった後だというのもありますし、気楽なのをということで始めたんですが、やってみるとこれはこれで大変でした。まあ別にわたしが楽をしようと思ってたのではないんですが……

　読んでいただいたみなさんにはどうだったんでしょう。




　さて人間の善と悪を巡めぐる根こん源げん的てき葛かつ藤とうをロマン主義から反政府的にやや下北沢に憧あこがれつつもドゥガッティの風に吹かれて描いてしまったわけですが、事実はフィクションより生き成なりと申しまして。ちょっと意味がよく分からなかったんで辞書を見てみましたら、糸・布地などの晒さらしていないものだそうです。余よ計けいに分からなくなってしまいました。どうにもなりません。ていうか前にこのネタやったような気もするんですが思い出せません。すみません行政でなんとかしてください。

　それはそれとして、現実には本当に恐ろしい悪が存在しているという話であります。まったく語るにも身震いを禁じ得ません。禁じ得ないのでさっきからダダ漏もれで震えてるわけですが、とかくポストモダンな現代において猫も杓しやく子しも相対化。絶対的な悪なんてありゃしませんよと、みなさんおっしゃいます。

　ですがほんのちょっと昔には、真に悪い奴らがいました。犯罪史上類を見ない猛悪、それは犯罪組織ダッカーです。わたしこのあとがきを書くにあたって、もう一回ＤＶＤボックスを全話見直そうかと思ってましたが、一話見るだけで十分でした。既すでに適用量を超えて悪いです。健康を害しかねません。

　悪の大組織ダッカーというのはご存じの通り、全国の犯罪組織やヤクザの類たぐいを統とう括かつする秘密結社です。その首しゆ領りようときたらもう大物です。日本中の悪玉、顔に模様が入ってるような個性の行きすぎた連中が、ダッカーの首領Ｌの前では怯おびえた子犬のように平服します。

　第一話、ある犯罪組織の親玉が病院を爆弾で吹っ飛ばしたあげく、市長を脅おどして30億円奪ってくるわけですよ。それを首領Ｌに報告します。

　ですが首領Ｌは一喝。

「甘ったるい！」

　もうこんな悪い奴いないですよ。驚きよう愕がくです。

　他にもこの首領Ｌは感動的な台詞せりふを次々と吐はいてくれます。

「誰であれ幸せそうな奴らは皆殺しにしてやるのだ！」

　この基準はすごいです。利益とかそんなんじゃないんですね。信仰ですらなさそうです。悪。他に言い様がありません。真の悪です。

　でもこんな首領Ｌですが、可愛いとこもあります。宿敵の私立探偵、早川健。彼が出会った女性に一目惚れしてしまった時があるんですが、その報告を部下がした時なんて、こうです。

「なにぃ⁉　早川健が女を好きになっただと⁉」

　ただのゴシップ好きです。まあその後、その女を捕らえて処刑しようとするんですけどね。嫌がらせで。




　ヒーロー番組の持っている、こういう問答無用さって好きです（あっ。ちょっと正気がかいま見えた）。なんかすごく一本気に貫つらぬいてるというか。貫つらぬいた後はもうどこか行っちゃってて草ひとつ残らないというか。

　正義の側だって負けてはいません。特捜ロボジャンパーソンとか、特捜ロボとか言っちゃってますけどあれ、警察が廃はい棄きしたロボを民間人が勝手にリストアして、独自の規準で犯罪を撲ぼく滅めつしてるだけですからね。ジャンパーソン、フォー、ジャスティス！　断言しちゃってますけど無法者です。

　ロボなのに最初、ジャンパーとか着てましたしね。それ脱いでから戦うんですよ。もの凄すごいテクノロジーを感じます。恐らく現代科学の延長線上にはありません。

　とはいえ凄いロボであることは疑いありません。悪の科学者仲良し俱楽部みたいな敵組織があるんですが、その科学者のひとりがこんな計画立てるんですよ。人間に隠されている忍者遺伝子を活性化させて、無敵の忍者軍団を作るって。普通のサラリーマンが装置にかけられるといきなり忍者服になって煙けむり玉だまとか投げちゃうんですね。

　で、ジャンパーソンは敵の狙ねらいを探るため、基地のコンピュータでその科学者のデータを洗ってるわけです。遺伝子工学と忍者研究の第一人者とかいうそれなりに無茶なデータが出てきて、ジャンパーソン叫ぶんですね。

「そうか！　奴は人間に潜む忍者遺伝子を活性化させて忍者軍団を蘇よみがえらせようとしているんだ！」

　感心するしかないじゃないですか。ていうか、分かるなよと。

　まあこのあたりはうろ覚えなので、もしかしたら噓うそを書いてるかもしれません。でも違ってたとしても大差はないと思います。

　あと有名な宇宙刑事なんて敵を見つけるなり「貴様、マクーだな！」で攻撃開始です。罪状：マクーだなで処刑ですよ。宇宙の法律には絶対逆らえません。




　こういうのって猛もう烈れつな面白さがあって、この頃わりと熱心に昔の特撮番組を見るようにしてます。右のようなのは実は別に珍しいことでもなくて、きっとゴロゴロあるんでしょうね。

　気がついたんですが、面白いヒーロー番組は主題歌が格好良いです。やっぱり冷静に歌詞を考えると意味不明だったりはするんですが、そんなこと関係なしに格好良いです。むしろ意味不明だから格好良いのかもしれません。




　それで、だからこの話を書いたのかというとそんなことは実はなくて、まったく関係ない思いつきでした。なんか冒頭の台詞だけふと思いついて、ここからなにか話をひとつ作れないかなーとか思っていたらこんなことになったんだったと記憶してます。

　などとここまでの前振りを全部無む駄だにしてみたり、やりたい放題じゃないですかまったくもう。せっかく話まとまりかけたのに。でもそうなんだから仕方ありません。

　まあわたしの意図なんていうのはどうでも良くて、ただ楽しんでいただけたら幸いなのですが。

　では、またいずれ別の巻末でお会いできますことを祈りつつ。それではー。




二〇〇五年九月


秋田　禎信
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